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序	 章	 本研究の目的と方法および論文の構成	 
	 
	 
	 
第 1 節	 研究の背景と目的	 
	 
1．研究の背景	 
今日，学校教育において言語に関する能力の育成が求められている。平成 24 年 4 月実施
の中学校学習指導要領では，「生きる力」をはぐくむことを目指し，「知識及び技能を習得
させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能
力をはぐくむ」1)とともに，各教科等において言語活動の充実が求められている。では，
美術科における言語活動とは一体どのような内容となるのか。先行研究では，鑑賞教育に
よる言語利用 2)についてや，制作時における作業を明確にするための言語利用 3)について
確認することができた。その他，視覚言語理解のために，擬態語擬音語からイメージされ
る形を写真で撮影する教材研究 4)について確認できた。しかし，教材研究に留まっており，
言語を主体的に利用する活動や，体験的に捉えるなどの言語の本質を探求するような研究
については発見することはできなかった。つまり，言語を表現の補助的な役割，または鑑
賞における言語化のために用いる印象が強いように思われる。美術教育のなかで主体的に
言語を活用し，人間の本質的な部分で関わることは，学校教育において，重要な役割を担
うものだと言える。	 
丸山圭三郎は『言葉と無意識』のなかで，「明晰にして合理的な言葉，その指示する対象
が一つしかない＜信号＞のような言葉が一方にあるとすれば，二重三重の意味をはらみ，
確たる対象をもたない＜象徴＞のような言葉が他方に存在するように見えないこともな
い。」5)と述べている。言葉には，一義的な意味として利用される反面，利用する環境，対
人，心境等において多様な意味に変容することが考えられる。平成 21 年度に実施された
PISA6）調査の結果において，「必要な情報を見つけ出し取り出すことは得意であるものの，
情報相互の関係性を理解して解釈したり，自らの知識や経験と結び付けたりすることが苦
手であることが指摘された。」7)と報告している。自らの経験とその経験によって発生した
あらゆる関係，さらには，その点に対し別な角度から解釈すること，または，俯瞰して思
考するなどが苦手である，と捉えることができる。つまり，イメージ能力や想像力に関係
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していると読み取れる。このことは，美術を通し二重三重に思考し，広がる世界に反応す
ること，または，自ら広げる力を構築することが何よりも重要であることを意味する。ま
た，丸山は次のようにも述べている。「言語に対する水平的なアプローチにとどまらず，こ
れを意識の深層にまで掘り下げていく垂直的なアプローチをとることが必要となろう。」8)	 
学校教育における言語活動には，表層的なアプローチだけではなく，人間形成において
重要とされる意識の深層部分への関わりを注視する必要がある。そこで，「心」の視点に立
ち，「質感＜クオリア＞」に着目した。茂木健一郎は，質感＜クオリア＞について，ストー
ン・ヘンジへ訪れた際の様子から次のような言葉で説明している。「私は，草の緑と，その
わさわさした模様を感覚する。私は，冷たい，それでいて心の奥をさわやかにする風を感
覚する。私は，古代の遺跡の，年月を経た岩の，ごつごつでかつ滑らかな味わいのある表
面の様子を感覚する。」9)とし，ストーン・ヘンジの前に立っているという認識を構成する
とともに，自身が質感の集合体であると言っている。その他，薔薇の「赤」の感じや，洗
いたての猫の毛に触れたときの「ふわふわ」した感じ，などを挙げている。そして，次の
ようにも言っている。「たった一つの質感でさえ 100％的確に表現できるような言葉はな
い。」10)つまり，感じた本人にも，その質感にイコールになる言葉など存在しないことにな
る。しかし，ひとは，その質感にあった言葉を探そうともする。このとき，言語の関係か
ら覗くと，丸山の「ラング化される前のランガージュは象徴作用が生ずる現場の形とリズ
ムをも示しているのであり，そこで絶えずゆれ動く差異は決して既成の観念や事物の代
行・再現物ではない。」11)という内容につながりを覚える。	 
学校教育に置き換えて考えると，質感の感受を得た児童生徒は，その質感の言語化をき
っかけに，深層意識において差異化が行われ，今までの経験によって得た内容と関係が築
かれ新たな意識が表出することにつながると考えられる。これまでの経験がその意識を支
えていることを考えると，学校教育において，より多くの質感を感受し，豊かな「感じる
力」を構築することが，人間形成にとって重要な鍵となるのではないだろうか。	 
	 本研究では，「感じ」を表す質感の中から感覚的言語とされる擬態語に焦点を絞ることと
する。前述の茂木がストーン・ヘンジを訪れた際の言葉の中には，質感を表す言葉として，
「草の緑」「わさわさ」「冷たい」「さわやか」「ごつごつ」などが上げられる。その中で，
擬態語は，「わさわさ」と「ごつごつ」となる。擬態語は，質感を表す言葉の中でも特に，
感覚的に認識が可能な言葉と言える。「わさわさ」という言葉からは，前後の文章から，草
が揺れる感じや触れた時の感じが想像できる。そして，「ごつごつ」という言葉からは，岩
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肌の質感を感じとることができる。つまり，何かに触れた時や見た時の感覚を想起させる
特徴を持った言葉と言える。感覚的言語である擬態語は，年齢を問わず認識が可能であり，
視覚，触覚を介して言葉を認識することができることから，質感と言葉とを感覚的につな
ぐ役割として有効であると想定する。そこで，本研究では，質感を表す言語として，擬態
語を利用する。	 
	 さらに，授業実践として質感の感受をより体感できる環境を整え，短時間により多くの
情報を感受し，比較が可能な表現媒体としてデジタルカメラの利用に着目する。デジタル
カメラを手にし撮影行為に至ることは，様々な場所に移動し直接ものに触れることや見る
ことが行われる。擬態語を基準に質感の感受が行われることは，直接ものに触れ観察する
ことにより，言葉と質感との関係においてその差異を認識することとなる。さらに，デジ
タルカメラの機器の特徴であるモニターが，撮影後，瞬時に撮影した画像を確認し比較す
るといった一連の流れを可能にする。そのことにより，擬態語との照らし合わせは，その
瞬間に行うことが可能となる。短時間のうちに多くの体験が可能であるデジタルカメラは，
その手軽さと，日常生活で身近に存在する道具であることを含め，児童生徒にとって，利
用価値があると想定し本研究における表現媒体とした。	 
	 
2．本研究の目的	 
本研究は，学校の美術教育において言語活動（擬態語）を介して得られる質感の教育方
法について，デジタルカメラによる表現の教材開発を通して提案することを目的とする。	 
表現媒体としてデジタルカメラを用い，擬態語を利用した言語活動を介して得られる質
感の感受の育成を目標とする本研究は，表層的な表現ではなく，児童生徒自身が自ら持つ
＜力＞との関わり合いによって作品制作の本質を見つめることの可能性を拓き，美術教育
における新たな方向性を示すものである。	 
	 
第 2 節	 先行研究の概要	 
	 
本研究は，学校の美術教育において言語活動（擬態語）を介して得られる質感の教育方
法について，デジタルカメラによる表現の教材開発を通して提案することを目的とする。	 
そこで，学校の美術教育と言語活動との関連を実践的に研究した先行研究，また，質感
に関する実践的研究を示し，本研究の独自性を明確にする。	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1)	 有田洋子「表現主題の言語化をさせる美術指導」12)この研究は，生徒の作品制作時にお
いて，表現主題を明確に認識させる方法として，主題の言語化を提案している。その教育
的効果として，①表現主題の明確化，②明確化による安定，③指導の的確さ，の三点をあ
げている。有田は，表現主題を言語化させ，明確に認識させることで，美術表現の授業は
より方法論的に遂行できるとし，高等学校美術の実践場面から検証を行い，実証している。	 
2)	 福田隆眞・山田晃子「視覚言語の理解のための教材研究―写真による教材の例」13)この
研究は，造形要素と擬態語・擬音語が表す視覚言語との対応関係について写真を用いて表
し，教材研究の一部としている。そのなかで，言語の関わりがイメージの広がりを生むこ
とについて述べている。	 
3)	 井ノ口和子「『作品を見る』ことへのアプローチ：美術館と連携した実践を通して」14)
この研究は，美術館における鑑賞教育について二つの実践から分析している。子どもが「作
品を見る」という行為は，単なる視覚的な「見る」ではなく，「発信する」「伝える」「聞く」
という言語活動であるとし，これが「想像する」「共有する」などの行為と密接なつながり
をつくり，言語活動が鑑賞活動を深めるために有効だとしている。	 
4)	 齊藤百合子「音楽的経験における意味生成を原理とした小学校音楽科授業構成の研究」
15）この研究は，デューイの経験論を基に音楽的経験における意味生成の理論的枠組みを導
出している。その視点から小学校音楽科において実践的検証を行い，音楽的経験における
意味生成を原理とした小学校音楽科の授業構成理論の提案を行っている。この中では，子
どもたちの「質の認識」の育成に寄与する授業構成理論が提案されている。	 
以上の美術教育と言語活動との関連を論究した先行研究，また，質感に関する実践的研
究と本研究との違いは，次の通りである。1)	 は，実践場面を中心に言語活動が作品制作を
支え，言語の広がりが表現に広がりを与えることを明らかにしたものである。2)	 は，擬態
語等の言葉から受ける印象とそれに対応する写真との関連性を造形要素と造形の原理とと
もに結び付け，視覚言語の指標となる参考作品を示した教材研究である。3)	 は，鑑賞教育
において，言語活動が鑑賞活動を深めるための有効的な手段であることを明らかにしたも
のである。4）は，デューイの経験論を基とした質の認識について触れ，小学校音楽科を対
象とした実践分析である。	 
本研究は，学校の美術教育において言語活動（擬態語）を介して得られる質感の教育方
法について，デジタルカメラによる表現の教材開発を通して提案することを目的とする。	 
表現媒体としてデジタルカメラを用い，擬態語を利用した言語活動を介して得られる質
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感の感受の育成を目標とする本研究は，表層的な表現ではなく，児童生徒自身が自ら持つ
＜力＞との関わり合いによって作品制作の本質を見つめることの可能性を拓き，美術教育
における新たな方向性を示すものである。ここに，本研究の独自性がある。	 
	 
第 3 節	 本論文の研究方法および論文の構成	 
	 
1．本論文の研究方法	 
本研究は，図 1 に示すように，第 1 部の基礎理論の研究と第 2 部の実践的検証から構成
される。	 
第 1 部の基礎理論の研究は，「言語活動」「質感」「デジタルカメラ」の 3 つの観点から論
究する。	 
第 1 章は，美術科における言語活動の本質について，丸山圭三郎，ソシュール等の文献
により理論研究を行う。この章では，美術教育全体で求められている言語活動について，
美術教育における言語とは何か，丸山の言う「言葉に対する水平的なアプローチ」と「意
識の深層まで掘り下げていく垂直的なアプローチ」をキーワードに論究する。そして，美
術教育における言語利用に関する先行研究を要約する。	 
第 2 章は，言語を介して経験する「質感」についてまとめる。ジョン・デューイの『経
験としての芸術』と茂木健一郎の『脳とクオリア』により「質感」についての理論をまと
める。その上で，第 1 章で得た言語の内容と「質感」の理論とを対応させ，美術教育にお
いて「質感」を感受させる方法について言語との関連で論じる。そして，苧阪直行の『感
性のことばを研究する』より擬態語の持つ言語としての性質について論究する。	 
第 3 章は，学校教育における「写真＜デジタルカメラ＞」の扱いについて，教科書と学
習指導要領によって，歴史的変遷をまとめる。さらに，芸術表現における写真の価値を明
確にし，美術教育における写真の教材としての必要性を示す。	 
第 2 部の実践的検証では，次のように第 1 部の基礎理論から示唆された実践検証のため
の理論に基づき，小学校と中学校における実践授業の検証の計画と実践結果をまとめる。	 
第 1 章では，第 1 部の基礎理論から示唆された実践検証のための理論を整理する。	 
第 2 章では，小学校におけるデジタルカメラによる表現活動として，言語活動を介して
得られる質感の感受に関する授業実践と分析によって，デジタルカメラによる表現を教材
とした言語活動と「質感」の感受との関連について考察する。	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第 3 章では，中学校におけるデジタルカメラによる表現活動として，言語活動を介して
得られる質感の感受に関する二つの授業実践と分析によって，デジタルカメラによる表現
を教材とした言語活動と「質感」の感受との関連について考察する。	 
終章では，本研究のまとめとして，デジタルカメラを用いた教材による美術教育におい
て，言語活動を通して得られる質感の教育方法について提案する	 
	 
	 
第１部	 基礎理論研究	 
第１章	 美術科教育における言語活動のための基礎理論	 
第２章	 美術科教育における「質感」に関する基礎理論	 
第３章	 美術科教育における写真活用の意味	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓	 
美術科教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論	 
	 
基礎理論により実践検証のための理論
を導出する。	 
第 2 部	 実践的検証	 
第１章	 言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築	 
第２章	 小学校における授業実践とその分析	 
第３章	 中学校における授業実践とその分析	 
	 終章	 	 研究の成果と課題	 	 
	 
	 
デジタルカメラを用いた教材による美術教育において言語活動を介して得られる質感の教
育方法について提案し，今後の課題を述べる。	 
	 
図 1	 本論文の構成	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2．論文の構成	 
もくじ	 
序章	 本研究の目的と方法および論文の構成	 	 
第 1 節	 研究の背景と目的	 	 
第 2 節	 先行研究の概要	 	 
第 3 節	 本論文の研究方法および論文の構成	 	 
第 4 節	 各章の概要	 	 
第 5 節	 用語の定義	 	 
	 
第 1 部	 美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論	 	 
第 1 章	 美術科教育における言語活動のための基礎理論	 	 
第 1 節	 学習指導要領の示す言語活動について	 
第 2 節	 ソシュール，丸山圭三郎の理論から捉える言語の構造	 	 
1	 美術科教育におけるラングとランガージュの関係	 	 
2	 美術科教育における表層意識と深層意識との関係	 	 
	 	 第 3 節	 美術科教育における言語活動の特質	 	 
1	 先行研究から見る美術科教育における言語活動の課題	 	 
2	 美術科教育における感覚器官と言語との関連	 
3	 擬態語を利用することの教育的効果	 
第 2 章	 美術科教育における「質感」に関する基礎理論	 
第 1 節	 ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」に関する理論	 
1	 ジョン・デューイの「感覚的性質」についての理論	 
2	 茂木健一郎の「質感」についての理論	 
	 	 第 2 節	 美術科教育において「質感」を感受させる方法	 
	 	 	 	 1	 深層意識と言語	 
	 	 	 	 2	 擬態語と「質感」との関係性	 	 
	 	 	 3	 擬態語を介した質感の感受と価値創造に関する理論	 
	 	 	 4	 言葉の生成と体験との関係性についての構造	 	 
第 3 章	 美術科教育における写真活用の意味	 
	 	 第 1 節	 美術科教育における写真利用の変遷	 
 8 
	 	 	 	 1	 美術科教材と映像メディアの関係を論じた先行研究	 
	 	 	 	 2	 戦後中学校学習指導要領美術科にみる「写真」の扱い方の特徴	 
	 	 	 	 3	 中学校美術教科書における教材としての「写真」の扱い方の特徴	 
	 	 第 2 節	 美術科教育における写真の位置づけ	 
1	 芸術表現としての写真の発展	 
	 	 	 	 2	 美術科教育における写真＜デジタルカメラ＞活用の意味	 
	 	 	 	 3	 映像メディアにおける写真について	 
第 1 部のまとめ	 
	 
第 2 部	 美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証	 
	 第 1 章	 言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築	 
	 	 第 1 節	 基礎理論より活動への展開	 
	 	 第 2 節	 活動の概観	 
第 2 章	 小学校における授業実践とその分析	 
	 	 第 1 節	 デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践 1（授業観察）	 
	 	 第 2 節	 デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践 2	 
	 	 第 3 節	 デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践 3	 
	 第 3 章	 中学校における授業実践とその分析	 
第 1 節	 デジタルカメラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業実
践 1	 
第 2 節	 デジタルカメラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業実
践 2	 
第 2 部のまとめ	 
	 
終章	 	 
第 1 節	 研究の成果	 
第 2 節	 本研究によって導きだされた教材	 
第 3 節	 これからの学校教育における本研究の意義	 
第 4 節	 今後の課題 
文献目録	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第 4 節	 各章の概要	 
	 
	 第 1 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論となる。	 
	 第 1 章では，美術教育における「言語活動」のための基礎理論を示した。第 1 節では，
学習指導要領より言語活動が求められる経緯と，図画工作・美術における言語活動の目的
を示した。第 2 節では，ソシュールと丸山の理論から言語構造を基に，美術教育における
ラングとランガージュとの関係，また，美術教育における表層意識と深層意識について触
れ論究した。言語の認識を一義的な捉え方ではなく，深層の意識を含み解釈することで，
美術教育における言語活動の目的を示した。	 
第 3 節では，美術教育における言語活動の特質について論じた。言語活動について論じ
た先行研究を分析し，美術教育における言語活動に対する認識を確認する。さらに，感覚
器官と言語との関係を美術教育の視点で読み解き，体験的に言葉を捉えるために「擬態語」
を活用することの可能性を論じた。	 
	 第 2 章では，美術科教育における「質」に関する基礎理論を示した。第 1 節では，デュ
ーイと茂木の「質」に関する理論を整理し，本研究の主題となる「質感」に関する基礎理
論を導出した。デューイは哲学の立場から，茂木は理論神経科学の立場から，自然の中の
性質でも数量等として捉えることのできない色や音等を第 2 性質と捉え「感覚的性質」ま
たは，「質感」と特定していることを導出した。	 
	 第 2 節では，美術教育において「質感」を感受させる方法を提示した。美術教育におい
て意識的に質感を表す擬態語を媒介させることで，質感の取捨選択が行われ，そこに発生
する深層意識は言語とつながりを築き作品制作に反映されることを論じた。環境によって
築く深層意識が，蓄積されることで表現と結びつくことを，イヌイットの人々と画家のパ
ウル・クレーの事例によって示した。そして，意識の表出や変化が美術表現として明確と
なり，言葉の意味がつくりかえられることを論究し，人間にとって普遍的なことに触れ，
原始より持つ力にアプローチすることで，美術教育における「擬態語」と「質感」との教
育的意義を提示した。	 
第 3 章では，美術教育における写真活用の意味を論じた。第 1 節では，美術教育におけ
る写真利用の変遷を先行研究から捉え，続いて，戦後中学校学習指導要領より「写真」の
扱い方と特徴を論じ，中学校美術教科書により，教材としての「写真」の扱い方の特徴を
論じた。この 3 点の項目より総合し，これまでの美術教育における写真活用では，言語を
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介した質感の感受が写真作品と結びつき，深層意識にアプローチするなどの，児童生徒の
内的世界に関わるという視点は構築されていなかった，と論じた。このことは，本研究の
独自性として着目した点である。	 
第 2 節では，美術科教育における写真の位置づけを論じた。まず，美術の動向から全体
を俯瞰し写真の存在について述べた。続いて，美術科教育における写真＜デジタルカメラ
＞活用の意味とし，デジタルカメラを利用した撮影行為において発生する身体的特徴につ
いて論じた。このことで，撮影行為そのものに美術教育における教育的価値が見出された。
さらに，美術作品の本質が危ぶまれる現代のデジタル化された情報化社会を概観し，美術
教育への影響や映像メディアの概念の変化を示した。しかし，本研究のテーマとなる「質
感の感受」は，大きく変化する時代の流れのなかにおいて，変わらぬ存在として位置し，
継続する感覚として必要不可欠であることを論じた。	 
以上の第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論の研
究から，論文の主題に関して，次の 3 点が導出された。①美術教育と言語との関連につい
ては，美術教育において言語としての擬態語を介在させることは，個人の深層意識や感覚
とのつながりをつくることを可能にする。②美術教育と質感との関係においては，擬態語
を介在させることで質感の取捨選択による感受が可能となる。③美術教育における写真と
いう表現媒体を活用することの意味については，言語を介することで質感の感受を獲得さ
せることにおいて有効である。	 
第 2 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証である。	 
第 1 章では，第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理
論の研究成果から，言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築を行った。その具
体として，第 1 節では，基礎理論より活動への展開を示した。基礎理論では，言語＜擬態
語＞が質感とつながることにより，個々人の深層意識に触れ，作品に質を生むことを論じ
た。さらに，この流れに適した表現媒体としてデジタルカメラの使用を示した。そこで，
この基礎理論を基に授業実践の方法を構築した。第 2 節では，授業実践としての活動の概
観を示した。言語活動（擬態語）を介して得られる深層意識，質感は，他者とのイメージ
の共有によって，その違いを認識する。意見交換が個々人の内的世界を表出し，デジタル
カメラはその意識を定着させる役割を担っていたことを示した。	 
第 2 章では，小学校における授業実践の内容とその分析を示した。第 1 節では，デジタ
ルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の 1 つ目とし，小学校第 2 学年の授
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業観察より分析を行った。生徒は空想の生き物が，目の前に現れた時の反応を身体表現し，
そのポーズを教諭が写真撮影する。その写真の人物の部分を切り抜きコラージュし，その
周囲に絵画表現を行うといった授業内容である。分析内容は，図画工作の授業において，
言語を介したやり取りによって日常生活における意識が抽出した場面を基に，授業内にお
ける言語の活用を示した。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析である。分析
の結果，言語は，日常生活と芸術とをつなぐ役割を担い，言葉やイメージの獲得を発生さ
せ，その経験は美術表現を介して個々人の深層意識に触れ，作品が形づくられることを示
した。このことにより，美術作品による質的世界が生成されたことが示された。	 
第2節では，デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の2つ目とし，
小学校第 1 学年を対象にデジタルカメラを利用し，擬態語で捉えた表情を様々な質感で表
現させることで，質感という新しい感覚を意識させることができるか，実践分析を行った。
分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析と学習ノートである。分析の結果，小学
校第 1 学年という年齢でありながらも，言語＜擬態語＞から新たな感覚を意識させ，質感
の感受が行われていた。さらに，デジタルカメラは，感受した質感を具体化し美術表現と
して提示し，作品として成立させていたことが示された。	 
第 3 節では，小学校第 5 学年を対象に第 2 節と同様の授業実践を行った。児童が擬態語
を介し，環境と状況から過去の経験に触れ意識に働きかける場面の実践分析を行った。分
析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析と学習ノートである。分析結果からは，日
常生活で得た経験が，擬態語との出会いによって想起され，質感の感受を発生させること
が明確となった。さらに，グループでの意見交換によって他者との感覚の差異を感じるこ
とで，新たな質感の感受に至っていた。	 
第 3 章では，中学校における授業実践とその分析を行った。第 1 節では，デジタルカメ
ラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業実践の 1 つ目として，中学校
美術科の制作過程における生徒の「体験」に注目し，言葉と感覚的な経験との結びつきが
作品に与える役割について明らかにした。言語利用として擬態語を用い，言葉とイメージ
との結びつきについて分析を行った。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析と
学習ノートである。分析の結果，言葉の与える広がりは，現実のものと合わさり，質感を
より実感しながらその感覚を獲得することに至っていた。さらに，美術的手法（デジタル
カメラ，切り貼り）を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始まりから終
わりまで軸となった言葉＜擬態語＞は，表現するための指標となり作品制作における一要
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素となり明確な目的を築き，感覚的に対象を捉え思考し，比較検討が行われたことが示さ
れた。	 
第 2 節では，デジタルカメラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業
実践の 2 つ目として，中学校美術科教育における言語活動について，授業実践を通して美
術表現における言語の役割を分析し，美術経験と言語との関連性を明らかにすることによ
って，美術科における言語活動のビジョンを提示した。分析の結果，擬態語が起点となり
深層意識に触れ，多様な視点，価値観を獲得し作品や思考に反映されていたことを示した。
経験を通して得られる質感は，言語との結びつきによって具体的な認識となり，そこで得
た感覚はデジタルカメラによって美術的表現へと生成されたことが示された。	 
以上の第 2 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証で
導出した内容として，小学校における実践では，①美術教育と言語との関連については，
美術教育において，言語としての擬態語を介在させることで，個人の深層意識や感覚との
つながりをつくることが示された。すなわち，言葉の存在が，個々人の生活と美術とをつ
なぐ役割を担い，抽象的で不明瞭な個々人の感覚を具体的にし，他者と比較可能なものと
した。擬態語については，小学校において，だれしもが理解可能であることが確認できた。
さらに，唯一無二の感覚である質感は擬態語によって具体化され，共通認識のもと他者と
の感覚における比較，共有を可能にした。②美術教育と質感との関係においては，擬態語
を介在させることで質感の取捨選択による感受が可能となることが示された。このことで，
撮影対象に明確な意図を持って関わることが可能となり，写真を撮影することの目的が具
体化された。③美術教育における写真という表現媒体を活用することの意味については，
言語を介することで質感の感受を獲得させることにおいて有効であるということが示され
た。本実践においては，写真＜デジタルカメラ＞の持つ特性である即時性が，有効的であ
ることが示された。また，写真によって質感と言語＜擬態語＞との具体的なつながりを築
き，質感の認識，また共有が可能であることが示された。	 
中学校における実践の一つ目では，言葉から発生するイメージとそのイメージに合う質
感を感受し探究することで，作品に質が発生する場面の考察を行った。言葉の与える広が
りは，現実のものと合わさり，質感をより実感しながらその感覚を獲得することに至って
いる。さらに，美術的手法を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始まり
から終わりまで軸となった言葉は，表現するための指標となり作品制作における一要素と
なっていたと捉えることができる。言葉が設けられていることで明確な目的のもと，感覚
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的に対象を捉え思考し比較検討が行われていた。美術教育において表現媒体との出会いは，
価値の発見，感覚的な経験などが上げられる。本実践では，デジタルカメラを媒介するこ
とで得られる視点が，体験をより具体的なものとし成立させていた。	 	 
中学校における実践の二つ目では，中学校美術科教育における言語活動について，授業
実践を通して美術表現における言語の役割を分析し，美術における経験と言語との関係性
を明らかにすることによって，美術科における言語活動のビジョンを提示した。美術科教
育における言語活動の役割は，次の 4 点に整理された。①言語活動としての擬態語は，我々
の深層意識にアプローチし不明瞭な事物を美術作品として生成させることを可能にした。
②擬態語は，対象から得る感覚の言葉への置き換えを可能にし，具体性を持って認識する
ことを可能にした。③擬態語は，グループ活動において，他者との共有を容易にし，会話
を発生させた。④美術表現の工程において言語が一貫性を持ち存在することで，生徒にと
って表現の目的が明確となった。	 
	 終章では，第 1 節で本研究の目的と本論文で論究した第 1 部と第 2 部の各章の概要を述
べた。そして，第 2 節では、本研究によって導きだされた教材について述べた。第 3 節で
は、これからの学校教育における本研究の意義を述べ、第 4 節で今後の課題を述べた。	 
	 
第 5 節	 用語の定義	 
	 
① 「擬態語」	 『広辞苑第六版』によれば，「事物の状態や身ぶりなどの感じをいかに
もそれらしく音声にたとえて表した語」と示している。苧阪（1999）は，「擬音語」に
ついて，「ものが壊れたり，擦れたり，ぶつかったりする場合に出る音響や，動物の鳴
き声をあらわした語で，動作や状態をあらわしている。」16）と定義づけている。例とし
て「茶碗がガチャンと割れる」「雨がシトシト降る」「犬がワンワン吠える」などを上
げている 17）。そして，「擬態語」については，「擬音語における音のかわりに事物のあ
りさま，現象，動きや状態を描写的に表現したものである。視覚や触覚さらには身体
のイメージと関わることも多い。擬態語は基本的に視覚的（または触覚的）なことば
であるといえよう。」18），と定義づけている。例として次の内容を示している。「キラ
キラ」であれば，連想されるのは「目，瞳，星」などであり，「ギラギラ」であれば「太
陽，欲望」などが思い浮かぶ 19）。	 
② 「質」（quality）と「質感」(qualia)	 	 ジョン・デューイや茂木健一郎が自然の
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性質でも第 2 性質と捉えている，バラの花の赤色などの色彩，ヴァイオリンの音色や
ピアノの音色，猫の毛のふわふわした感じなど対象の素材がもたらすものを「質」と
言い，それを我々の五感で感受されるものを「質感」と言う 20）。	 
③ 「体験」と「経験」	 「体験」と「経験」の違いについて，『広辞苑第六版』によれ
ば，「体験」とは，「自分が身をもって経験すること」としている。そして，「経験」と
は，「人間が外界との相互作用の過程を意識化し自分のものとすること」としている。
本論文では，「経験」を，過去の経験との継続，感情，想像等が外界とのつながり，内
界に不断に働きかけるなかで意識化したものであり，発展性を含むものとする。それ
に対し，「体験」は，発展的ではない一回的なものとし，その「体験」をもとにし，新
たな「経験」が築かれるものと定義する。	 
④ 「デジタルカメラ」	 フィルムカメラは，フィルムに対象を印画して撮影するのに対
し，デジタルカメラは，対象の情報を数量として電子化し撮影するものを言う。平成
25 年現在では，一般的に使用されているカメラは，デジタルカメラが多くを占めてい
る。特徴としては，液晶モニターが備わっていることで，撮影時，または撮影後に撮
影内容の確認が可能である。そのことにより，撮影内容の取捨選択が短時間の中で行
う事が可能となる。	 
⑤ 「美術教育」と「美術科教育」	 美術による教育を示す呼び名として，美術教育，
美術科教育以外にも，造形教育，芸術教育などいくつか存在しているが，明確な定義
は示されていない。そこで，本論文では，学校教育における美術の教育を「美術科教
育」とし，学校を含むすべての美術を学ぶ環境による教育を「美術教育」とする。	 
⑥ 「図画工作」と「美術科」と「美術」	 美術，造形に関する学校教育における科目
を，小学校課程では「図画工作」と示し，中学校課程では，「美術科」と示す。広域に
美術を捉える際には「美術」とし，中学校「美術科」と分けて示す。	 
⑦ 「意識」	 意識についてデイヴィッド・J・チャーマーズは，「意識ほどわれわれがじ
かに知っているものはないのに，それをわれわれが知っている他のあらゆるものと同
じように知るにはどうすればいいのかは，まるではっきりしない。」21）と述べ，次のよ
うに示している。「たぶん〈体験の主観的な質〉というのが一番似つかわし。われわれ
が知覚し，思考し，行動するときには，つねに因果関係と情報処理が渦を巻いて駆け
めっぐているが，そうしたプロセスは通常，その主体に知られずに進行するわけでは
ではない。そこには内的な側面もある。(中略)この内的な側面が意識体験である。」22）	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⑧ 「力」	 本論文では，「生徒の＜力＞」というように使用しているが，この「力」とは，
児童生徒がこれまでの体験によって得た経験，つまり，個の中に蓄積された意識体験
を基に，判断，思考，想像が発生することを指すものである。⑦で上げた「意識」と
いう語に近い意味で利用しているが，意識は，言葉の意味として定義付けがされてい
るとは言えない。	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第 1 部	 美術教育における言語活動を介して得られる質感に	 
関する基礎理論	 
	 
	 
第１章	 美術科教育における言語活動のための基礎理論	 
	 
	 
	 
第 1 章の目的は，美術教育における言語活動の役割について論究することにある。その
ために，第 1 節では，学習指導要領より言語活動が求められる経緯と，図画工作・美術に
おける言語活動の目的を示す。第 2 節では，ソシュールと丸山圭三郎の言語理論から言語
の構造を整理する。第 3 節では，美術教育における言語活動の特質について論究する。本
論文で用いる擬態語の持つ教育的効果について，丸山と茂木の事例を用いて論究し，さら
に，擬態語の持つ特性を金田一春彦より示し，心理学的観点を苧阪直行の考えを用い論究
する。	 
	 
第 1 節	 学習指導要領の示す言語活動について	 
	 
近年，学校教育において言語活動の充実が求められている。そこで，言語活動が学習指
導要領に示されるまで，中央教育審議会においてどのような検討と経緯がなされたのか。
文部科学省が作成した『言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等
の育成に向けて～』（平成 23 年 5 月）より，その経緯と目的を示す。	 
	 学習指導要領における言語活動の充実に関して，新しい学習指導要領の基本的な考え方
は以下の様に示されている。	 
	 
	 知識基盤社会の到来や，グローバル化の進展など急速に社会が変化する中，次代を
担う子どもたちには，幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて判断することや，他者と
切磋琢磨しつつ異なる文化や歴史に立脚する人々との共存を図ることなど，変化に対
応する能力や資質が一層求められている。一方，近年の国内外の学力調査の結果など
から，我が国の子どもたちには思考力・判断力・表現力等に課題がみられる。これら
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子どもたちをとりまく現状や課題等を踏まえ，平成17年4月から，中央教育審議会にお
いて教育課程の基準全体の見直しについて審議が行われた。1）	 
	 
	 この見直しの検討が進められる一方で，教育基本法，学校教育法が改正され，知・徳・
体のバランスを重視し，学校教育においてはこれらを調和的に育むことが必要である旨が
法律上規定された。さらに，学校教育法第30条の第2項において，生涯にわたり学習する基
盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題
を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習
に取り組む態度を養うことが規定された2）。 
	 ここで重要なことは，基礎的な知識及び技能は，思考力，判断力，表現力などの能力と
ともにあることで意味を成すということが上げられる。知識は，思考，判断，表現する力
を持って環境や状況に触れることが可能となる。主体的に学ぶ態度は，児童生徒自身が何
に興味，関心があり，どのような感覚を持っているのかを知ることによって，より強いも
のとなる。	 
さらに，これらを踏まえ，中央教育審議会は平成 20 年 1 月に「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」を答申した。この答申にお
いては，学習指導要領の改訂の基本的な考え方として，次の 7 点を示している 3）。	 
①	 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂	 
②	 「生きる力」という理念の共有	 
③	 基礎的・基本的な知識・技能の習得	 
④	 思考力・判断力・表現力等の育成	 
⑤	 確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保	 
⑥	 学習意欲の向上や学習習慣の確立	 
⑦	 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実	 
	 
	 上記の基本的な考え方を踏まえつつ，学習指導要領の改訂に当たって充実すべき重要事
項の一つとして言語活動の充実を挙げ，各教科等を貫く重要な改善の視点として示された。
平成 20 年 3 月に公示された「中学校学習指導要領」の総則には，言語活動の充実について，
以下のように記述されている。	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学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，生徒に生きる力をはぐくむ
ことを目指し，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本
的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な
思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくむとともに，主体的に学習に取り組む
態度を養い，個性を生かす教育の充実に努めなければならない。その際，生徒の発達
の段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，
生徒の学習習慣が確立するよう配慮しなければならない。4）	 
	 
	 同じく総則において，指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項については，以下の
ように示されている。	 
	 
各教科等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ点から，
基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対
する関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，
生徒の言語活動を充実すること。5）	 
	 
	 さらに，言語に関する能力を育成する中核として国語科を上げ，国語科以外の各教科等
においても，教科の特質に応じた言語活動の充実を図るよう示されている 6）。この経緯と
しては，平成17年2月15日の文部科学大臣による中央教育審議会への審議要請に始まり，
その際，「学習指導要領の見直しに当たっての検討課題」として示された 14	 項目の中に「国
語力の育成」があり，そこでは，「国語力」は「すべての教科の基本」と位置付けられてい
た。平成 19 年 8 月には，言語力育成協力者会議の「言語力の育成方策について（報告書案）」
が中央教育審議会に報告され，言語力は，知識と経験，論理的思考，感性・情緒等を基盤
として，自らの考えを深め，他者とコミュニケーションを行うために言語を運用するのに
必要な能力であり，言語力の育成を図るためには，学習指導要領の各教科等の見直しの検
討に際し，知的活動に関すること，感性・情緒等に関すること，他者とのコミュニケーシ
ョンに関することに，特に留意することなどと提言している 7）。このことは，感性・情緒
を言語活動を介し育む，または，感性や情緒を育むことが，言語活動の充実につながると
捉えることができる。つまり，美術教育の役割は，学校教育において大変重要なこととし
て示されていることになる。	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続いて，児童生徒の具体的な学力・学習状況について PISA 調査等の結果より次のように
示している。	 
	 
読解力については，必要な情報を見つけ出し取り出すこと（「情報へのアクセス・取り
出し」）は得意であるものの，情報相互の関係性を理解して解釈したり，自らの知識や
経験と結び付けたりすること（「統合・解釈」「熟考・評価」）が苦手であることが指摘
された。8）	 
	 
また，平成 22	 年度全国学力・学習状況調査の結果においても，資料や情報に基づいて
自分の考えや感想を明確に記述すること，日常的な事象について，筋道を立てて考え，数
学的に表現することなど，思考力・判断力・表現力等といった「活用」に関する記述式問
題を中心に課題が見られた 9），と示されている。	 
このように，学力に関する各種の調査の結果により，我が国の子どもたちの思考力・判
断力・表現力等には依然課題があるとし，課題発見・解決能力・論理的思考力，コミュニ
ケーション能力や多様な観点から考察する能力などの育成・習得が課題として上げられた
10）。	 
そして，中央教育審議会は平成 20 年「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善について」の答申において，思考力・判断力・表現力等を育
むための内容として，次の例を上げ，この活動を各教科において行うことが不可欠である
と示している 11）。	 
	 	 ①体験から感じ取ったことを表現する	 
(例)・日常生活や体験的な学習活動の中で感じ取ったことを言葉や歌，絵，身体
などを用いて表現する	 
②	 事実を正確に理解し伝達する	 
(例）・身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する	 
③概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする	 
(例）・需要，供給などの概念で価格の変動をとらえて生産活動や消費活動に生か
す	 
・衣食住や健康・安全に関する知識を活用して自分の生活を管理する	 
④情報を分析・評価し，論述する	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(例）・学習や生活上の課題について，事柄を比較する，分類する，関連付けるな
ど考えるための技法を活用し，課題を整理する	 
・文章や資料を読んだ上で，自分の知識や経験に照らし合わせて，自分なりの考
えをまとめて A4・1 枚(1000 字程度）といった所与の条件の中で表現する	 
・自然事象や社会的事象に関する様々な情報や意見をグラフや図表などから読み
取ったり，これらを用いて分かりやすく表現したりする	 
・自国や他国の歴史・文化・社会などについて調べ，分析したことを論述する	 
⑤課題について，構想を立て実践し，評価・改善する	 
(例）・理科の調査研究において，仮説を立てて，観察・実験を行い，その結果を
整理し，考察し，まとめ，表現したり改善したりする	 
・芸術表現やものづくり等において，構想を練り，創作活動を行い，その結果を
評価し，工夫・改善する	 
⑥互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる	 
(例）・予想や仮説の検証方法を考察する場面で，予想や仮説と検証方法を討論し
ながら考えを深め合う	 
・将来の予測に関する問題などにおいて，問答やディベートの形式を用いて議論
を深め，より高次の解決策に至る経験をさせる	 
	 
	 図画工作・美術において，上記の内容を含む教材を求めることは，美術の理解において
も重要なことと言える。特に，①と⑥は本研究において重要な課題となる。①に記述され
ている「体験から感じとったこと」については，経験の質に関わる重要な課題であり，本
研究の示す質感の感受と言語とのつながりを論じることの，理由の一つとして示すことが
できる。さらに，⑥に記述されている「考えの伝え合い」は，感じとった内容を他者と共
有する体験によって，個々人の得た感覚を言語化するきっかけとなる。抽象的な感覚は，
言語化され伝達することで，他者と自身との感じとった内容に差異を示し，具体性を持っ
て経験化される。美術という感じる体験が重要視される教科のなかで，抽象的な感覚を言
語化する経験は，「伝える」ことの基礎を築くこととなる。幼児期の言葉の覚え始めがそう
であるように，感じたことが言葉と結びつき意味を持つには，そのことが発生している環
境と状況が体験を生み，それが言葉に意味を与えると言える。つまり，そういった意味で
も，多くのことを体験的に学ぶ美術教育による言語活動は，学校教育において重要な役割
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を担っている，と言える。	 
そこで，図画工作・美術における言語活動について，言語活動の充実に関する指導事例
集よりその具体的事例を示し，本論文の意図する言語活動と合わせ，論究する。	 
	 	 	 
	 ＜図画工作＞	 
表現や鑑賞の活動において，形や色，材料の感じ，表し方の変化，表現の意図や特徴
などをとらえながら，感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりする
などの学習活動を充実する。	 
○	 表現や鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうように
するとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養うことが求
められる。	 
○	 表現においては，発想や構想の能力，創造的な技能を高めるために，材料や場所の
特徴，表したいことや用途などについて，考えたことを伝え合ったり，形や色，材料
の感じなどを生かして表現したりするなどの学習を一層重視することが考えられる。	 
○	 鑑賞においては，鑑賞の能力を高めるために，感じたことや思ったことを話したり，
友人と語り合ったりしながら，材料による感じの違い，表し方の変化などをとらえ，
身近にある作品や親しみのある作品などのよさや美しさなどを感じ取るような指導を
充実することが望ましい。	 
○	 指導計画の作成に当たっては，形や色，イメージなどの〔共通事項〕を視点に，	 
図画工作科で育てようとする資質や能力を具体的に育成するような言語活動の充実を
工夫することが重要である。12）	 
	 
＜美術＞	 
美術科においては，表現や鑑賞の能力を育成する観点から，形や色彩，材料の感情効
果やイメージなどをとらえながら，アイデアスケッチ等により発想や構想を練ったり，
作品などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして幅広く味わったりする
などの学習活動を充実する。	 
○	 表現においては，発想や構想の能力を高めるために，アイデアスケッチで構想を練
ったり，言葉で考えを整理したりするなどの学習を一層充実する。	 
○	 鑑賞においては，鑑賞の能力を高めるために，作品などに対する自分の価値意識を
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もって批評し合うなどして，造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と表現の工夫，
美と機能性の調和，生活における美術の働きなどを感じ取り，対象の見方や感じ方を
広げるなどの学習を一層充実する。	 
○	 指導計画の作成に当たっては，形や色彩，イメージなどの〔共通事項〕を視点に，
美術科で育てようとする資質や能力を具体的に育成するような言語活動の充実を工夫
することが重要である。13）	 
	 
	 以上の図画工作・美術における言語活動の充実に関する指導事例等によると，主に制作
過程，鑑賞時において自身の作品について，また他者の作品について批評し合うことで，
抽象的な事物を言語化し，明確な意見交換が可能となるよう言語活動が位置されているこ
とが読み取れる。このことで，美術表現において具体的な目標を持って制作に取り組め，
作品を鑑賞する際にも自身の言葉を持つことが，思考の広がりを生むとし，図画工作・美
術における言語の重要性が示されている。	 
そこで，本研究においては，言語を体験的に捉え，そこで発生する質感を獲得すること
が重要な学びになるとし，言語活動として「擬態語（オノマトペ）」を利用する。言語を体
験的に捉える活動を通して美術表現を行うことが，各々の経験に基づいた「感じる力」に
触れ，さらに形成が行われることを授業実践において示し，論究する。	 
感覚的言語としての擬態語は，言語としての認識と同時に五感による質感が発生する。
言葉として耳に入った瞬間に広がる質感は，個人のこれまでの経験より想像となり認識さ
れる。つまり，日常生活や日々経験している事物と言葉が，美術表現といかに密接な関係
を築いているかを，体験的に理解することが重要である。例えば，「ごつごつ」という擬態
語からは，ある程度限定されたイメージが発生し，それは，日本人であれば多くの人が，
「固そう」や「岩の様な」といった連想をするのではないだろうか。言語は恣意的である
が，身体感覚の伴う擬音語・擬態語には，言語を感覚的に感受し認識する構造が存在する。
このことは，作品を読み解くための言語に限らず，言語を体験的に感受することで得られ
る意識とのつながりに大きな意味が発生する。自身の経験に触れるための言葉として，言
語を位置付けることは，自身の経験に基づいた思考を示すことにつながり，言葉の意味が
構築される。	 
	 吉井宏は，「空間認識の方法と発達について―その（2）	 ―オノマトペの発生と構造―」
のなかで、造形教育における言語の存在について次のように指摘している。	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 造形教育は，その方法論として非言語的世界を主張するあまり，極めて言語そのも
のの表現性には，無関心であったと思われる。しかし言語の発生そのものが，そもそ
も感情の表出や，意思の伝達性を出発点としていたことは，非言語的世界に表現性や
伝達性においても同一の基盤を考える必要があろう。（14）	 
	 
	 さらに，言語表現と非言語表現の世界について，「全く別々のものではなく，一定の相関
が計られるように指導したいものである。」（15）と述べ，造形的感覚面におけるオノマトペ
的把握について，次の 2 つの特徴を示している。①「一般的概念語の獲得と共に，オノマ
トペの学習は，学習者の非言語的感性経験の上に立って，始めて言語的・記号的意味を結
実させる学習の基本構造を有している」	 ②「音韻の変化によるさまざまな微妙なニュア
ンスの違いを体感を通して学習し，先行経験と共に個性化し，造形的経験と共通の認識を
空間的に学習してゆく」この特徴により，「単なる材料との技術的出会いのみではなく，学
習の進化と共に，やがては言語的概念として体制化され内面化してゆく」とし，造形的感
覚面におけるオノマトペ的把握の重要性について，提示している 16）。	 
	 
第 2 節	 ソシュール，丸山圭三郎の理論から捉える言語の構造	 
	 
J.カラーは『ソシュール』（川本茂雄訳，岩波書店）の冒頭で「フェルディナン・ド・ソ
シュールは近代言語学の父である。言語一般と諸言語とについての体系的な研究を組織し
て，二十世紀の言語学の功績を可能にした人物である」17)と述べている。ロマーン・ヤー
コブソン，クロード・レヴィ＝ストロース，モーリス・メルロー＝ポンティ，ロラン・バ
ルト，ジャック・ラカンなどの 20 世紀の代表的な思想家に多大な影響を与えたことは，周
知のとおりである。しかし，よく知られているように，ソシュールは言語学に関する著書
をほとんど執筆していない。西川長夫は『フェルディナン・ド・ソシュール	 一般言語学
講義	 第三回講義	 コンスタンタンによる講義記録』の中に掲載されている論考「甦るソ
シュール」の中で「偉大な学者や思想家と呼ばれる人たちの多くは，劇的な生涯の物語と
圧倒的な量の著作によって知られているのであるが，ソシュールの静かな生涯は，可能な
限り自己の痕跡を残さない配慮によって際立っている。ソシュールは若い頃に数編の学術
論文を残した他は，大きな著作を残さず，残された著作の少なさと残された影響力の大き
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さは奇妙なコントラストをなしている」18)と述べている。そして，「主著とされている『一
般言語学講義』は，周知のように，講義に出席した数人の学生のノートから再構成された
ものであり，私たちは受講生の記録を通してしかソシュールの言葉を知ることができない。
それは使途たちの残した言葉を通してしかキリストの言葉をしることができない福音書の
存在を連想させるだろう」19)と西川は語っている。	 
ソシュールは 1891 年から 1912 年までジュネーブ大学文学・社会科学学部で歴史言語学
の非専任教授（professeur	 extraordinaire）として主にサンスクリットと印欧諸語の講義
を担当する 20)。ソシュールは，晩年，「一般言語学」の講義を三回行っている。丸山圭三
郎は，第一回講義，第二回講義，第三回講義の特徴を以下のように述べる。	 
	 
第一回講義は，一九〇七年一月一六日から同年七月三日の約六ヶ月にも満たぬ比較
的短い期間にわたって行われた。この講義の方法は，従来の言語学でなされているこ
との誤りを外から順に指摘していくことによって，言語学の正しいあり方を浮かび上
がらせようという実際的な（分析的）なものであり，第二回講義のように理論モデル
から出発してそれを操作することによって言語の本質を探る理論的（総合的）な方法
とは対照をなしているが，これはソシュールが意識的に選んだ態度である。大別する
と「音声学の原理」を含む序論と進化言語学を扱う「第一部」の二つからなり，当然
考えられる「第二部」の静態言語学は語られていない。（中略）	 
第二回講義は，一九〇八年十一月の第一週から，一九〇九年六月二十四日にわたっ
て行われた。その構成は，全体の約四分の一にあたる「序説」と「インド＝ヨーロッ
パ言語学の概要」の二部であるが，ソシュールリードランジュとの対談で述べている
ところによると，後者もまた一種の序説の役割を担っていて，「言語学の哲学的講義の
ための準備」であるという。また，同じ対談中にソシュールは「序説」が「ただの雑
談に過ぎない」と言っているが，実はそこには一八九四年頃から一五年にわたって練
り上げた一般言語学理論が凝縮された形で提起されていると言ってよい。21)	 
	 
そして，第三回講義の特徴について以下のように述べている。	 
	 
この一般言語学の最終講義は，一九一〇年十月二十八日から一九一一年七月四日に
わたって行われた。この講義は前回の第二回講義といくつかの共通点を持ち，その点
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で第一回講義とは対照をなしていると言えよう。すなわち，①同一の出発点。言語学
の真の対象を決定する困難さと，その原因となっているランガージュのもつ二重の性
格，②ラングとランガージュ能力を区別する必要性，③ラングの社会的性格の重視，
④ラングとパロールの定義，⑤言語記号の記号学的性質をめぐる考察（恣意性，線状
性，形相性，価値，単位，連辞，連合関係，差異）がそれであり，特に⑤から導き出
される帰結として，≪意味≫と≪価値≫の相違や，≪ゼロ記号≫の概念などは，二つ
の講義に共通して語られている。第一回講義におけるラングは，むしろ社会制度とい
うアスペクトからとらえられたのに対し，第二・三回講義においては，それが記号学
的価値体系というアスペクトから照射されていると言えるかもしれない。22)	 
	 
ソシュールの没後，1916 年にバイイ（Ch.Bally）とセシュエ（Alb.Sechehaye）が受講
生のノートを基に編集した書物『一般言語学講義』が出版される。西川は「だが，バイイ
とセシュエの手になるこの書物は，彼ら自身の観点からの再構成であって，講義の正確な
復元とは言いがたい。丸山圭三郎が精密に，だが怒りをこめて厳しく追究しているように，
三つの講義はズタズタに切り裂かれ，ソシュールの論理とは別の論理によって多くの部分
に分断＝接合された一種のパッチワークのようなものになってしまっている」23)と述べて
いる。丸山は『一般言語学講義』の構成（章や節）が「一般言語学」の三回の講義のどの
部分でつくられているのかを明らかにしている。	 
例えば，「序説」を以下のように分析している。24)	 
	 
	 	 序説	 
第一章	 言語学史所見←Ⅲ，Ⅱ	 
第二章	 言語学の素材と課題，その関連諸科学との関係←Ⅲ	 
第三章	 言語学の対象←Ⅲ，Ⅱ，手稿 9，手稿 21，Ⅲ，Ⅰ，Ⅲ，Ⅱ	 
第四章	 ラングの言語学とパロールの言語学←Ⅲ，Ⅱ，Ⅲ	 
第五章	 言語学の内的要素と外的要素←Ⅱ，Ⅲ，手稿 10	 
第六章	 文字法による言語の表記←Ⅲ，Ⅲ，Ⅰ，Ⅲ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅲ，Ⅰ	 
第七章	 音声学←Ⅱ，Ⅲ，Ⅰ，手稿 5，Ⅲ，Ⅲ	 
付録	 音声学の原理	 
第一章	 音種←Ⅰ，Ⅲ，Ⅲ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅲ	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第二章	 音連鎖内の音素←音声学講義速記録，一八九七年（再出より音と略記），
Ⅰ，Ⅲ，抜粋（セシュエがソシュール手稿からコピーしたもので，その 1
から 7 までは音声学が主題），音，音，音，音，Ⅰ，音，Ⅰ	 
	 
以下，丸山は，第一部から第五部までの各章がどの講義から構成されているかを詳細に
分析している。	 
しかし，ソシュールの研究者である町田健は，最近発見された遺稿集と見比べることに
よって，『一般言語学講義』に書かれている内容は，「全体としてはソシュールが実際に考
えていた内容をかなり正確に反映しているのではないかと思える」と述べている。また町
田は，『一般言語学講義』はバイイとセシュエが編纂しなおしたものであることによって，
書かれた内容が，必ずしもソシュールの考えを正しくは反映したものではなかったという
批判もあるが，実際にはそうではなく，「『講義』の文章は非常に明晰で，どこを読んでも
コトバの本質に関わると思われる事項が生き生きと伝わってくる感じ」25）がすると述べて
いる。	 
以上のように，ソシュールが一般言語学に関する著書や学術論文を残していないために，
ソシュール理論の解明は，ソシュールがジュネーブ大学で行った講義を受講した複数の学
生のノートや断片的なソシュールの手稿が資料となる。当然のこととして，学生のノート
は学生によって内容が多少異なり，また曖昧な記述も見られることになる。しかし，丸山
が「質量とも信頼がおける」と語っているコンスタンタンの講義記録（『一般言語学第三回
講義録』）を見るかぎりは，バイイとセシュエが編纂した『一般言語学講義』とノートの理
論の特質に関する記述内容には大きな違いがないように思われる。とは言え，丸山が指摘
しているように『一般言語学講義』が独自の構成がなされていることも事実であり，従っ
て，本論では，『一般言語学講義』と丸山圭三郎の著作等を基に，言葉の特質について考察
すこととする。	 
丸山は著書『ソシュールの思想』の中で，ソシュールの一般言語学の理論とその基本概
念について，「言語能力と社会制度」，「体系の概念」，「記号理論」の 3 つに大別して説明し
ている。具体的にはそれぞれの節の中で次のような項目を取り上げている。「言語能力と社
会制度」ではランガージュとラング，ラングとパロールを，「体系の概念」では価値体系と
してラング，連辞関係と連合関係，共時態と通時態を，「記号理論」では言語名称目録観の
否定，シニフィアンとシニフィエ，形相と実質，言語記号の恣意性，記号学と神話・アナ
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グラム研究を説明している 26)。いずれもソシュール言語論の骨格となる理論・概念である。
丸山は「ソシュールはまず人間のもつ普遍的な言語能力・抽象能力・カテゴリー化の能力
およびその諸活動をランガージュ langage とよび，個別言語共同体で用いられている多種
多様な国語体をラング langue とよんで，この二つを峻別した」27)と述べる。ランガージュ
は「ヒトのコトバ」もしくは「言語能力」と訳せる述語で，これこそ人間文化の根底に見
いだされる，生得的な普遍的潜在能力である，という 28)。	 
ランガージュが以上のようなものであるに対して，「ラングは一応『言語』という訳があ
てられる概念で，ランガージュがそれぞれの個別の社会において顕現されたものであり，
その社会固有の独特な構造をもった制度である」29)と丸山は述べている。また，町田は「コ
トバの働きの本質が，話し手から聞き手へと同じ意味が伝達されることにあるとすれば，
同じ意味の伝達と関わりをもたない要素は，少なくともコトバの本質を解明する目的のた
めには除外しても差し支えありません。人間がコトバを使う時に現れてくるさまざまの現
象のうちで，同じ意味が伝達される過程に本質的に関わってくる要素こそが重要なのであ
って，ソシュールはこれを『ラング』と名づけた」30)と述べている。	 
ランガージュは潜在的能力，ラングはこれが社会的に顕在化した構造であり，構造とい
う言葉はラングにしかあてはまらない，と丸山は言う 31)。この「構造」という概念こそが
ソシュールの言語論の本質であると考える。つまり，コトバにはそれが社会的に意味で有
効なものとなるのは「構造」を持つが故である，と言えるのである。丸山は，「ソシュール
がランガージュとラングを峻別した視点に立つ限り，前者は潜在的
、、、
能力であるのに対し，
後者は顕在的社会制度であった。ところが，この顕在性も，決して物質性を表すものでは
ない，つまり社会制度としてのラングは，社会的実現という意味で顕在化していても，決
して具体的・物理的な実体ではない」32)と言う。つまり，ソシュールが語る言語の持つ「構
造」とは関係的な構造であって，実体的な構造ではない。「これは，母国語であれば幼年期
に，第二言語であればもっとのちに個人の頭脳に作られる心的な構造であって，人々はこ
れによって自己の生体験を分析し，発話の必要な選択と結合を行うことが可能になる」33)
と丸山は述べている。	 
ソシュールは「特定の話し手によって発話される具体的な音声の連続をパロール parole」
とよんだ。丸山は「ラングとパロールの区別という視点に立つと，今度は前者が潜在的
、、、
構
造であり，後者はこれを顕在化
、、、
し具体化したものである」34)と述べている。なお，A.マル
ティネはラングとパロールの関係を明確化する意味で，情報理論で使用されるコードとメ
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ッセージという用語（概念）を使っている。	 
	 ソシュールは，言葉の構造，つまり言葉が意味を伝達する仕組みを解明すると共に言葉
の特性を定めるための概念の規定や新しい概念の作成を行った。例えば，体系の概念，連
辞関係，連合関係，記号の概念，シニフィアンとシニフィエ，記号の恣意性などである。	 
	 ソシュールは，言語は記号であり，「言語記号が結ぶものは，ものの名前ではなくて，概
念と聴覚映像である」35)と語る。そして「われわれは，記号という語を，ぜんたいを示す
ために保存し，概念（concept）と聴覚映像（image	 acoustique）をそれぞれ所記（signifie）
と能記（significant）にかえることを，提唱する；このあとの二つの術語は，両者間の対
立をしるすにも，それらが部分をなす全体との対立をしるすにも，有利である」36)とソシ
ュールは語る。そして，「能記を所記に結びつける紐帯は，恣意的である」37)と言う。そし
て「恣意性（arbitraire）という語にも注意が必要である。それは能記が話手の自由選択
にまかされているもののように思わせてはならない」。「いったん成立した記号にたいして
は，個人はこれに寸毫の変化をも与える力」38)を持たない，と言う。	 
	 丸山は，ソシュールの記号理論における最も重要なテーゼは，言語記号のもつ恣意性と
いう特性であると述べている 39)。さらにソシュールが述べた恣意性は，二つの意味を持っ
ている，と言う。第一の恣意性は，記号内部の能記（シニフィアン）と所記（シニフィエ）
の間において見いだされるものである。第二の恣意性は，一言語体系内の記号同士の横の
関係に見いだされるもので，個々の辞項の持つ価値が，その体系内に共存する他の辞項と
の関係性からのみ決定される恣意性である 40)。丸山が指摘しているように，言語記号の恣
意性は，大変重要なソシュール理論の「原理」である。しかし，ソシュールは，擬音語に
関して興味深いことを述べている。	 
	 
	 能記の選択が必ずしも恣意的でないことをいおうとして，擬音語（onomatopée）を
盾にとることもできよう。しかしながらそれはけっして言語体系の組織的要素ではな
い。その数からして存外に僅少である。（中略）	 
	 本式の擬音語（glou-glou，tic-tac 型のもの）はどうかといえば，それらはただ少
数であるのみならず，ある物音の近似的な・そしてすでに半ば制約的な模倣にすぎな
い以上，それらの選択はすでにいくぶんは恣意的である。41)	 
	 
	 本論文では，「擬音語」，「擬態語」は重要なキーワードとなっており，その特質等につい
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ては後述する。	 	 
	 先に述べたように，ソシュールは，言葉の構造，つまり言葉が意味を伝達する仕組みを
解明すると共に言葉の特性を定めるための概念の規定や新しい概念の作成を行った。その
概念規定や理論が凝縮されているのが『一般言語学講義』であり，この書を出発点として
ソシュール以後の言語学が発展し，また構造主義等の思潮が生まれた。町田は『ソシュー
ルと言語学』の「あとがき」でソシュール以後，イェルムスレウ，トルベツコイ，ヤコブ
ソン，バンベニスト，マルチネ，チョムスキーなど，言語学の歴史では，音や文法，意味
などさまざまな分野で重要な研究を行った「巨人」が次々に登場したが，「彼らはソシュー
ルの提唱した学説を，あるいはできるだけ忠実に継承しながら，あるいは批判的に取り入
れて自説を展開しながら，人間のコトバが普遍的にもっているはずの性質を明らかにしよ
うとしてきました。しかし，これだけの巨人たちが解明を試みながらも，コトバの本質が
完全に解明されたと言うにはまだほど遠い状態にあるのが，現代の言語学なのではないか
と思えます」42)と述べている。	 
	 ソシュール以後，言語学は多様な方向で発展して現在に至っているが，言語が持つ基本
的な概念，つまり，人間にとって「言語とは何か」という問題を明らかにしようとしたソ
シュールの理念・理論は現在も「有効」なものであり，美術教育における「言語」を考え
る上では起点となる論理であると言える。	 
	 
1	 美術科教育におけるラングとランガージュの関係	 
「言語」について丸山は，先に述べたようにソシュールの考えを用いて次のように記述
している。「ソシュールはまず人間のもつ普遍的な言語能力・抽象能力・カテゴリー化の能
力およびその諸活動をランガージュ（langage）	 とよび，個別言語共同体で用いられてい
る多種多様な国語体をラング（langue）とよんで，この二つを峻別した。」さらに，ランガ
ージュを「《ヒトのコトバ》もしくは《言語能力》と訳せる術語で，これこそ人間文化の根
底に見出される生得的な普遍的潜在能力にほかならない。まことに，ヒトが homo	 faber（道
具を作るヒト）であり homo	 sapiens（知恵をもつヒト）であるためには，まず homo	 loquens
（コトバを話すヒト）でなければならなかったし，ランガージュの所有は，その間接性・
代替性・象徴性・抽象性によって人間の一切の文化的営為を可能にせしめたのである。」と
し，「ランガージュは本能に対置された人間の文化（la	 culture）の源であり，ラングは社
会との関係において歴史的・地理的に多様化している個別文化（les	 cultures）を生みだ
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しているのである」としている 43)。	 
ソシュールが示したように，ランガージュの存在がイメージすることを可能にし，人間
を支えていることが読み取れる。さらに，「ランガージュなる概念は単に言語能力とか言語
活動という訳語から想像される意味をはるかに超えた〈シンボル化能力〉の謂である。す
なわちランガージュとは『描く，彫る，歌う，身振る，話す，書く』という一切の像（イ
マージュ）化能力であり，時間，空間的距離を作る抽象化能力であるという点で，動物の
ミメーシスとは本質的に異なるヒトの模倣行為を生み出す源である。」44)と示している。つ
まり，美術科教育における言語活動においても，素材を用いて何かをつくるという作品制
作行為と言葉との関係性を意識した学びが，本質的な人間としての機能を認識することに
つながる。しかし，この内容が学習指導要領の指す「言語」についての適切な解釈かは明
確に提言できるものではないが，言語に関しては様々な角度から捉え認識し示す必要があ
ることは指摘できる。	 
ソシュールの考えを基に，美術科教育の学びを捉えると，鑑賞教育として，完成された
作品からその内容を読みとるだけではなく，作品制作におけるプロセスに内在する質的な
経験において，その経験と言語との結びつきに重要な学びが存在していると言える。さら
に，個人の中で形成された言語は，他者とのつながりや社会，日常とのつながりを築く役
割を担う。そのため，質的な経験や感覚的な事象を他者と共有し，抽象的な事物を伝え合
うことは，人間形成に大きな影響を与えると言える。	 
以上から，学校教育において美術科教育における言語を理解することの意味としては，
抽象的な事物を認識し感覚という各人固有のものを，言語化によって他者と共通認識を持
って理解し合うことが挙げられる。	 
	 
2	 美術科教育における表層意識と深層意識との関係	 
次に，丸山圭三郎は『言葉と無意識』のなかで「明晰にして合理的な言葉，その指示す
る対象が一つしかない＜信号＞のような言葉が一方にあるとすれば，二重三重の意味をは
らみ，確たる対象をもたない＜象徴＞のような言葉が他方に存在するように見えないこと
もない。」45)と述べている。言葉には，一義的な意味として利用される反面，利用する環境，
対人，心境等において多様な意味に変容することが考えられる。このことは，美術を通し
二重三重に思考し，広がる世界に反応すること，また，自ら表現の世界を広げる力を構築
することにおいて，言語が大きな役割を担っていると言える。	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また，丸山は次のようにも言っている。「言語に対する水平的なアプローチにとどまらず，
これを意識の深層にまで掘り下げていく垂直的なアプローチをとることが必要となろう。」
46)	 表層的な解釈だけではなく，深層部分へ探究する姿勢は，まさに美術活動の本質と重な
る部分である。つまり，美術活動を通じて，生徒自身の深層にせまり表現に至ることは，
経験の追求であり，言語の追求であり，美術表現の追求である，と捉えることができる。	 
経験の追求について森有正は次のように言っている。「ことばの世界が，経験の中に必然
的に，また本質的にはいってくる―ある経験の事態が与えられたときに，私どもは必ずそ
れをことばによってあらわすという操作をする，ということは，個（経験）が普遍的な意
味をもってくることです。」47)さらに，「自分の経験は自分以外の人の経験ではないのです
から，まったくオリジナルなものだけれども，その独創的なものをあらわすには，全く非
独創的な，共通したことばを使わなければならない。」48)としている。そして，茂木健一郎
は，「質感」と言葉との関係を次のように言っている。「たった一つの質感でさえ 100％的
確に表現できるような言葉はない。」49)つまり，感じた本人にも，その質感にイコールにな
る言葉など存在しないことになる。しかし，ひとは，その質感にあった言葉を探そうとも
する。森の言う「非独創的な共通したことば」は，茂木の言う「100％的確に表現できるよ
うな言葉はない」という世界に，共通の意味を我々に与えるものとなる。	 
このとき，言語の関係から捉えると，丸山の「ラング化される前のランガージュは象徴
作用が現場の形とリズムをも示しているのであり，そこで絶えずゆれ動く差異は決して既
成の観念や事物の代行・再現物ではない。」50)という内容につながる。つまり，再現物では
ない世界を共通に認識するためには，差異をもって伝え合うことが求められる。ここに言
語活動の目的があると考えられる。	 
第 2 節では，ソシュールと丸山圭三郎の言語理論より美術科教育における言語の役割を
導出することであった。以上の論究から，美術科教育における経験と言語との関連性につ
いての理論は，次のように整理される。	 
対象の観察を通して質感の感受を得た児童生徒は，その質感の言語化をきっかけに，丸
山の言うように深層意識において差異化が行われ，これまでの体験によって得た内容と関
係が築かれ新たな意識が表出することを体験する。その体験から，森の言うように言葉に
よって普遍的な意味を自身のなかに築き，他者との共有を可能にさせる。また，茂木の言
う 100％的確に表す言葉がないことにより，その差異が思考の摩擦を生み美的経験に深み
を与えると考えられる。	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本論文で用いる擬態語は，言語の中でも事物の状態や身振りの感じを音声にしたもので
あることから，五感による感受や原始的な感覚と結びついた言葉と言える。それ故，擬態
語は質感の感受や深層意識との交流を可能にする言葉になると考えられる。美術科教育に
おける言語活動において，擬態語より発生する感覚を伴った経験は，言葉と経験とを結び
作品に質感を反映させる一要素になると考えられる。	 
	 
第 3 節	 美術科教育における言語活動の特質	 
	 
第 3 節では，美術科教育における言語活動の特質について論じる。そのため，第 1 項で
は，学校の美術科教育と言語活動との関連を実践的に研究した先行研究を整理し，そこか
ら，美術科教育における言語活動の課題を導き出す。そして，第 2 項では，美術科教育に
おける感覚器官と言語との関連について述べる。第 3 項では，美術教育における擬態語利
用の教育的効果について述べる。	 
	 
1	 先行研究から見る美術科教育における言語活動の課題	 
学校の美術科教育と言語活動との関連を実践的に研究した先行研究には，以下の論文が
ある。	 
1)	 有田洋子「表現主題の言語化をさせる美術指導」この研究は，生徒の作品制作時におい
て，表現主題を明確に認識させる方法として，主題の言語化を提案している。その教育的
効果として，①表現主題の明確化②明確化による安定③指導の的確さ，の三点をあげてい
る。有田は，表現主題を言語化させ，明確に認識させることで，美術表現の授業はより方
法論的に遂行できるとし，高等学校美術の実践場面から検証を行い，実証している。	 
2)	 福田隆眞・山田晃子「視覚言語の理解のための教材研究―写真による教材の例」この研
究は，造形要素と擬態語・擬音語が表す視覚言語との対応関係について写真を用いて表し，
教材研究の一部としている。そのなかで，言語の関わりがイメージの広がりを生むことに
ついて述べている。	 
3)	 井ノ口和子「『作品を見る』ことへのアプローチ：美術館と連携した実践を通して」こ
の研究は，美術館における鑑賞教育について二つの実践から分析している。子どもが「作
品を見る」という行為は，単なる視覚的な「見る」ではなく，「発信する」「伝える」「聞く」
という言語活動であるとし，これが「想像する」「共有する」などの行為と密接なつながり
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をつくり，言語活動が鑑賞活動を深めるために有効だとしている。	 
	 以上の美術科教育と言語活動との関連を論究した先行研究の特徴と本研究との違いを整
理すると次のとおりである。1)	 は，実践場面を中心に言語活動が作品制作を支え，言語の
広がりが表現に広がりを与えることを明らかにしたものである。2)	 は，擬態語等の言葉か
ら受ける印象とそれに対応する写真との関連性を造形要素と造形の原理とともに結び付け，
視覚言語の指標となる参考作品を示したものである。3)	 は，鑑賞教育において，言語活動
が鑑賞活動を深めるための有効的な手段であることを明らかにしたものである。拙稿「体
験から捉える言葉とそのイメージとの関係性について―写真を用いた授業実践を通して―」
では，言葉と質感との関係性が作品制作の一部として用いられていることから，言語を表
現手法の一部として用いることを示している。	 
	 そこで，学校教育における言語活動を分類すると次のようになる。	 
①外界，内界の存在によって思考し言語化する。	 
②他者と考えを伝え合うために言語を利用する。	 
③美術表現の一部として言語を用いる。	 
つまり，①は自身の内側で起こることに対し，②は他者の存在と共に発生することとな
る。そして，③は，美術表現によって成立する言葉の存在と言える。	 
先行研究からは，制作過程における感覚的な経験が言語と直接結び付き，表現へと反映
される内容は含まれていなかった。以上を考慮し，現段階における言語活動を意識した美
術科教育の問題点として，次のことが言える。	 
美術科教育における言語活動は，美術表現の説明を意図し，抽象的な内容をより具体的
に理解するための一要素として利用している。しかし，美術表現活動そのものが言語活動
であるという認識において，美術表現過程に起こる五感によって得られる感覚的な経験で
ある「質感」と言語との体験的な結びつきに，教育的意義が見出せるのではないか。そこ
には，美術表現としての豊さが内在し，人間形成に欠かせない要素が含まれていると考え
ている。そこで，質感を介した作品制作を通して，直接的感受と言語との結びつきを意図
した実践的課題を研究の意義として見出す。	 
	 
2	 美術科教育における感覚器官と言語との関連	 
体験的に言語を捉え表現することで，言葉の持つイメージを感覚的に捉えること，さら
には，その感受によって，質感を認識することを行う。言葉より，個人の内面へ広がりの
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あるイメージを発生させ，感受する。それらの体験が美術表現の質を形成し，経験として
の感覚を得ることにつながる。言葉から立ち上がる感覚を感受することで，質を認識する
ための一要素を体験的に認識する。つまり，本研究では，芸術経験における質の感受が，
言葉とのつながりを持つことで経験，認識へとつながり，その経験は様々な場面において，
質的感覚として反映され現れることになる。デューイは感覚器官を伴う経験について以下
のように述べている。	 
	 
感覚器官は，生き物が自分の周囲で進行する事柄に直接・無媒介的に参加するため
の器官である。感覚器官によって直接外界に参加するとき，彼はそこに感覚的性質
(sense	 quality)を経験する。そして，この感覚的性質をとおして，彼はこの世界の多
様な驚異と輝きを現実に彼のものとする。そのさい，〔感覚器官はただ外界を受容する
だけの器官ではなく，意思および知性と一体となって外界に参加するための器官であ
るため，〕この外界の素材が彼の活動に対立することはありえない。なぜなら，運動器
官と「意思」そのものがこの参加を遂行し方向づける手段となっているのだから，ま
たこの外界の素材が「知性」に対立することもありえない。なぜなら精神（mind）は，
この参加を感覚器官をとおして実りゆたかなものとする手段であるし，またこの外界
への参加から意味と価値を引き出して保存し，さらには外界との交流においてその意
味と価値を役立てる手段であるのだから。51)	 
	 
	 すなわち，美術科における感覚をとおした経験は，そこで得た感覚的性質において，意
思と知性を育み，意味と価値を得ることとなる。さらに，様々な場面，環境における交流
において，その意味と価値を反映させることが可能となる。この経験の質は，感性を構築
する要素であり，「生きる力」を育てることにつながると考えられる。	 
本論文においては，この性質の変化を質的な変化とし，制作過程のなかより，その変化
を提示する。新学習指導要領解説においても，「中学校美術科で育成する感性とは，様々な
対象・事象からよさや美しさなどの価値や心情などを感じ取る力であり，知性と一体化し
て人間性や創造性の根幹をなすものである」52)と示している。日常の流れのなかに質感を
意識することは，豊かな感性を築き生活を支え，美術表現の一要素となる。この連続が生
活を形づくっていると言える。	 
質に関して定義的に語ることは難しいが，本論文における質とは，個人のなかに発生す
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るいくつもの感覚より意識的に取捨選択がなされたことで得られるものを，質が伴ってい
る，とする。	 
さらに，言語を経験という枠組みの中から認識し，つながりを示す必要がある。言葉の
意味や本質的な認識は，自身の感覚を介した体験をもとに構築されている。そこには，感
覚を介した質感の感受が，身体を通して言葉を形成するといった経験の過程が存在する。
辞典に記載されている言葉の意味は，身体感覚が体験を得ることで自身の深層意識に触れ
経験化され，本質的な言葉の意味を理解することとなる。	 
学校教育においても，知識を言葉の羅列として得るだけではなく，自身の身体を受信機
として体験を行うことで，個によって言葉の意味が形成される。言葉は，環境や状況によ
って揺れ動くものであり，その意味の形成は，個の中に存在する経験が言葉の認識へと生
成されることを考えると，恣意的であると言える。言葉は，決められた意味を持ちながら
も，各人固有の経験がその意味を形成しているという事実も存在する。つまり，言語を理
解することや，言語活動によって「力」を求めるのであれば，全ての根底には，個人の経
験が存在し言葉の意味を支えていることを理解する必要がある。さらに，言葉が自身の深
層意識と出会い，思考が行われていることから，美術のイメージを形づくる経験は、学び
にとって重要な役割を担っていると言える。	 
	 
3	 擬態語を利用することの教育的効果	 
	 丹野眞智俊は，擬態語（オノマトペ）について，次のように説明している。「私たちは日
常生活の中で，多彩なオノマトペを上手に使い分け，現象や感覚を豊かに表し，伝え合っ
ている。」オノマトペは，一般に擬音語・擬態語と呼ばれ，日本語に豊富に存在し，日本語
を特色づけることばであると言われている。古くから短歌や俳句，文学作品に，また現代
では漫画やＣＭなどにも頻繁に使用され，老若男女を問わず日常的に親しまれていること
ばである。そして，オノマトペの獲得は，「その語があらわす現象や感覚の認識を証拠立て
る。」さらに，「その現象や感覚に対する認知の始まりと分化を説明する。」とし，言語と感
覚とを結ぶ役割を担っていることが読み取れる 53）。	 
	 丸山は，文節行為について，自身が経験したことを事例として次のように述べている。	 
	 
走っている電車のなかの出来事だった。がらがらに空いている座席に母親とともにす
わっていた三歳ぐらいの女の子が「デンシャ，デンシャ」と習いたての単語を一生懸
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命口のなかで呟いては，周囲の窓枠や席の布地を手でさすって言葉と物のつながりを
確認していた。ところがそのうち，首をかしげながら母親にこうたずねたのである。
「ママ，デンシャって人間？それともお人形？」言葉をはじめたばかりの幼児にとっ
ては，毎日の瞬間，瞬間が新しい分節，つまり世界の意味づけ行為の連続なのだ。も
ちろん，言葉以前に感覚＝運動的なものによる分節行為はあるだろう。しかし，言語
習得によって身につける分節線は，そういう自然の生物的な区切りではなく，まこと
に非自然的な画定である。だからこそ，子供の側では，なかなか本能的に納得できな
いことが多い。「デンシャは人間か，人形か」という妙な質問が出てくるのもそのへん
に理由があるのだ。	 
おそらく，感覚＝運動的分節から言葉による分節へと移行していく象徴化過程にあっ
て，この女の子の世界と意識が，「電車」という語を知る前には，次のように分けられ
ていたのであろう。一方に「動くもの，そして柔らかく温かいもの」のクラスがあり，
他方に「動かないもの，そして固く冷たいもの」というカテゴリーがある。これによ
って，「人間」は「動いて，柔らかくて，温かいもの」のカテゴリーにすっぽり入って
いたし，「人形」はそれが外見上いくら人間に似ていても，「動かない，冷たい，固い
もの」という全く別のカテゴリーに属している。ところが，「デンシャ」という言葉を
習い，同時にその対象を認識した時，「動いても，冷たく，固い」新しい指向対象が誕
生した。この子が混乱したのも無理はない。54)	 
	 
女の子のなかで起こる言葉の意味において，「デンシャ」という新しい言葉が何であるの
かを認識するために，これまで得たことのある質感と，現在身体で感じている質感が，総
合的な判断となっていることが読み取れる。身体全体で，電車の「ごとんごとん」となる
揺れを感じ，窓の外に流れる風景を見る。そして，窓や窓枠に触れ「ひんやり」とした感
じを感受する。言葉としては表に出ていないが，これらの質感が，女の子の感覚に響きわ
たり，「デンシャ」という言葉とのつながりが発生したと推測できる。つまり，擬態語は，
言葉の理解や，感覚の認識のための重要な役割を担っていることが言える。	 
	 続いて，丸山の事例では，感覚から言葉の認識が説明されたが，それとは逆に，言葉か
ら感覚を感受することについて，茂木の事例から示す。	 
	 
次の一節を読んだ時，あなたは，ソーセージを噛み，飲み込む時にあなたが感じる感
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覚のもつ性質を，ありありと思い出すことができるだろう。	 
・・・・・・一切れのソーセージを口の中へほうりこむ！	 歯でかみしめる！	 歯で！	 
ああ，肉のかおり！	 ほんものの，肉の汁！	 それが今，腹の中へ，入っていく。―
ソルジェニーツィン『イワン・デニーソヴィッチの一日』（木村浩・訳／新潮文庫）55）	 
	 
	 この文章を読むと，ソーセージを食べたことがあり，ソーセージという言葉を知ってい
る人間であれば，その感覚を思い出すことができるであろう。さらに，この文章から，ソ
ーセージの「パリッ」とした食感や「ぐにゃっぐにゃっ」と肉を噛む感覚を想像すること
ができる。それは目に見ることはできず，しかし，そこに感覚として存在している。ソー
セージを食べるという経験と，ソーセージという言葉の認識があることで，イメージする
ことができると言える。このことは，言語が人間同士の関係を構築するための一要素であ
ることを考えれば，感覚と言葉とのつながりが，相手に何かを伝達する上で，重要な役割
を担っていることが理解できる。擬態語は「その語があらわす現象や感覚の認識を証拠立
てる。」さらに，「その現象や感覚に対する認知の始まりと分化を説明する。」という意味で，
美術教育で発生する豊な質的経験が美術表現として結び付くと同時に，言語によって他者
と共有可能なものとすることに，生きるうえでの学びが存在している，と言える。	 
本研究では，擬態語を利用することで，言語をより身体感覚に近づけて認識することを
行う。擬態語の持つ特性である，身体感覚を表現した言葉は，動作・状態などを音で象徴
的に表現する語であり，幼児の時期より意思伝達のためにごく自然に用いられている。擬
態語と同様に擬音語があるが，これは，生物の声や無生物の出す音を表す語であり，擬態
語との分類がされている。しかし，言葉によっては，「ゴロゴロ」のように，「家のなかで
ゴロゴロ過ごす」を表す擬態語に対し，「雷がゴロゴロと鳴る」といった音の様子を表す擬
音語といった，同じ言葉でありながら，擬態語，擬音語の両方の意味を持つ語もある 56）。	 
「擬音語」は，ものが壊れたり，擦れたり，ぶつかったりする場合に出る音響や，動物
の鳴き声を表した語で，動作や状態を表しているとし，「茶碗がガチャンと割れる」「雨が
シトシト降る」「犬がワンワン吠える」のような例が上げられる。「擬態語」は，事物のあ
りさま，現象，動きや状態を描写的に表現したものである。視覚や触覚さらには身体のイ
メージと関わることも多く，擬態語は基本的に視覚的，触覚的な言葉と言える 57）。例とし
ては，「岩肌がゴツゴツしている」「水面がキラキラと光る」「サラサラした布」などが上げ
られる。	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金田一春彦は，擬音語・擬態語についての背景を次の様に説明している。	 
	 
擬音語・擬態語には，もともと固有の日本語，すなわち和語のものと，中国から渡来
した漢語のものとがある。その他に欧米から渡来した洋語もあり，擬音語には時計の
音	 チクタク	 があり，擬態語には電光形に曲がって進むことを，	 ジグザグ	 とし
たのはその例であるが，類例は少ない。58）	 
	 
そして，国語の違いによって現れる擬音語・擬態語には，その国の持つ文化や生活，また
は，性格などの影響があることを次のように述べている。	 
	 
欧米の言語では，家畜の鳴き声を詳しく聞き分ける。これは彼らが放牧民族で，家畜
に親しんできたせいである。ロバの鳴き声，羊の鳴き声など，向こうでは擬音語にち
ゃんとあるが，日本にはない。その代わり日本語には，野鳥のさえずりと昆虫の鳴き
声の擬音語を豊富にもつ。スズムシのリンリン，マツムシのチンチロリン，など詳し
く聞き分けるのはいかにも日本的である。59）	 
	 	 
	 つまり，擬音語・擬態語は，環境によって生まれる言葉であることを物語っている。生
活と密接に関わり，擬音語であれば特に聴覚との関係が強く表れている。擬態語に関して
は，「日本語には触覚関係のものが著しく多い。ザラザラ，ツルツル，ネバネバ，ベトベト
など湿気との関係がことに多く問題になる。」60）とし，日本人が肌に触れる感じに固有の
質感を持ち，伝え合っていると認識できる。これだけ短い内容でありながら，感覚的にそ
の様子を感じること，また多数の日本人がほぼ同じような印象を受けとることが可能なこ
とは，擬音語・擬態語の特徴と言える。	 
	 続いて，言語の中でも特殊な性格を持つ擬音語と擬態語について，金田一は次のように
述べている。	 	 
	 
言語には一般にソシュールの言ったように，その音と意味とが非必然的な性格がある。
われわれは，「山」をヤマ，「川」をカワというが，山のもっている内容と，yama とい
う音との間には，何ら関係がない。「川」の内容と kawa という音の間にも，何ら関連
がない。何ということもなく，そういう結び付きが出来て，それを利用しているとい
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うだけでのものである。	 
	 が，擬音語・擬態語には，必然的とは言えないまでも，ある程度合理的な結び付き
がある。ソシュールはそういう点からみて，擬音語・擬態語と感動詞との類は，言語
の中で特別なものとしている。61）	 
	 
	 ここでは，言葉とその言葉の音との合理性が，擬音語・擬態語の性質であると述べられ
ている。特に擬音語に関しては，その性質を著しく捉えることができる。金田一は例とし
て，ニワトリの鳴き声について次のように示している。日本語では，コケコッコーである
が，英語では，cocka-doodle-doo ドイツ語では，kikeriki フランス語では coquelico 中国
語では，ククミー，朝鮮語では，コッキュ―という 62）。少しずつ音の感じは違うが，共通
する点が多くあることが読み取れる。異なる言語であっても共通性が確認できることは，
恣意的とはいえない性質が含まれていると読み取ることができる。この点において，擬音
語・擬態語は，他者との言葉の共有において，他の言葉よりも密接な関係を構築すること
ができると言える。	 
	 続いて，擬音語・擬態語の言葉の豊かさが表されている文学作品について示す。宮沢賢
治は，擬音語・擬態語を多く用い，心情や情景を読み手に感じさせている。例えば次のよ
うなものがある。	 
	 
ところがどうもこまったことは，どっちへいけばもどれるのか，いっこうけんとう
がつかなくなっていました。	 
風がどうとふいてきて，草はざわざわ，木の葉はかさかさ，木はごとんごとんと鳴
りました。	 
「どうも腹がすいた。さっきから横っ腹がいたくてたまらないんだ。」	 
「ぼくもそうだ。もうあんまりあるきたくないな。」	 
「あるきたくないよ。ああこまったなあ，なにか食べたいなあ。」	 
「食べたいもんだなあ。」	 
ふたりの紳士は，ざわざわ鳴るすすきのなかで，こんなことをいいました。	 
そのときふとうしろを見ますと，りっぱな一けんの西洋づくりのうちがありました。	 
そして玄関には，63）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
 42 
	 これは，宮沢賢治の作品である『注文の多い料理店』からの抜粋になる。この文章の中
から擬態語によって得られる情報として，草の音，木の葉の音，木の音，すすきの音が上
げられる。さらに，読み取れる内容として，その場の空気の感じ，二人の紳士の心情が上
げられる。草や葉だけではなく，木までもがぶつかり合う状況は，おそらく相当な風が吹
いていると感じる。しかし，ここでより伝えたいことは，草や木々の動きでその場の様子
を表現し，目には見えない不穏な空気が流れている感じを示すことではないだろうか。恐
怖心を持ち始めた二人の紳士の心が，擬態語によって見事に表現されていると言える。	 
宮沢賢治の作品を例に，国語科における擬音語・擬態語の使用例を示したが，ここで，
欠かせない問題として，「想像力」が上げられる。擬音語・擬態語の持つ言葉の豊かさを読
み取る力として，その言葉から受ける感じを感受し，状況を想像する力が求められる。し
かし，もし仮に，木をまったく見たことのない人にこの情景を想像させることや，夜道を
歩いて，得体の知れない恐怖を感じたことがない人に，暗闇の怖さは伝えることは困難で
あると言える。しかし，似た経験に置き換え想像をすることは可能である。	 
つまり，経験によって構築された「感じる力」が言葉を読み解く力となっている。感じ
る力を学ぶ上で，言語と感覚との接点を，体験を通じて明確にすることは，経験を築き，
次の「感じ」を読み解く力の準備となる。このことが美術教育において構築されることで，
他教科において言葉が自身の経験と関係性を築くための「想像する力」の基礎になる，と
言える。	 
そこで，個々の持つ「質感の感受」，つまり「感じる力」において，本研究では，擬態語
を介した体験を用いる。その理由としては，擬態語は感覚的に認識が可能な点にある。観
察を通して，皮膚感覚による直接的な質感の感受を行い，実体験を得るためである。対象
物に直接触れ，手触りによって得られる実体の伴った体験は，表現に置き換える際に，想
像の構築となって具体性を持つこととなる。	 
苧阪は擬音語と擬態語について次のように述べている。	 
	 
擬音語・擬態語は感覚表現に根ざす感性語である。したがって視覚。聴覚，嗅覚，
味覚，皮膚感覚（触覚を含む）の基本五感覚に分類できるものが多く含まれている。
苧阪（1978）によれば，日本語の擬音語・擬態語を五感に分けて分類すると，聴覚に
よる擬音語と視覚および触覚（皮膚感覚や痛み感覚を含む）による擬態語が三者でそ
れぞれ 3 割を占め，味覚と嗅覚は数例を数えるだけであった。人間の認知行動におけ
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る視聴覚の重要性からみて，擬音語・擬態語が視聴覚で多いのは納得できる。しかし，
触覚を基盤にする擬態語が多いという事実は特筆に値する。これは，日本人が触覚や
皮膚感覚に感受性が鋭いこと，さらに触覚的感性が日本文化の感性の基底にあること
を示唆しているものと受け取ることができる。64)	 
	 
苧阪は，著書『感性のことばを研究する』の中で，擬音語・擬態語のはたらきを心理学
的に検討することを行っている。苧阪はその中で，擬態語を刺激語とし，その言葉が人に
与える主観的な感覚を，強さ，または年齢，速さで段階的に表している。マグニチュード
推定法によって数値化され導きだされた図 2 は，年齢・光の強さ・痛みの強さ・声の強さ・	 
眼球運動の強さ・笑い声の強さ・泣き声の強さ・歩く速さ・雨の強さ，を示している。年
齢以外は，横軸が「強さ（強度）」を表す。図の左から右に向かってスケールは弱から強へ
と変化している。横軸の上には，各刺激語となる擬態語が示されている。苧阪は，この結
果に対し，「それぞれの語群でいずれも統計的に有意なイメージ喚起力の効果が認められ
た。」65）としている。ここで，光の強さを取り上げ苧阪の分析を記述する。	 
	 
ツヤツヤ，テカテカが 50 以下，上位からギラギラ，ギンギン，ピカピカ，コウコウ，
ランラン，サンサン，キラキラの順となる。キラキラとギラギラでは後者が濁点付き
となるのみの差であるが，光の強さの印象ではギラギラがほぼ倍の感覚評価をもたら
している。この濁音付加が感覚強度の上昇をもたらすことは，他の擬態語でも確認さ
れており（筆者は「濁音効果」と呼んでいる），興味深い。印象強化の意味でも濁音付
擬態語（擬音語）は大きな効果が期待されるのである。しかし，感覚印象以外にも，
感情的含意が伴うので注意がいる。たとえば，「キラキラした目」と「ギラギラした目」
では感情的含意が全く異なっている。66）	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図 2 からも解るように，擬態語の持つ微妙な差異は，感覚的にその違いを感じとり強弱
として認識されている。そして，言葉の違いは，感覚，または感情の違いを表し，感覚的
に伝達が可能となる。擬態語に含まれるものの「感じ」が，それを可能にしている。つま
り，この言葉のニュアンスによって実体のあるものを擬態語で伝えようとした際，その伝
え合いには，言葉であると同時に感覚を伝達することを可能にしている。	 
さらに，脳と身体の観点より，筋肉と脳との関係における実験からも，イメージする行
為が筋肉に与える影響について示されている。イメージを描くことは，大脳だけが働いて
いるのではなく身体に反応があるということについて，下記のような実験例がある。	 
	 	 	 	 
	 
図 2	 マグニチュード推定法による結果	 
(苧阪直行『感性のことばを研究する	 擬音語・擬態語に読む心のありか』，新曜社，
1999 年，pp.48-49)	 
 45 
この実験では，まず被験者の，全身のすべての筋肉をすっかり弛緩させ，くつろい
でいられるように，あらかじめ訓練しておく。すると，どの筋肉に電極をあてて筋電
図をとって見ても，波形にないまっすぐな筋電図しか取れない状態になっている。	 
いま，被験者の上腕の二頭膞筋に電極をあてておき，かなづちで釘を壁へ二度打ち
込むイメージを描いてもらう。するとごく小さくではあるが，コン，コンに相当する
二頭膞筋の二回の筋電図波形があらわれるのである。もちろん，外側からの観察では，
腕は少しも動いてはいない。67）	 
	 
とし，「イメージを描くことは，たんに大脳だけが働いているのではなかった。筋肉でもそ
のイメージに関係のあるものは，やはりそれなりに参加しているのである。心身一如とい
うことを如実にとり出した実験である。」68)としている。	 
	 つまり，質感を表す擬音語である「コン，コン」は，脳のなかでイメージされた腕の運
動だが，想像した内容が身体を連動させ，イメージと運動が発生していると言える。スポ
ーツの分野で言えば，イメージトレーニングとして，自身の身体をイメージし実際には動
かず反復的に脳にイメージを作り上げることが，トレーニングの一環として行われている。
さらに，催眠療法においては，患者が自身の記憶をたどり，表面化したイメージの分析に
よって心の問題から起こる身体の病気を，解決へと導くなどの例も上げられる。つまり，
心と身体を形成するのに，想像することは重要な役割を担っていることが言える。	 
	 言語の中でも，擬音語・擬態語に関しては恣意的とは言えない要素があるとされる。つ
まり，音の響きや，状態を表す語には，身体を介した感覚がその言葉を支えているため，
初めて聞いた擬音語・擬態語であったとしても，そこにはその言葉から感じられるイメー
ジが，自身の経験をもとに直感的に連想され感じとることが可能となる。そこには，共通
性がある。幼児期より，このような状況や動作を言葉に変換し，意味と結びつける経験を
することで，イメージの力は形成され，言葉の認識が始まると言える。	 
	 本論では，質感を感受するために擬態語を用いるが，次の 3 つの内容で利用する。①擬
態語から質感をイメージすること，②五感を媒介した外界からの直接的な刺激による質感
の感受，③擬態語を介して得た①と②の体験を基に美術作品へと展開する際に発生する質
感の感受，となる。①は，自らの経験を基に擬態語の持つイメージを想起し，質感を感受
する。直接的な五感による感受ではなく，過去の経験が質感を発生させている。過去の経
験には，直接的な体験が含まれ，その記憶が対象の擬態語にイメージを与えている。②に
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関しては，物の置かれた環境，状態を含め物質を直接感じる。そこから得られる刺激が，
擬態語と結びつくことで質感が発生する。③に関しては，これまでの自身の経験が美的感
覚を抽出し，擬態語と関係性を築き表現へと生成される。	 
	 擬態語は，言語のなかでも直接的に感覚の認識が可能であることから，言語とイメージ，
そして質感との関係を構築することが可能であると想定し，本研究に用いることとする。	 
	 
第 1 章のまとめ	 
第 1 章では，美術教育における「言語活動」のための基礎理論を示した。	 
第 1 節では，学習指導要領より言語活動が求められる経緯と，図画工作・美術における
言語活動の目的を示し，第 2 節では，ソシュールと丸山の理論から言語構造を基に，美術
教育におけるラングとランガージュとの関係，また，美術教育における表層意識と深層意
識について触れ論究した。言語の認識を一義的な捉え方ではなく，深層の意識を含み解釈
することで，美術教育における言語活動の目的を示した。	 
第 3 節では，美術教育における言語活動の特質について論じた。言語活動について論じ
た先行研究を，分析し，美術教育における言語活動に対する認識を確認する。さらに，感
覚器官と言語との関係を美術教育の視点で読み解き，体験的に言葉を捉えるために「擬態
語」を活用することの可能性を論じた。	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第 2 章	 美術科教育における「質感」の基礎理論	 
	 
	 
	 
第 2 章の目的は，美術教育における「質感」の基礎理論とそれを感受させる方法につい
て論究することである。そのために，第 1 節では，ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」
に関する理論を整理し，本研究の主題となる「質感」に関する基礎理論を導出する。第 2
節では，美術教育において「質感」を感受させる方法の基本的な考え方として，「質感」と
言語活動としての「擬態語」と関連させることについて述べる。	 
	 
第１節	 ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」に関する理論	 
	 
	 第 1 節では，ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」に関する理論を整理し，ジョン・
デューイ，本研究の主題となる「質感」に関する基礎理論を導出する。そのために，第 1
項では，ジョン・デューイの「感覚的性質」についての考え方を整理する。第 2 項では，
茂木健一郎の「質感」についての理論を整理する。	 
ジョン・ロックは，自然の性質について，次のように分けている。第 1 性質は，対象の
なかに確かに存在する実存的な質で，かさ，形，数，位置，運動／静止の 5 つを指す。次
に，これらの第 1 性質は，感官を通してわれわれのなかに色，音，匂い，味などの様々な
観念を生み出す。これら感覚的な質を第 2 性質と言う。さらに，第 3 性質については，第
1・2 性質を前提とし，それに依存するより高次の性質を指すと言う 1）。	 
以上のように，ロックは，自然の性質のなかで，色，音，匂い，味など我々の感官によ
って感受される対象を第 2 性質として分類している。ここでは，美術科教育において，子
どもたちの直接的な経験となる「質感」についての基礎理論として，ジョン・デューイと
茂木健一郎の所論を取り上げる。	 
	 
1	 ジョン・デューイの「感覚的性質」についての理論	 
ジョン・デューイは，『経験としての芸術』，『経験と自然』等によって自然の中の性質を
分類し，芸術表現において扱う対象は自然の中でも第 2 性質となる「感覚的性質」(sense	 
quality)であると述べている。	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 では，デューイは，自然の性質をどのように分類しているのか。デューイもロックと同
様に自然の性質を次のように 3 つに分類している。第 1 性質は，次に示すような自然科学
の対象で事物を関係として扱うものを指す。「物理科学の意図のために赤が緑と異なってい
るのは，振動に適用された二組の数に，或いはまた七色の中で二つの違った線の置き所に
特異な意味を与えるのである。」2）第 2 性質は，次に示すような「感覚(feeling)の中では
1 つの性質は性質として存在する」もので，例えば，濡れている，乾いている，寒い，暑
い，赤い，緑等の色，音色等，自然の直接的性質，感覚的性質となるものを指す。」3）第 3
性質は，次のようなある状況の中での経験において，その状況が醸し出す雰囲気のような
ものを指す。「経験には統一性があり，あのときの暴風，あのときの友情の破綻と言うよう
な名称を経験に与えている。この統一性の存在は単一な性質から成っており，経験を構成
する諸部分にはいろいろな変化があっても，この単一な性質はその経験全体に浸み渡って
いる。」4）	 
	 そして，デューイは，これらの自然の性質の分類の中で芸術の対象となるものは，第 2
性質となる「感覚的性質」であると，次のように述べている。例えば，絵画は色彩よって，
音楽は音によって表現が形作られるように，芸術には，それぞれ特定の媒介がある。この
媒介が質的全体を伝える。我々は，海の緑と木の葉の緑とは異なる「感覚的性質」として
見て取る。性質とは，その性質が意味するものである。すなわち，その性質が属する事物
のことである。芸術は，この「感覚的性質」を媒介を通して表現するのである 5）。	 デュ
ーイの理論によると自然の性質の中でも芸術表現の対象は，第 2 性質となる「感覚的性質」
である。では，この「感覚的性質」は，どのように認識されるのか。	 
「生活機構において，感覚された性質は，言葉がなければ予想的に苦感，快感，臭気，
色，雑音，調音であり，言葉が起こると，それらのものは区別され確認されて事物の直接
的性質となる。」6）このようなことから，デューイによると，自然の中の直接的性質（「感
覚的性質」）は，生活体の中に元々在ったものではなく，生活体以外の存在物が共に参加す
る相互作用の性質となる。従って，デューイが言う「感覚的性質」は，「それらに携わって
いる生活体の性質であると同時に事物の性質である」7）と理解される。以上から，「感覚的
性質」は，我々人間の感覚や経験と外的事物との相互作用によって認識されると捉えられ
る。	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2	 茂木健一郎の「質感」についての理論	 
ジョン・デューイが自然の性質につて哲学的に捉えているものを，茂木健一郎は，理論
神経科学という科学の立場から捉えている。ここでは，この茂木健一郎の「質感」の理論
を整理する。	 
茂木もデューイが自然の性質の中でも第 2 性質，すなわち「感覚的性質」芸術の対象に
なるとしていたものを「質感」と対象化し，これを第 2 性質として分類している。	 
「ロックが，第 1 性質，第 2 性質というカテゴリー分けをして以来，『数』や『量』といっ
た性質と，それ以外の『質』を表す第 2 性質の間には，深い断絶があるものと思われてき
た。なぜならば，第 1 性質は，定量化が可能であるが，第 2 性質，すなわち，『質』は定量
化が不可能であり，定量的な法則を導出することを究極の目的とする自然科学の対象には
ならないとされてきたのである。このような視点からすると，『クオリア』などは，定量化
が不可能な第 2 性質の最たるものであり，（何しろ，シンボルによって表すことが不可能だ
というのだから），そもそも自然科学の対象にはならないということになる。」8）	 
そして，茂木は，この第 2 性質の内容として，次のようなものを上げている。薔薇の「赤」
の感じ，冷たい水が喉を通る時の「ごくっと爽やかな」感じ，洗いたての猫の毛にふれた
ときの「ふわっと」した感じ，ピアノやヴァイオリンの音色に対する感じ等 9）。	 
以上によると，茂木はロックの自然の性質の分類に則して自然の性質について，次のよ
うに分類している。第 1 性質は，数や量といった性質で，自然科学の対象となるものを指
す。第 2 性質は，色彩，音色，猫の毛にふれたときの「ふわっと」した感じ等，我々の五
感で感受するものを指し，これを「質感」(qualia)と命名している。そして，茂木は，こ
の第 2 性質の対象となる「質感」の用語を次のように定義している。「クオリアは，私たち
の感覚のもつ，シンボルでは表すことのできない，ある原始的な質感である。」10）	 
それでは，茂木の言う自然の中の「質感」は，どのようにして認識されるのか。このこ
とについて，茂木は，第 2 性質，すなわち「質感」の認識は，大脳の中のニューロン（神
経細胞）の発火，およびその間の相互関係によると，次のように述べている。	 
「『赤』が『赤らしさ』を持つのは，それがある特定の波長の領域の可視光に対応する認識
だからというのは，まったく間違った考え方なのだ。同様に，ピアノの音がピアノの質感
を持つのは，ピアノの音が，ある特定の周波数の分布を持つからだというのも，まったく
間違いだ。私たちは，認識のもつ属性は，あくまでも，脳の中のニューロンの発火，およ
びその間の相互関係によって決まるということを，(本書では)繰り返し議論してきた。」11）	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次に，「質感」の認識における全体と要素との関連について，茂木は次のように述べてい
る。「例えば，テクスチュア，端，形，などは，すべての認識の要素である。また，視野の
中における位置も，認識の要素の一つである。（中略）これら認識の要素はすべて一般的な
意味での『クオリア』であるとみなすことができる。」12）「認識の要素は，認識の時空の中
の『点』の持つ性質であるとみなすことができる。」13）	 
この「質感」の認識における要素と全体との関連については，次のように解釈される。
「例えば，我々が『赤いバラの花』を見ているときに，形・色・テクスチュア・花が右に
動いているという動きについて，我々はこれらそれぞれの要素を『質感』として感受して
いる，ということである。そして，我々が『赤いバラの花が右に動いている』と対象を全
体として認識するときには，形や色などの要素は，点としての性質になるということであ
る。」14)	 以上，第 1 節では，美術教育において指導内容となる「質感」の基礎理論を得る
ために，ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」に関する理論を整理した。デューイは，
ロックと同様に自然の性質を 3 つに分類し，この中で芸術表現の対象になるのは，第 2 性
質となる「感覚的性質」で，これは，我々の感覚や経験と色や音等の自然の直接的性質と
の相互作用によって認識されると述べている。次に茂木健一郎も自然の性質について，ロ
ックの分類に則して，第 1 性質は数や量などで自然科学の対象になるもので，第 2 性質は，
自然科学が対象としてこなかったもので言語等のシンボルでも捉えられない色彩や音色，
猫の毛の「ふわふわした感じ」等の「質感」を指すとしている。そして，この「質感」の
認識は，大脳の中のニューロン（神経細胞）の発火，およびその間の相互関係によると述
べている。ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」の理論に共通することは，いずれも自
然の中の性質でも数量等として捉えることのできない色や音等を第 2 性質と捉え，これを
「感覚的性質」または，「質感」と特定していることである。そして，デューイは，芸術は，
この自然の性質の中の「感覚的性質」を，媒介を通して表現するものであると述べている。	 
	 
第２節	 美術科教育において「質感」を感受させる方法	 
	 
この第 2 節は，美術科教育における「質感」を感受させる方法について論究する。その
ために第 1 項で深層意識と言語との関連について，第 2 項では，擬態語と「質感」との関
係性について論じる。第 3 項では擬態語を介した質感の感受と価値創造に関する理論につ
いて，第 4 項では，言葉の生成と体験との関係性についての構造を論じる。	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芸術は，自然の「感覚的性質」を，媒介を通して人々が「質感」として感受できるよう
に形作る。従って，美術科教育においては，生徒が様々な表現を通して「質感」を感受で
きるようにすることが必要となる。そこで，本研究においては，授業実践を構想する上で，
「質感」と表現媒体との感覚的なつながりをつくるために擬態語を用いる。	 
表現活動を行う児童生徒にとっては，体験的に様々なことを認識することは欠かせない
要素である。そこで，その多くが当たり前のように表現へと展開している制作過程におけ
る体験を，意識的に表出させ，感覚を認識することが必要となる。擬態語（例：ごつごつ
等）から感じられる感覚的な経験は，制作の段階を経ていくことで質的な変化が起き作品
へと生成されて行く。この変化が明解に確認できるためには，制作者の感覚的な体験を知
ることが必要となる。つまり，「ごつごつした感じ」は，意識的な経験を通すことで言葉の
持つイメージと感覚との照らし合わせが行われ，その経験は，言葉と体験が合わさって得
られたものとなる。そのため，その感覚は言語を介して他者と共有が可能となる。	 
また，擬態語を用いることで，感覚に対し取捨選択が行われることが想定される。その
経験が表現に与えるものは質であると考えている。つまり，自他において発生する感覚へ
の問いかけは，明確な目的を持ちながら適切な表現を獲得するために，思考が行われ，他
者，環境によって相互的に感受すると想定される。そこで、体験により表現に質が発生し、
作品が生成される場面を分析することで，言語活動の重要性を認識することにつなげる。	 
	 
1．深層意識と言語	 
茂木は，質感の感受における経験について北極圏に住むイヌイットの人々と画家のパウ
ル・クレーの経験を例に次のように説明している。	 
	 
一年中雪や氷に囲まれた北極圏に住むイヌイットの人たちは，「白」を表す言葉を多数
持っているという。日本人は，感覚的クオリアにおいては，雪や氷が示す様々な「白」
の情報を同程度の豊さで捉えているはずである。しかし，日本人は，イヌイットの人
たちが発達させたような，白をその微妙なニュアンスにおいて切り分けるような，細
やかな志向性の体系を持っていない。	 
	 
ドイツの画家パウル・クレーは，アルジェリアへの旅行で，色彩に目覚めたというこ
とを告白している。もちろん，この告白は，クレーがアルジェリアに行くまで色の感
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覚的クオリアを感じていなかったということを意味しているのではない。クレーの告
白が意味しているのは，アルジェリアに旅行した時に，それまで持っていた感覚的ク
オリアのレパートリーに，より細かい志向性の網目が貼りつけられるようになったと
いうことであろう。	 
画家は，たとえそれに対応する言葉を持っていなかったとしても，一般人よりもき
め細かく，色に対する志向性のラベルづけをしているということになる。このような，
細やかな志向性のネットワークが成立して，初めて細やかに色を表す言葉も成立する。
15)	 
	 
つまり，イヌイットの人々もクレーも，自身の今いる環境において，日々の生活や芸術
を介し「質感」を感受し深層意識を構築している。しかし，イヌイットの人々のように種々
ある雪や氷と触れる日々がなければ，雪や氷を表す白の微細な違いを認識することはでき
ない。そして，クレーのように，旅行という経験を通じて，新たな経験をしたことで，こ
れまでの感じていたクオリアとの比較によって，その環境における色の豊さを感受するこ
とが可能となった。イヌイットの人々は，雪や氷の多い環境によって雪や氷に対する細か
な差異を築き，その色は言葉によって分けられ，共通の認識を築くこととなる。クレーが
色彩感覚に目覚めたのは，色に対する微細な違いを常に意識していたことが根底にある。	 
しかし，アルジェリアという場に行き，その環境に自身が入ったことで，クレーは新た
な感覚的クオリアを経験することができたと言える。環境と状況が経験に働きかけること
で，深層意識は築かれ，生活や芸術に反映されると言える。続けて茂木は，「言葉とは，脳
の中に豊かに発達した志向性のネットワークという氷山の，水面から上に出たほんの頂点
に過ぎないのである。」16)と言っている。つまり，深層意識は，膨大な量の情報を脳に築き，
その一部を言葉や美術表現として表出している。	 
ある環境において発生する質感の感受は，経験を通して深層意識となり心のなかに存在
している。このことは，ひとの豊かさを築き，人間形成の支えとなっていると言える。美
術教育において，質感の感受による経験は，これまでの経験や深層意識との差異を発生さ
せ，豊かな感性，言葉を生み出すことにつながる。つまりイヌイットの人々の「白」を表
す言葉と質感とは，経験を介して結ばれ，深層意識となって日々の生活を支えていると言
える。美術表現においても，色や形，素材による質感を感受し，深層意識に触れることで
絵画表現等に至っている。	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しかし，そこで感じたことを他者と共有するためには，言葉が欠かすことのできない要
素としてある。それは，事物のより細かな分化によって，表現を行う際の取捨選択が発生
することである。このことが，美術表現におけるクオリティとなって表れると言える。児
童生徒には，当たり前に表現へと展開している制作過程における経験を，意識的に表出さ
せ，質感を認識させることが必要である。	 
本研究で利用する擬態語（例：ごつごつ等）から感じられる感覚的な経験＜質感の感受
＞は，制作の段階を経ていくことで質的な変化が起き作品へと生成されて行く。この変化
を明解に確認するためには，制作者が感覚的な性質＜質感＞を認識することが必要となる。
つまり，「ごつごつした感じ」は，意識的な経験を通すことで言葉の持つイメージと感覚と
の照らし合わせが行われ，その経験は，言葉と質感につながりを与える。そのため，その
感覚は言語を介して他者と共有が可能となる。	 
自他において発生する感覚への問いかけは，明確な目的を持ちながら適切な表現を獲得
するために，思考が行われ，他者，環境によって相互的に感受すると想定される。体験に
より，表現に質が発生し作品が生成される場面を分析することで，言語活動の重要性を認
識することにつながる。「言葉を体験的に捉える」こと，つまり，擬態語(例：ごつごつ等)
からイメージした内容は，実際に物に触れるなど五感を通して観察し，その質感の感受と
言葉とを照らし合わせながら認識することで，美術教育における体験となって蓄積される。
蓄積された体験は，基盤となり，感覚と言葉とをつないだ美術表現として認識することに
なる。このような経験は，質感の感受を介して，言語，表現，実体験がつながりを持つこ
とを明確にするものであり，その思考は発展的に周辺へと影響を与え，自身の価値を築く
ことになると言える。	 
	 
2	 擬態語と「質感」との関係性	 
苧阪直行は，擬態語について次のように述べている。「擬態表現に共通してみられるのは，
それが視覚や触覚の感性を通して自己の身体図式や自己意識に根ざしていることである。」
さらに，「擬音語や擬態語は，感覚や身体行動を「運動」あるいは「動き」という次元で表
現する特性を持つと同時に，心の動きのダイナミックスを上手く表現するユニークな言語
である。」と述べている 17）。つまり，擬態語や擬音語は，言語の中でも特に感覚とともに
認識され，そこには，自己意識や運動としての働きがある。感覚に直接的に関係性を築く
ことで，幼児から大人まで共通して認識できる言語である，と捉えることができる。	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 筆者自身の経験として，駅で電車を待っている際に聞こえてきた親子の会話の中に，「手
をパッチンして」といった場面があった。これは，親子がお互いの手の平と手の平を勢い
よく一瞬合わせ音を鳴らすような行為であった。「パッチン」という言葉は，擬音語として，
手と手がぶつかる音を表しているが，その音には，「手を合わせて」や「手をぶつけて」と
いった言葉では認識できない性質が含まれている。「パッチン」という行為の中には，手の
平がお互いにぶつかるまでの速度や，あたる瞬間を想像させる性質を持っている。それが，
行為を行っている当人のみではなく，第三者である筆者にも認識が可能であるということ
は，恣意的であるという言語の性質とは異なる性質を持っている，と言えるのではないだ
ろうか。五感によって得た感覚が擬態語・擬音語の基盤を構成しているのであれば，そこ
には，自らの身体で体験し感じたことが言葉の意味をつくっており，この直接的な体験は，
他人も同様の経験を得ていることによって，より感覚的に共通の認識を持つことが可能と
なり，擬音語・擬態語にしか存在しない関係性が構築されていると言える。	 
言語には，一般にソシュールの言ったように，その音と意味に非必然的な性格がある。
しかし，擬音語・擬態語には，必然的とは言えないまでも，ある程度合理的な結び付きが
ある。つまり，五感を介して得た体験は，言語との結びつきによって「感覚の伴った言葉」
となる。	 
視覚的に体験したことや触覚的に体験したことが擬音語・擬態語となって表記された時，
ある程度の合理的な統一を持っており，それは，聞こえる音や身体における運動が共通性
を持たせる役割を担っていると言える。そこで，学校教育の中で擬態語を利用する意味を
導くと，質感を通じて得る言語＜擬態語＞には，他者との感覚による共通認識を可能にす
る点が上げられる。言語を通じて伝え合う行為の中には，人間の原始より続く「感じる」
こと，つまり，身体を通した感覚と言語との関係によって，言語の本質的な理解が得られ
る。さらに，美術教育の持つ美的質は，擬態語によって質感の獲得が発生し創造への入り
口が発生する。そして，質感から得た直接的な体験は，形や色と結びつき，新たな言葉の
意味を形成する。擬態語から得た「感じ」は，美術によって新たな要素を纏い，作品に「質」
を与えることなる。	 
	 続いて，「質」についてロックの論よりまとめ，言語＜擬態語＞と「質」との関係性をソ
シュールの論よりまとめる。	 
質の変化について佐々木健一は，ロックの考えを次のように示している。第一性質をか
さ，形，数，位置，運動／静止とし，第二性質を，第一性質から感官を経て得る色，音，
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匂い，味など観念としている。そして，その二つの構成に基づいて第三性質として美的な
質が現象するとし，「第三性質は，第一・第二性質を前提とし，それに依存するより高次の
性質である。」18)	 と言っている。例えば，撮影対象を擬態語を介在させず見たとしたら，
そこからは，第一性質であるかさや形，位置を主として捉えることができる。そして，擬
態語を介在させて同じものを見ることで，対象は，触覚や嗅覚，聴覚等を通じで，その質
感を得る。さらに，写真によって撮影され，それをもとに美術作品を制作することで，第
三性質へと変化する。つまり，意図的に擬態語を介在させ，写真を媒介することで，対象
から得られる質は変化すると言える。質の変化は，同時に言葉の概念の変化でもあると考
えられる。擬態語は，質感を通して感受したという経験によって新たな意味が加わり，擬
態語に対する言葉の概念は変化したと言える。	 
擬態語・擬音語は，身体感覚との直接的な結びつきがあり，五感から得た感覚は擬態語・
擬音語となって言語化されている。さらに，例えば，歩く行為を表す擬態語・擬音語には，
「トボトボ歩く」や「サッサッと歩く」「テクテク歩く」など，同じ歩くという言葉の意味
であったとしても，歩く速度や心情の違いを感じさせることができる。そこには，質感が
伴い「感じ」を言葉の中から感受することが可能となる。つまり，「歩く」ことの質の違い
を表現することが可能となる。そこで，擬態語・擬音語は，心情を表す言葉として，人間
形成に豊かさを与えることが可能な言語である，と想定できる。幼児時期より続く身体感
覚の伴った言葉の存在は，言葉に含まれる感情を色鮮やかに表現することへの基盤になる
と考えている。言葉の意味は，その鮮やかさを伴い，自身の言葉として生成すると言える。	 
	 
3	 擬態語を介した質感の感受と価値創造に関する理論	 
では，擬態語を感受することにどのような意味が含まれるのか。松原郁二は，「感受」に
ついて次のように述べている。	 
	 
感受するということは，人間が取り組む対象を得た瞬間にはたらく心情であり，ま
たは人間の夢が突然展開して観念の世界にビジョンを形成する活動である。この新し
く感受したものは，まだアナロジイなもので，カスミのような姿で未来像の理想化
（idealization）が動き出したところである。19）	 
	 
	 そして松原は，感受を含む価値創造活動の流れを図 3 のように示している。	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図を読み解くと，情操（感情）は「生来もっているものに次々と人生生活の諸経験を加
えて潜在するパーソナリティの母体となるもの 20）」とし，その情操が新しい情報を得たり，
具体的なモチーフをとらえたとき，情緒となって問題との対決が意識される。そして，問
題意識を持つことで，取り組む対象を得た瞬間に心情が働くことを「感受」したと位置付
けている。そして，問題意識によって芽生えた感受は，発想となって結晶化され，内的生
命力（soft	 ware）より抽出され，精神的真実界から具体的現実界計画への入り口を形成す
ることとなる。続いて具体計画によって，自身の知性的認識によって評価し，実現行動に
移せるよう思考計画する。その計画のもと，実現行動へと進み，行為によって実在として
の具体的な存在の生成へとつながる。そのことにより，新しく得た実像が成果となって表
れる。この一連の流れが，外的能力（hard	 ware）として生成されることを松原は，「文化
財のエッセンスや創造によって得た実力は，よりよく生きる人間のハードウエアとして，
	 
図 3	 価値創造活動における	 soft	 ware	 と hard	 ware の関係	 
（松原郁二，『人間性の表現と教育―新しい美術教育理論』，1972 年，p.45）	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新しく加えられた人間能力として生かされていくものである。」21）と述べ，そのことによ
って蓄積された知識，技術，感覚が潜在能力となって，新たな情操を形づくる，としてい
る。	 
では，美術教育における感じる力を形成するには，どのようなことを意図すればよいの
だろうか。	 
学習の基盤とはなにか。それは，「思考する身体」をつくることではないだろうか。五感
を介しこれまで得た知識を感情と共に表現することが，社会に生きるということである。
人間が意思を持ち，コミュニケートする環境は，心を築き，伝達し，読み取るといった一
連の関係性がなくして成立はしない。どれだけ膨大な知識を得たとしても，人間社会には，
心という抽象的な概念が存在し，それは，自身のみではなく他者も同様に持ち，感情を伝
え合うことで社会が成立している。時を感じること，風を感じること，色を感じること，
他者を感じることなど，人間社会は定まった事物よりも目には見えない，そして変化し続
ける事物によって構成されている。学校は，人間を育てる場であるとするならば，そこか
ら「心」の存在を無視することはできない。知識を得る児童生徒は，心を持った人間であ
る。そして，人間にとって多くの変化がある時期に，義務教育が存在するのは，心をつく
る時期であることが意味されていると言える。	 
そこで，現在学校教育で求められている言語活動は，言語を通したコミュニケーション
の能力の育成を行う一方で，心の世界を感じる経験を行うことが，言語活動によって形成
される必要があると考えている。つまり，本論文で言う「質感の感受」は，心を認識する
重要な役割を担っている。上記で例示したように，歩くという行為そのものに心を感じさ
せるのは，それを修飾する擬態語・擬音語の存在である。そして，美術教育では，この言
葉の印象を表現によって具現化し，色彩や形によって感情を表に提示することを行う。つ
まり，言葉に含まれる目に見えない心の形が，美術表現によって表現される。このことは，
感じたことを表現する力，つまり先ほどの社会のことに当てはめて考えると，自身の思考
を表に出す力に置き換えることができる。言語活動は言葉を使う訓練や，コミュニケーシ
ョン能力を育成することと同時に，質感の感受を通し体験的に言葉を認識することが求め
られる。これは，体験の経験化を示す上で欠かすことのできない過程の一要素を担ってい
ると言える。	 
松原郁二は価値創造について次のように述べている。	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人間は，実存的な生活の場で，何かの問題と対決して，具体的にその問題解決に当た
りハードウエア（外的能力）を駆使してそこに結果を出してみて（価値を創造して）
はじめて，その人らしさが第三者にわかるし，自分でも知ることができるのである。
そのこととは逆に，人間がいかに多くのハードウエアを，百科事典ほど充実して持っ
ていても，それは，ばらばらの部分能力のままであって，一つのまとまった価値には
なっていないのである。すなわち人間は，絶えず自己に対立する問題と対決し，自己
のハードウエアを駆使しながら，その問題を解決する行為の中で，またその成果とし
て得た仮の姿によって，自己を肯定していくものであって，人間は常に，対象ととも
に生きるところに，その真の姿を見ることができるのである。すなわち価値創造の中
に人間性の表現を見ることができるのである。22）	 
	 
また，丸山圭三郎はソシュールの言葉を用い，次のように記述している。	 
	 
創造的活動は，結合活動にほかならず，新たなる結合の創出である。しかし，この
結合はいかなる素材から構成されるのか。それらの素材は外部から与えられるもので
はない。ラングがラング自身の中から汲みあげねばならないのだ。ラングは，自らの
布地を用いて作ったつぎはぎ細工から成るドレスである。23)	 
	 
つぎはぎの小片である言葉は，自らの経験によって概念が形作られたものであり，それ
が組み合わさり創造は構築されている，と捉えることができる。つまり，そこには独創性
が内在していると考えられる。つぎはぎそのものは一人一人の唯一無二の感覚によって存
在し，またその組み合わせも決して他人と同じになることはない。さらに，その構築は必
ずしも一直線に進むものではなく，組み直すことで新たな面を見出すことにつながる。汲
み上げられた言葉は周囲と差異を築き，質となって作品に反映されると言える。	 
	 つまり，美術表現における言語は，言葉の概念が周囲との摩擦によって構築され，その
概念が高次となり美術表現としての意味を成り立たせる。美術科教育における活動を通し
ての質感の感受は，言葉の高次化を可能にし，ソシュールの語る「既成の意味の受け渡し
をしているのではなく，これまでは存在しなかった意味を生産している」という言葉につ
ながる。生徒は，擬態語の概念を，表現媒体との関係性による思考を経て，意味のつくり
変え，新たな概念構築を行う。このことは作品化によって得ることであり，作品は制作過
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程を経て重層化される。	 
	 この一連の流れは，人間にとっての普遍的なことであり，美術表現に関わらず様々な事
物の「質」に関わる内容であると考えている。擬態語を介在させた質感の感受は，人間の
原始より持つ力にアプローチすることで，美術教育における教材としての有効性を示唆し，
美術教育における他媒体への横断的な活用を現実的なものとする。	 
この第 2 節では，美術教育において「質感」を感受させる方法を論究した。第 1 項では
深層意識と言語との関連について，茂木の理論より，イヌイットの人々とクレーの事例を
基に論じた。第 2 項では，擬態語と「質感」との関係性について，擬態語の言葉の持つ性
質について苧阪と金田一の理論を用い論究し，ロックの質に関する分類を基に，質感の差
異によって形づくられる言語の概念についてソシュールの理論を用い論じた。第 3 項では，
松原とソシュールの理論より，擬態語を介した質感の感受と価値創造との関係性について
論究した。	 
	 
4	 言葉の生成と体験との関係性についての構造	 
佐々木正人は，視覚と触覚との関係を『からだ：認識の原点』の中で，視覚について次
のように触れいている。	 
視覚に属するとされる距離，大きさ，空間内の位置などの知覚のような，視覚に特権的
と考えられている性質は，触覚的な経験によって始めて可能となるものにすぎず，視覚に
固有な対象の性質は光と色の 2 つしかない。見るということは，手で触れて対象を知るこ
と，すなわち触覚的な対象把握の「徴し（マーク）」にすぎない，としている 24）。常に外
界と接している「見る」という感覚は，その意識下において，その他の感覚が「見る」こ
とを成立させている，と捉えることができる。このことの構造について佐々木は，図 4 の
ように示し，次のように述べている。	 
	 
我々が意識的体験として経験するのは，海面の上に顔を出した，感覚体験のほんの一
部を占める「見る」ということにすぎない。実はその下部には，他の感覚モダリティ
ーに由来する数倍の感覚体験の層が重なり横たわっている。そして我々は意識下にあ
って見えをもたらしている“下位”の感覚的起源の存在について通常はまったく自覚
することができないというわけだ。25）	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 つまり，言葉と感覚とのつながりから言えば，何かを見るという行為と，その時の言葉
とのつながりには，必ず他の感覚器官が関係をしていることになる。触覚を含む他の感覚
器官が内包していることによって，視覚を通した質感の認識が可能となると言える。触れ
た感じ，聞こえてくる音，その場の匂いを感じることの体験は，見たものが徴となって記
憶されると言える。	 
人間形成が，様々な感覚を得て身体と心を築いていくこととするならば，言葉の持つ豊
かさを，言葉の意味の理解のみではなく，感覚との関係性を築く中で認識することが重要
であると言える。このことは，環境や状況によって言葉の意味が変化する中において人間
の営みが成立していることを踏まえると，その重要性は明らかと言える。そして，質感の
感受を特別な経験にするためには，学びのなかで視覚や他に感覚器官と言語との結び付き
に意識を向ける必要がある。	 
第 2 章第 2 節では，色の感じ方の違いについて，その違いは環境において発生すること
をイヌイットの例で示した。視覚が意識下に存在する触覚的な対象把握の「徴し（マーク）」
にすぎないということは，「見る」という行為が視覚と触覚との相互関係において成立して
いることが理解できる。雪の存在を生命の境界線となるものと認識するイヌイットの人々
にとっての雪と，一年間の中で数日のみ感じ生活に大きな支障をきたさない人々にとって
の雪とでは，触覚を通して得る雪の性質は異なる。そのため，視覚においても感じとるこ
	 
図 4	 感覚優位の「層理論」	 
（佐々木正人，『からだ：認識の原点』，東京大学出版会 p.38）	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との質に違いが表れる。微細な差を感じとる力は，経験を通じた五感の感受による体験に
よって形成される。イヌイットの人々は，生活を介した感覚の経験により雪を分化するこ
とが可能になったと言える。その結果，雪を見れば，様々な自然現象について推測が可能
となり，行動をすることができる。このことは，質の差を読み解く力として，芸術活動に
とってはクオリティを示していると言える。	 
つまり，本論文に置き換えると，擬態語という質感の感受を発生させる言語の存在が，
「見る」という行為に質的な違いを生じさせる。デジタルカメラを持ち対象を「見る」こ
と，またさらに言語に対する意図的な質感へのアプローチによって「見る」という行為は，
意識下においてイヌイットの人々の様に，目的のための意味を生成することになる。	 
佐々木が「見るということは，手で触れて対象を知ること，すなわち触覚的な対象把握
の「徴し（マーク）」にすぎない」と述べた様に，目じるしとなる「見る」という行為を触
覚とともに発展的に扱うことで，美術における質感の感受はクオリティを持った目的＜表
現＞のための手段となる。「見る」という意識の中に，発生する触覚や他の感覚器官による
感受が内在しているということは，裏を返せば，触覚や他の感覚器官による感受の変化に
よって「見る」という行為に変化を与えることとなる。触覚による質感の感受の複雑化，
強化は，同時に視覚の目的を明確化することにつながると捉えることができる。感覚の総
合的な発展，つまり，視覚情報のみを意識化するのではなく，同時に全ての感覚を意識の
深層で扱うことで，美術における個のこだわりを見出すことができる。	 
例えば，作品を鑑賞する際にも，見る行為によって，質感を感受する中で，自身のこれ
までの経験において体験した感覚に置き換えることが考えられる。実体験として得た経験
が，作品の色や形，質感と自身とをつなぎ，感受となって意識に働きかける状況が形成さ	 
れることは，作品を読み解くことの本質的な意味になると言える。視覚における「見る」
行為のなかに，他の感覚器官による質感の感受を同時に，そして意識的に発生させること
で，作品を深く読み解くことや，自分なりの感性における読み解きが可能となる。	 
続いて，意識と言語との関係について，丸山は次のように述べている。	 
	 
世界のロゴス化とは，それまで分節されていなかったマグマの如き生体験の連続体
に区切りを入れて，これを観念なり事物なりのカテゴリーとして存在せしめることな
のである。26)	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つまり，言語が認識されるには，連続的に発生している意識体験が前提となる。そして，
その意識体験が実体と共に差異化されることで分節され，意味の形成が始まると考えるこ
とができる。	 
	 
そして，表層のロゴスと深層のロゴスとの関係では，意識としてのランガージュをラン
グとして表層へと押し出すために，これまでの自身の経験がその差異化を行う。連続的に
発生する意識体験は，自身の経験という判断材料によってラングとして他者に伝達可能な
物として示すこととなる。そしてそれは，丸山が示す図 5 のように，ラングとランガージ
ュは分別された存在ではなく，共に有する意識のなかで発生する。深層のロゴスとして下
	 
図 5	 意識と無意識の構造	 
（丸山圭三郎，『言葉と無意識』，講談社，1987 年，p.180）	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意識や潜意識において，コードなき差異や象徴が流動するなか，信号となって物象化され
ることで，視覚として情報が感受されている。人が常に表層意識において言葉を用いるこ
とは，深層意識より表層意識への物象化の存在が，常に受ける感覚を特定した視点として
得ることを可能にしている。そのコントロールは，差異化された言葉が深層意識に働きか
けることで始まる。本論文においては，その役割として，擬態語が設けられる。感覚は擬
態語によって深層意識に触れ，深層のロゴスとして常に流動する象徴のような存在を五感
によって獲得し，差異化によって表層のロゴスとして明瞭化する。	 
言葉の本質的な理解を求めたとき，そこにはその言葉の持つ質感について理解する必要	 
がある。茂木は，このことを次のように述べている。「例えば，『さわやか』という言葉を，
心の中でしばらく共鳴させてほしい。その時に感じるある種の抽象的なクオリアが，『さわ
やか』という言葉の意味を支えているのだ。」27）つまり，言葉の意味や理解には，人間の
持つ感じる力が，言葉の理解，言葉の意味を構築している。丸山が述べていたように，幼
児が電車というものの意味を，比較によって徐々に理解して行ったように，言葉の意味は，
「感じる」ことが入り口となって，内容の比較を行い構築して行くと言える。つまり，感
覚が唯一無二である以上，言葉における他者との完全な一致は存在していないことになる。	 
	 言葉の意味は，人間同士のつながりや暗黙の了解によって存在する不安定で，曖昧なも
のである。しかし，その反面，共通の記号としての言葉は，自己の中でのみ明瞭であった
「感じ」を，外部に示し伝えることを可能にする。そして，その記号によって，他者が何
を感じているのかということを，自身の中にある感覚と照らし合わせることで，理解する
ことが可能となる。抽象的な感覚を他者が理解可能なものとして外界に示したものが記号
としての言語であり，その言語が理解可能であるということは，同様の感覚を経験したこ
とがあるということとなる。	 
言語理解にとって，言葉と経験との結び付き，そして，自身の感覚を伝え合うことの経
験に大きな意味がある。学校教育において，個の中に発生する感覚を伝え合うことは，言
葉の意味をつくる経験となる。言葉の本質的な意味は，経験によって得られた要素を伴い
常に更新され，新たな意味として形づくられるものである。このことは，個から外界に向
け発信することで，必要になるため，他者の存在が必要不可欠となる。学校教育において，
自身以外の児童生徒に，得た感覚を伝える行為は，言葉の意味を得ることにつながり，言
葉の本質的な理解にとって，重要な役割を担っている。つまり，図画工作，美術によって
発生する感じたことを色や形で示すことは，感じたことの抽出であると同時に，言語化に
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よって言葉の意味を進展させる機会でもあると言える。抽象的で個人に委ねられる感覚を
言葉とつなげ，他者と共有する経験は，言葉の意味を更新させることとなる。	 
言葉の存在に対し，経験が意味の更新を行う。そこで学校教育において，感じたことを
示す行為，つまり，質感と言葉のつながりを理解し，言葉の意味として構築することは，
言葉の本質的な理解の場となる。	 
そこで，本研究では，ひとつの言葉を用いて，その言葉の持つ質感を他者と共有しなが
ら作品化する経験の流れのなかで，言葉の意味が体験によって更新されることを示す。経
験の複合によって言葉の意味は形づくられるとするならば，言語活動の重要性が問われる
現在の学校教育において，図画工作，美術を介して得た質的経験は，感覚の共有としての
言語の重要な学びを担っていると言える。	 
	 
	 続いて，苧阪の示す図 6 より言葉の認識において，擬態語・擬音語がどのように認知さ
れているかを論じ，擬態語利用の意味を論究する。	 
	 
五感を通して入力された情報は言語表現系において感性伝達および知識伝達の二つ
のルートに分かれると想定されている。前者は「感性フィルタ」を通って擬音・擬態
表現されるのに対して，後者では程度をあらわす副詞によって量的，質的な知識が表
                   
	 
図 6	 擬音語・擬態語の認知モデル	 
（苧阪直行，『感性のことばを研究する	 擬音語・擬態語に読む心のありか』，新
曜社，p.7） 
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現される。28)	 
	 
ここに感覚的言語としての重要性がある。感性フィルタを通して表出された表現は，そ
こに，身体感覚による認識が内在している。つまり，その言葉の音の響きによって，これ
までの自身の経験に触れ，感覚的に認識が発生する。ここに，言語が恣意的である，と言
い切れない言語としての特徴がある。苧阪（1999）によれば，擬態表現に共通して見られ
るのは，それが視覚や触覚の感性を通して自己の身体図式や自己意識に根ざしているもの
であるとしている。苧阪はさらに，擬音語・擬態語について「擬音語や擬態語が主観的な
知覚印象の質（クオリア）を的確に運ぶキャリアーであり，主観印象をアフォードする（担
う）はたらきをもつことに気づいた。」29)と述べ，擬音語・擬態語を「クオリアの言語」30)
と示している。	 
つまり，人が何かを感じ表現するということは，連続体となって存在する膨大な感覚情
報より経験との照らし合わせが発生し，そのなかより特定した感覚の感受，または，共有
が行われる。そこには，原始より続く質感の感受が擬態語・擬音語に含まれ認識されるこ
とにより，途切れることのない膨大な感覚情報に差異を築き，特定された感覚として感受，
伝達が可能となる。	 
図画工作，美術の授業内で，言葉と質感とのつながりを築くことは，美術表現をより具
体化する一方で，広がり続けるイメージに特定した言語によって身体感覚や心情を含ませ
た表現へと導くこととなる。このことは，恣意的である言語に共通の感覚を築き，伝達す
るといった大きな役割を担っている。美術表現によって構築された「感じる力」は，心の
世界を明瞭化し表現を介した意思伝達を可能にする。	 
本論文では，見るという行為に擬態語とデジタルカメラを介すことで，言葉を特定の角
度で捉え，意識に働きかける構造を構築する。擬態語をきっかけに，外界の刺激を感受し
体験を得て，これまでの経験が象徴をつくり，デジタルカメラによって物象化する流れを
つくる。このことにより，美術作品として意識の表層へと押し，言語化＜表現＞が生成さ
れる。ここに，本研究の核が存在する。そこで，この流れが認識できるよう図式化を行い
図 7 に示す。	 
	 図 7 では，言葉の生成が体験を介して生まれることを図で示している。内界と外界との
関係性について，氷山に例え，海から出て見えている部分を外界とし，海の中の見えてい
ない部分を内界とし，その構造を利用し図解している。	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体験の場面では，環境と状況によって場がつくられ，そこで児童，生徒は，外界からの
刺激を受ける。それは，学校での美術の授業という環境において，グループにて擬態語を
介した五感による観察を行うという状況が，質感の感受を発生させている。そして，それ
は意識に触れ体験となり深層意識へと浸透して行く。その際，過去の経験によって想像，
予測，判断を行い，対象を認識することへと導く。人が生きている限り行う感覚の受容は，
大半が意識下に留まっている。常に五感が働いている状況において，視点を絞り深層意識
に触れることは，表層意識へ表出させ，それを基に新たな創造を行うことが可能となる。
このことは，美術作品制作において個性を意味している。唯一無二の経験は，深層意識を
	 
	 
図 7	 体験を介して生まれる言葉の生成	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構築し，それによって美的基準が設定されることで，判断が行われる。感性の層は，この
連続によって築かれ，言葉と表現を形づくっている。つまり，過去の経験に内在すること
は，これまでの生活を通したすべてであり，芸術を形づくっている内容も，このことが基
盤となっていると言える。授業実践では，児童，生徒が深層意識に触れることで作品が生
成される点を，過去の経験を想起し言語化する点や，他者の意見によって自身の思考に変
化が起こる点などから，目の前に起こっていることを表面的に判断しているのではなく，
これまでの経験に照らし合わせた判断が行われているとし，そこに本研究の重要な課題が
あるとし分析を行う。そして，感じることを介して質感の感受が発生し，体験の経験化が
起こり言葉の意味，または美術作品が生成されることを実践場面より示すことを行う。	 
	 感性の層とは，筆者によって定めたものである。図 7 で示した様に，環境と状況によっ
て外界に触れることで刺激が発生する。その刺激は，意識に触れること（体験）によって
生じ，深層へとアプローチする。質感は，感性の層によって感受が可能となり，それが美
術に対する自身の尺度となる。このことにより，芸術を認識し感じることを可能にする。
そして，体験の経験化によって深層意識は，事物や心を複雑に維持し，新たな刺激を表層
へと押し上げることを行う。押し上げるきっかけとなるのは，新たな場における事物との
関わり，環境，状況との関わり，他者との関わりによって発生する。表面化した言語や美
術作品は，新たな感性の層の一部となって，価値基準を構築することとなる。そこで，本
研究における「刺激」の役割を担うものとして，擬態語を用い感覚を意識的に感受するこ
とと，写真を用いて観察の際に注視する行動を発生させ，視点の絞り込みを行うこととす
る。	 
	 言葉や美術作品は，体験を通して経験化され，表現として言語化，イメージ化され感性
の層へとにじみ出ると言える。質感の感受が唯一無二の存在であることから，言葉が感覚
を介して生成されることは，言語が恣意的であることの理由となる。美術教育において，
段階的に言葉が自身の中に構築されていく過程や同じ言葉であったとしても，他者との微
細な差異を認識することの体験は，言語の本質的な理解と経験になると言える。	 
	 この図によって，「言葉の生成は，体験を介して生まれる」ことが提示された。このこと
が授業内で段階的に認識され，言葉との結びつきに明確な指標を設け作品化することが，
体験の経験化において重要になると言える。	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第 2 章のまとめ	 
第 2 章では，美術科教育における「質」に関する基礎理論を示した。第 1 節では，デュ
ーイと茂木の「質」に関する理論を整理し，本研究の主題となる「質感」に関する基礎理
論を導出した。デューイは哲学の立場から，茂木は理論神経科学の立場から，自然の中の
性質でも数量等として捉えることのできない色や音等を第 2 性質と捉え「感覚的性質」ま
たは，「質感」と特定していることを導出した。	 
	 第 2 節では，美術教育において「質感」を感受させる方法を提示した。第 1 項では，深
層意識と言語との関連について，第 2 項では，擬態語と「質感」との関係性について論じ
た。美術教育において意識的に質感を表す擬態語を媒介させることで，質感の取捨選択が
行われ，そこに発生する深層意識は言語とつながりを築き作品制作に反映されることを論
じた。環境によって築く深層意識が蓄積されることで表現と結びつくことを，イヌイット
の人々と画家のパウル・クレーの事例によって示し論じた。そして，意識の表出や変化が
美術表現として明確となり，言葉の意味がつくりかえられることを論究し，人間にとって
普遍的なことに触れ，原始より持つ力にアプローチすることで，美術教育における「擬態
語」と「質感」との教育的意義を提示した。第 3 項では，擬態語を介した質感の感受と価
値創造との関係性において，内的生命力としての情緒より外的能力への一連の流れを松原
の論より示した。感受は，問題意識を持つことで，取り組む対象を得た瞬間に心情が働く
ことであり，新たな発想への入り口となっていた。この一連の連続した流れによって生ま
れる経験が，人間を形成していることを導出した。第 4 項では，言語の持つ意識について，
丸山の言う表層のロゴスと深層のロゴスとの関係から論究した。ラングとランガージュは
分別された存在ではなく，共に有する意識のなかで発生し，深層のロゴスとして下意識や
潜意識において，コードなき差異や象徴が流動するなか，信号となって物象化されること
で，視覚として情報が感受されている。人が常に表層意識において言葉を用いることは，
深層意識より表層意識への物象化の存在が，常に受ける感覚を特定した視点として得るこ
とを可能にし，このことを擬音語・擬態語に置き換えた時，五感を通じて身体と言語をつ
ないでいることを導出した。このことを基に，本論文における全体を捉える内容として筆
者が導きだした「言葉の生成は，体験を介して生まれる」ことの理論について図とともに
論究した。	 
第 3 節では，擬態語を利用することの教育的効果について導出した。言語の中でも，擬
音語・擬態語に関しては恣意的とは言えない要素があるとされることを論じた。つまり，
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音の響きや，状態を表す語には，身体を介した感覚がその言葉を支えているため，初めて
聞いた擬音語・擬態語であったとしても，そこにはその言葉から感じられるイメージが，
自身の経験をもとに直感的に連想され感じとることが可能となる。そこには，共通性があ
る。幼児期より，このような状況や動作を言葉に変換し，意味と結びつける経験をするこ
とで，イメージの力は形成され，言葉の認識が始まることを示した。	 
	 質感を感受するために擬態語を用いるが，本論では，擬態語の利用を次の 3 つの内容で
行うことを示した。①擬態語から質感をイメージすること，②五感を媒介した外界からの
直接的な刺激による質感の感受，③擬態語を介して得た①と②の体験を基に美術作品へと
展開する際に発生する質感の感受，となる。①は，自らの経験を基に擬態語の持つイメー
ジを想起し，質感を感受する。直接的な五感による感受ではなく，過去の経験が質感を発
生させている。過去の経験には，直接的な体験が含まれ，その記憶が対象の擬態語にイメ
ージを与えている。②に関しては，物の置かれた環境，状態を含め物質を直接感じる。そ
こから得られる刺激が，擬態語と結びつくことで質感が発生する。③に関しては，これま
での自身の経験が美的感覚を抽出し，擬態語と関係性を築き表現へと生成される。	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第 3 章	 美術科教育における写真活用の意味	 
	 
	 
	 
第 3 章の目的は，美術科教育における写真活用の意味を整理することである。そのため
に，第 1 節では，美術科教育の写真活用の変遷をまとめ，第 2 節では，美術教育における
写真の位置付けを論じる。	 
	 
第１節	 美術科教育における写真利用の変遷	 
	 
第 1 節は美術科教育における写真利用の変遷についてまとめる。そのために，第 1 項で
は，映像メディアと美術科教材との関係を論じた先行研究を整理する。第 2 項では，戦後
の中学校学習指導要領美術科における「写真」の取り上げ方を整理し，学校教育における
「写真」の教材としての位置付けと特徴を整理する。第 3 項では，戦後中学校美術科教科
書における教材としての「写真」の取り上げ方にについて整理し，教科書での教材として
の「写真」の特徴を整理する。	 
	 
1	 美術科教材と映像メディアの関係を論じた先行研究	 
	 映像メディアと美術科教材との関係について論じた先行研究は，以下のようなものがあ
る。	 
1）相田隆司（1998）「生徒の周辺を写真映像で作品化させる試み―生徒は写真を通して何
を表現するのか―」1)	 この研究は，生徒の冬休み期間を通じて，生徒の周辺を題材に作品
化することを実践したものとなる。生徒の作品と感想文の分析を通じて相田は，身体的な
活動や直接体験の重視といった方向性と平行して映像を体験させる実践を，今後ますます
重視する必要があることを示している。	 
2）赤木恭子（2001）「美術教育における映像メディアの「対話性」に関する研究―イメー
ジによる経験を中心に―」2)	 この研究は，映像メディアと現在における人間との関係構造
を，「対話」という一つの教育的概念から捉え直し，現代における教育の在り方と，そこか
ら導かれる映像メディアによる造形行為を活用したこれからの美術教育の在り方について
考察している。	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3）佐原理（2011）「美術教育における映像メディアの活用で育む多重知性―体験的映像教
育のための構造を授業実践から考える―」3)	 この研究では，体験を基にした映像メディア
教育の可能性について考察している。ハワード・ガードナーによる多重知性論を基に小学
校での実践から言語的知性，論理・数理的知性，音楽的知性，視覚/空間的知性，身体・運
動的知性，対人的知性，内省的知性，自然。博物学的知性の 8 つの項目で考察を行ってい
る。	 
4）佐原理（2011）「美術教育における映像メディアの位置づけ―教科書にみる映像メディ
ア教育の方向性―」4)	 この研究は，映像メディアを美術科教育におけるメディア教育の視
点からガイドラインの整理を行い，開隆堂・光村図書・日本文教出版が出版する平成 21
年度版中学校美術の教科書を調査対象とし，3 社の映像教育に関する力点の差を提示した
ものである。	 
	 以上の美術科教育と映像メディアとの関連を論究した先行研究の特徴と，写真と質感を
教材の核とする本研究との違いを整理すると次の通りである。1）は，生徒と映像との関わ
りについて，生徒自らの日常生活を撮影する経験を通して，「自分にとってのメディア」を
見つけ出させることに視点を置いている。映像メディアを介することで，生徒が自身の日
常生活にどのような発見をし，そこから何を思考したのかに目的があり，撮影者の写真を
媒介させたことで発生する心情に，研究としての意義があると読み取れる。つまり，本研
究で求めている質感そのものの感受ではなく，生徒による撮影行為の経験を通して，写真
＜映像＞の存在について改めて思考させることに重点が置かれている。2）は，映像メディ
アの対話性について論究し，映像メディアの多元的な働きによる能動的な創造行為は，自
己の内外，周辺世界との相互作用を構築するとし，そこに人間教育の一環として存在する
美術教育の存在意義を示している。3）は，小学校第 6 学年を対象に，描かれた絵が次第に
消える夜光塗装と LED ライトを使いイメージの重なり合いによる表現を実践している。こ
の内容は，絵画と動画的映像表現，パフォーマンスとして捉え，映像メディア教育の視点
を持ち合わせた複合的メディアを横断的に活用するインターメディアな実践と示されてい
る。4）は，中学校美術科教育における映像メディアについて，開隆堂・光村図書・日本文
教出版，3 社における力点の違いを，方向性の類別によって分析し，各社の傾向を提示し，
美術科教育における映像メディアのこれからの方向性を示している。	 
先行研究からは，質感を介した映像メディアと児童生徒との関係性や，そこから得られ
る従来の美術科教育とのつながりについて論究した内容は，発見できなかった。	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2	 戦後中学校学習指導要領美術科にみる「写真」の扱い方の特徴	 
ここでは，我が国の戦後の中学校学習指導要領美術科における「写真」の扱い方を整理
し，学校教育における「写真」の教材としての位置付けと特質を整理する。	 
写真が中学校美術科教育でどのように認識されていたのかを明らかにする。学習指導要
領の昭和 22 年から現行までを対象とし，美術科における「写真」に関しての記載の有無に
ついて，確認を行う。確認データは，昭和 22 年から平成 15 年までを文部科学省の学習指
導要領データベース作成委員会によって作成された「学習指導要領データベース」5)	 にて
確認を行う。平成 20 年は，「中学校学習指導要領	 平成 20 年 3 月告示」6)	 にて確認を行う。
それらを整理したものが表 1 の学習指導要領にみる「写真」に関する記述である。	 
写真について，教科書と学習指導要領から教材としての内容を確認することで，美術科
教育における時代ごとの「写真」に対する方向性が確認可能となる。	 
	 
表 1	 学習指導要領による「写真」に関する記述	 
中学校学習指導要領	 
年度	 内容－表現としての写真利用（※資料としての写真利用に関しては，除く）	 
昭和 22
年	 
	 （記載なし）	 
昭和 26
年	 
図画工作教育の受け持つべき領域を考え，だれにも必要な基礎的な表現力
としては，一応次にあげるものが考えられよう。	 
―色や形を通して，思想・感情を平面的に表現する能力……絵画的表現・
図的表現，写真など。	 
	 	 
美的能力や，鑑賞力を余暇善用の助けとする能力―趣味的な写真撮影をす
る。	 
	 	 
	 黙劇および活人画	 
―スライドの製作は，おもに幻燈スライドを製作することが，学校におい
ては中心になろう。その形式・作画方法など適切に指導することである。	 
	 なお，スライドは，自作するとともに，他のフイルム・写真乾板を利用
することなども効果のあるものであるから，目的によって他の材料をじゅ
うぶんに利用することがよい。	 
昭和 33
年	 
＜第 1 学年＞第 1 学年においては，生徒の経験や興味を生かし，次のよう
な身近なものについてのびのびとデザインをさせる。	 
―物の配置配合	 文字や写真の配置配合，掲示板内の配置配合など適宜選
んで指導する。	 
昭和 44
年	 
	 （記載なし）	 
昭和 52
年	 
	 （記載なし）	 
平成元
年	 
	 （記載なし）	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平成 10
年	 
＜第 1 学年＞デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことがで
きるよう指導する。	 
―伝えたい内容を図や写真・ビデオ・コンピュ－タ等映像メディアなどで，
効果的で美しく表現し伝達・交流すること。	 
	 	 
＜第 2・3 学年＞絵や彫刻などに表現する活動を通して，次のことができる
よう指導する。	 
―表したい内容を漫画やイラストレ－ション，写真・ビデオ・コンピュ－
タ等映像メディアなどで表現すること。	 
	 	 
＜第 2・3 学年＞デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことが
できるよう指導する。	 
―伝えたい内容をイラストレ－ションや図，写真・ビデオ・コンピュータ
等映像メディアなどで，分かりやすく美しく表現し，発表したり交流した
りすること。	 
平成 15
年	 
＜第 1 学年＞デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことがで
きるよう指導する。	 
―伝えたい内容を図や写真・ビデオ・コンピュ－タ等映像メディアなどで，
効果的で美しく表現し伝達・交流すること。	 
	 	 
＜第 2・3 学年＞絵や彫刻などに表現する活動を通して，次のことができる
よう指導する。	 
―表したい内容を漫画やイラストレ－ション，写真・ビデオ・コンピュ－
タ等映像メディアなどで表現すること。	 
	 	 
＜第 2・3 学年＞デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことが
できるよう指導する。	 
―伝えたい内容をイラストレ－ションや図，写真・ビデオ・コンピュータ
等映像メディアなどで，分かりやすく美しく表現し，発表したり交流した
りすること。	 
平成 20
年	 
＜全学年＞各学年の「A 表現」の指導に当たっては，生徒の学習経験や能力，
発達特性等の実態を踏まえ，生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技法，
材料などを選択し創意工夫して表現できるように，次の事項に配慮するこ
と。	 
―美術の表現の可能性を広げるために，写真・ビデオ・コンピュータ等の
映像メディアの積極的な活用を図るようにすること。	 
	 
以上の中学校学習指導要領による写真に関する記述の内容は，次のような内容である。
まず，昭和 26 年度版では，基礎的な能力の向上のために，色や形を通して思想・感情を平
面的に表現する能力とし，「絵画的表現・図的表現，写真など」と記載されている。その他，
余暇の楽しみ方として，「趣味的な写真撮影をする」とし，学校外活動を紹介している。昭
和 33 年度版は，身近なものをデザインするといった内容のなかに，「物の配置配合	 文字
や写真の配置配合，掲示板内の配置配合など適宜選んで指導する」と記載されている。	 つ
まり，構成の一部としての写真利用であり，表層的に捉えていると言える。昭和 44 年度版，
昭和 52 年度版，平成元年度版と記載はなく，平成 10 年度版，平成 15 年度版は，デザイン，
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工芸，絵画，彫刻等に対し二次的な活動として，作品の伝達や交流を目的とした視覚的効
果を高めるための写真等の活用が読み取れる。平成 20 年度版は，写真・ビデオ・コンピュ
ータ等の機器の活用を通して，アイディアに幅を与え，技法や材料の選択から創意工夫し
美術表現に至ることが求められていると読み取れる。	 
中学校学習指導要領の中から，写真について書かれていることをまとめると，利用目的
の違いはあるものの以下のように分類できる。①感情表現のための表現技法の一つ，②画
面構成のための利用，③作品の伝達，交流のための二次的な活用，④表現意図に合わせ選
択する表現媒体の一つとしての活用，となっている。一方，カメラ機器を有することで発
生する活動の発展性や，生徒と写真との間に発生する行為に内在する内的世界へのアプロ
ーチなどが示された内容を発見することはできなかった。	 
	 
3．中学校美術教科書における教材としての「写真」の扱い方の特徴	 
ここでは，戦後中学校美術教科書における教材としての「写真」の取り上げ方にについ
て整理し，教科書での教材としての「写真」の特徴を整理する。	 
我が国の戦後の中学校美術の教科書に掲載された「写真」について，3 社の教科書を対
象に調べた。対象学年は中学校第 1 学年，第 2 学年，第 3 学年とする。調べる方法として
は，対象となる教科書の全頁から写真に関連する内容を確認する。それらを整理したもの
が，教科書による「写真」に関する記述は，表 2・表 3・表 4 である。	 
	 
表 2	 教科書による「写真」に関する記述（1）	 
開隆堂出版株式会社	 
文部
省検
定年	 
教科書
名	 
頁（空欄
は記載
なし）	 
写真の利用	 
昭和
29 年	 	 
図工 1	 	 	 	 
	 	 図工 2	 p.15	 『立体視』	 
「立体写真」	 
「フォトグラム（写真かげえ）」	 
	 	 図工 3	 	 	 	 	 
昭和
30 年	 
中学生
の造形
1	 
最終頁	 
折り込
み	 
『彩色法』	 
「フォト・プラスティック」	 
	 	 中学生
の造形
p.21	 『写真の美』	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2	 
	 	 中学生
の造形
3	 
	 	 	 	 
昭和
32 年	 
改訂版	 	 
中学生
の造形
1	 
最終頁	 
折り込
み	 
『彩色法』	 
「フォト・モンタージュ」	 
	 	 改訂版	 	 
中学生
の造形
2	 
	 	 	 	 
	 	 改訂版	 	 
中学生
の造形
3	 
	 	 	 	 
昭和
36 年	 
美術 1	 p.31	 『文字や写真の配置』	 
「見やすく美しい配置や掲示の仕方」	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
40 年	 
美術 1	 p.28	 『写真のはり方』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 43 年	 記載なし	 
昭和
46 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 p.10	 『空想の世界』	 
「置き換えの効果を生かして」	 
	 	 	 	 p.26	 『ポスターのデザイン』	 
「伝え方をくふうして」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
49 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 p.10	 『空想の世界』	 
「置き換えの効果を生かして」	 
	 	 	 	 pp.24-25	 『ポスターのデザイン』	 
「生活のなかからテーマを選んで」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
52 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.10-11	 『構想を描く』	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 55 年～平成元年	 記載なし	 
平成
4 年	 
美術 1	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 美術 2，
3 上	 
p.17	 『イメージを組み合わせると』	 
	 	 	 	 p.26	 『切る，合わせる，生まれる』	 
	 	 	 	 p.30	 『住む街をアピールする』	 
	 	 美術 2，
3 下	 
	 	 	 	 
平成
8 年	 
美術 1	 pp.36-37	 『試してみよう C，G』	 
「コンピュータ機能を生かして表す」	 
	 	 美術 2，
3 上	 
p.5	 デビット・ホックニーの写真作品を紹介	 
	 	 美術 2，
3 下	 
pp.34-35	 『写真の魅力』	 
「瞬間を表現」	 
平成
13 年	 
美術 1	 pp.22-23	 『光と遊ぼう』	 
「ひかりの美しさを楽しんで」	 
	 美術 2，
3 上	 
pp.22-23	 『はてなワールド』	 
	 	 pp.42-43	 『人間ウオッチング』	 
	 	 美術 2，
3 下	 
pp.22-23	 『写真の魅力』	 
「さまざまな表現」	 
平成
17 年	 
美術 1	 pp.10-11	 『見ること発見』	 
「光のちがいを感じてみよう」	 
	 	 	 	 pp.34-35	 『光は友達』	 
「光でかざる」	 
	 	 	 	 pp.40-41	 『伝えよう，私の歩み」	 
	 	 美術 2，
3 上	 
pp.20-21	 『撮りたい私の一瞬』	 
「写真表現の魅力」	 
	 	 	 	 pp.26-27	 『伝達のデザイン』	 
	 	 美術 2，
3 下	 
p.14	 『パブリックアート』	 
	 	 	 	 p.17	 『仏像物語』	 
	 	 	 	 pp.20-21	 『夢が広がる映像世界』	 
平成
23 年	 
美術 1	 p.5	 『表現の始まり』	 
「見ること発見」〈光の美しさを探そう〉	 
	 	 	 	 pp.30-31	 『変化させる絵』	 
「動きや光を使って」	 
	 	 	 	 p.35	 『美しさの交流』	 
「自分の見方を大切に」〈身近な美しさを紹介しよう〉	 
	 	 美術 2，
3	 
p.13	 『写真を構成して』	 
	 	 	 	 pp.24-27	 『驚きの世界へ』	 
「形や色のトリック」	 
	 	 	 	 pp.42-43	 『デザインする心』	 
「イラストレーションを楽しむ」〈カードや本に生かし
て〉	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表 3	 教科書による「写真」に関する記述（2）	 
日本文教出版	 
文部
省検
定年	 
教科書
名	 
頁（空欄
は記載な
し）	 
写真の利用	 
昭和
30 年	 
中学図
画工作
1	 
	 	 	 	 
	 	 
中学図
画工作
2	 
pp.16-17	 『図案の技法』	 
	 	 
中学図
画工作
3	 
	 	 	 	 
昭和
32 年	 
図画工
作 1	 
	 	 	 	 
	 	 
図画工
作 2	 
p.11	 『写真の美』	 
	 	 
図画工
作 3	 
	 	 	 	 
昭和
36 年	 
美術 1	 p.32	 『はり方，ならべ方』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 40 年～平成元年	 記載なし	 
平成 4
年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 
美術
2.3 上	 
	 	 	 	 
	 	 
美術
2.3 下	 
p.43	 『現代美術』	 
平成 8
年	 
美術 1	 pp.38-39	 『心をつなぐデザイン』	 
	 	 
美術
2.3 上	 
pp.14-15	 『視点を変えて』	 
	 	 	 	 pp.34-35	 
『映像表現にチャレンジ』	 
「写真やビデオを使って」	 
	 	 
美術
2.3 下	 
pp.34-35	 『写真から映像の世界へ』	 
平成
13 年	 
美術 1	 p.43	 	 	 
	 	 
美術
2.3 上	 
pp.10-11	 『見方を変えて』	 
	 	 美術 pp.5-7	 『映像表現の広がり』	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2.3 下	 
平成
17 年	 
美術 1	 pp.4-5	 
『つくり出す喜び』	 
「身近な場所で」	 
	 	 
美術
2.3 上	 
pp.4-5	 『新鮮な見方で』	 
	 	 	 	 pp.16-17	 『映像表現の広がり』	 
	 	 	 	 pp.24-25	 『伝えよう大切なこと』	 
	 	 	 	 pp.28-29	 『もう一つの目』（鑑賞）	 
	 	 
美術
2.3 下	 
	 	 	 	 
平成
23 年	 
美術 1	 p.6	 『身近にある形や色彩から』	 
	 	 	 	 pp.18-19	 
『顔をつくる』	 
「さまざまな材料や技法を使って」	 
	 	 	 	 pp.40-41	 
『光の美しさを求めて』	 
「自然の光を感じて表そう」	 
	 	 
美術
2.3 上	 
pp.6-7	 『私との対話』「表すことで見えてくる自分自身」	 
	 	 	 	 pp.38-39	 
『「まとめる」方法と工夫』	 
「伝える効果を考えたデザインをしよう」	 
	 	 	 	 p.42	 『写真撮影の第一歩』	 
	 	 
美術
2.3 下	 
pp.16-17	 『新鮮な見方で』「日常の情景に心をとめて」	 
	 
	 
表 4	 教科書による「写真」に関する記述（3）	 
光村図書出版株式会社	 
文部
省検
定年	 
教科
書名	 
頁（空欄
は記載な
し）	 
写真の利用	 
昭和
26 年	 
造形 1	 	 	 	 	 
	 	 造形 2	 	 	 	 	 
	 	 造形 3	 最初の頁	 『近代造形の変遷』	 
	 	 	 	 pp.12-13	 『フォト‐モンタージュ』	 
昭和
28 年	 
近代
造形 1	 
	 	 	 	 
	 	 
近代
造形 2	 
	 	 	 	 
	 	 
近代
造形 3	 
pp.20-21	 『写真』	 
昭和
30 年	 
造形
改訂
版 1	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造形
改訂
版 2	 
	 	 	 	 
	 	 
造形
改訂
版 3	 
pp.18-19	 『写真』	 
昭和
36 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 p.17	 
『平面構成』	 
「いろいろな方法で平面構成をする。」	 
昭和
40 年	 
美術 1	 p.23	 『分割と配置の美を求めて』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
43 年	 
美術 1	 p.30	 
『表紙』	 
表紙のレイアウト例	 
	 	 	 	 p.32	 『ポスター』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
46 年	 
美術 1	 p.31	 『ポスター』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 p.16	 
『抽象』	 
「形や色で心の内部を表わす」	 
昭和
49 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 p.16	 
『抽象』	 
「形や色で心の内部を表わす」	 
昭和 52 年～昭和 58 年	 記述なし	 
昭和
61 年	 
美術 1	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.28-29	 
『情報との出会い』	 
「内容を強く明快に表す」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
平成 1
年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.28-29	 
『情報との出会い』	 
「内容を強く明快に表す」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
平成 4
年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 
美術
2・3 上	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美術
2・3 下	 
	 	 	 	 
平成 8
年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 
美術
2・3 上	 
pp.10-11	 
『表現する工夫』	 
「コラージュ，フロッタージュ，デカルコマニー」	 
	 	 
美術
2・3 下	 
	 	 	 	 
平成
13 年	 
美術 1	 pp.12-13	 『ちょっと立ち止まって』	 
	 	 	 	 p.16	 『ひとの思いが伝わってくる』	 
	 	 
美術
2・3 上	 
pp.10-11	 『その一瞬をとらえる』	 
	 	 	 	 pp.14-15	 『自分の風景を見つける』	 
	 	 	 	 p.34	 『イメージを伝える』	 
	 	 	 	 pp.42-43	 『体験しよう，写真と映像	 東京都写真美術館』	 
	 	 
美術
2・3 下	 
	 	 	 	 
平成
17 年	 
美術 1	 p.16	 『ちょっと立ち止まって』	 
	 	 	 	 pp.32-33	 鑑賞しよう『光と影をとらえる』	 
	 	 
美術
2・3 上	 
pp.26-27	 表現しよう『レンズがとらえた光景』	 
	 	 
美術
2・3 下	 
pp.12-13	 
表現しよう	 伝えること，伝わること①	 
『絵や写真で伝えよう』	 
	 	 	 	 pp.18-19	 表現しよう『画像を素材に』	 
平成
23 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 
美術
2・3 上	 
pp.28-29	 『社会に生きるデザイン』	 
	 	 
美術
2・3 下	 
pp.10-11	 
『視点を組み合わせて』	 
「カメラを使って」	 
	 	 	 	 p.39	 
映像メディアに関する技法と用具『撮る』	 
「カメラで写真を撮る」	 
	 
以上の戦後中学校美術教科書にみられる「写真」の取り上げ方には，次のような特徴が
ある。フィルムを使用するアナログの時代は，写真をフォトグラム，フォトモンタージュ，
コラージュとして利用し，続いて，印刷物として，ポスター等の視覚効果を意図したもの
に利用されている。そのため，写真の配置や文字と写真の構成など，デザインの分野にお
いて多く利用されていることが読み取れる。つまり，直接的なカメラ機器の活用よりも，
印刷された写真を利用した画面構成が目的であったことが確認できる。デジタルカメラの
出現以降は，平成 7 年にカシオから普及型・低価格デジタルカメラ「ＱＶ10」7)が発売さ
 86 
れ，大ブームとなったことをきっかけに，家庭や学校のなかでデジタルカメラが活用され
る。教科書において，平成 8 年以降の題材には，カメラ機器の直接的な利用を通して教材
化する傾向が増えている。さらに，パソコンとプリンタの利用によって，学校内での活用
がより身軽になったと考えられる。教科書に記載されている写真を利用した教材は，デジ
タルカメラの誕生が大きな転機となっていることが読み取れる。	 
教科書に記載された写真に関する表現を，表現方法の違いにおいて分類すると，以下の
ようになる。	 
① 「加工による写真表現」による表現。例として，フォトモンタージュ，コラージュ，
フォトグラム，ＣＧなどがある。	 
② 「構成を主とした写真利用」による表現。例として，ポスター，表紙，アルバムな
どがある。	 
③ 「撮影による作品化（未加工）」による表現。例として，白黒写真（アナログ，デジ
タル），カラー写真（アナログ，デジタル）による直接的表現などがある。	 
④ 「他の表現へ変容した写真」による表現。例として，アニメーションなどの動画へ
の転換がある。	 
近年の美術科教育の教科書にみられる写真の利用についての記述は，基本的に「カメラ
を通して何が撮影できるのか」といった内容が主であり，撮影者がカメラで対象を撮影す
る際の身体へのアプローチや，経験を通しての内的な出来事との対峙について焦点化した
課題についての記述を発見することはできなかった。これを踏まえ，新たな教材を思考す
ると，撮影行為によって得られる一枚の写真の中には，児童生徒のこれまでの多くの経験
が撮影行為，また撮影された写真への意識と関係を築いていることに目を向け，教材とし
て成立させることが重要と言えるのではないだろうか。さらに，他者との関わりも同様に，
カメラを通じて新たな意識が立ち上がることにも注目する。そもそもカメラは，シャッタ
ーを押すために必然的に対象物と向き合うことになる。そのことは，写真を通じた制作行
為にとって大きな意味を持つと言える。カメラは，撮影対象との距離を縮め，撮影者と対
象物との関係を直接的に築くことが可能となる。それは，撮影する際に必ず手にするカメ
ラによって，対象と対面することが含まれるからであり，撮影対象との距離が，触覚など
五感を通して感じることで得られる質感を，より具体的なものへと導いてくれる。このこ
とにより，これまでにはなかった視点による写真を利用した教材を，提示することが可能
になる。	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第２節	 美術科教育における写真の位置付け	 
	 
第 2 節では，美術科教育における写真の位置付けを論じることである。そのために，第
1 項では，芸術表現としての写真の発展について論じ，第 2 項では，美術教育における写
真＜デジタルカメラ＞活用の意味について論じる。第 3 項では，映像メディアにおける写
真について述べる。	 
	 
1	 芸術表現としての写真の発展	 
ピエール・ブルデューは写真の役割・機能について以下のように述べている。	 
	 
写真を撮りそれを保存し，眺めるという行為は，以下の五つの点において充足をもた
らすことができる。すなわち「時間に対する保護（la	 protection	 contre	 le	 temps），
他者との意志疎通と感情の表現（la	 communication	 avec	 autrui	 et	 l’expression	 des	 
sentiments），自己自身の実在化（la	 realsation	 de	 soi-meme），社会的威信（le	 prestige	 
social），娯楽あるいは気晴らし（la	 distraction	 ou	 l’evasion）」である。より正
確に言えば，写真は，例えば時間が破壊したものの不思議な代替物を提供したり，記
憶の欠落を補ったり，付随的な思い出を喚起する媒体の役割をしたり，要するに，破
壊力としての時間を克服する感情をもたらすことで，時間の経過によって引き超され
ている苦悩を超克する手助けの働きをするであろう。第二に，過ぎ去った瞬間を共に
生き返らせたり，喚起したい関心や情感を他人に呈示したりすることを可能にするこ
とで，他者との疎通を容易にするであろう。第三は，それはまた，例えば表現された
事象を不思議な仕方でわが物とすることや，またそれは心をときめかす仕方あるいは
風刺的な仕方で再創造することなどで，写真家に彼独自の「力量」を自覚させたり，
また「自分の情感をより強く味わう」機会を与えたり，更には芸術的意図を表現する
ことや，技術的腕前を顕示することを可能にしたりすることによって，「自己実現」の
手段を写真家に与えるであろう。第四に，それはまた，技術的壮挙あるいは個人的な
出来事（旅行や大行事のような）の証言，さらにはこれ見よがしの出費の証拠という
ような形式で，威信の充足をもたらすであろう。最後に遊びという仕方で気晴らしや
単なる娯楽の手段を提供するであろう。反対に「経済的抑制，失敗や嘲笑への怖れ，
さらには面倒を避けたいという願い」，そういったものが実践への主な障害となるであ
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ろう。8）	 
	 
ブルデューが述べた写真の役割と機能の五つは，写真の性質を意味し，図 8 で示すよう
な，社会・日常生活・美術という場面において，それぞれの根底となって構成されている。	 
	 
図 8	 写真の利用範囲について	 
	 
カメラの普及はコンパクトカメラの誕生によって一家に一台となり，デジタルカメラの
普及でより気軽に撮影が可能となった。何より日常化させたのが携帯電話のカメラ機能で
ある。	 
携帯電話のカメラ機能は，携帯電話にカメラが搭載されたものであり，日常的に持ち歩
く携帯電話に写真撮影機能が合わさることで，手軽に記録が可能となっている。この機能
が，写真を見せる，見るといった行為をさらに日常化させたと言える。現在では，スマー
トフォンが多く利用され，高機能なデジタルカメラの役割も担っている。スマートフォン
については，明確な定義はないが，パーソナルコンピュータの特徴が取り入れられた携帯
電話の備わったデジタル機器と捉えることができる。さらに，通信機器の備わっているカ
メラ付き携帯電話やスマートフォンは，撮影した写真をその場からメール機能によって送
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信が可能であり，時間に差があまりない状態で写真を共有するすることができるようにな
った。つまり、現在の，写真を撮影してから見せるまでの速度が速くなったことは，情報
そのものの重さと意味に変化が生まれたと言える。	 	 	 
写真を撮影する目的は，自身の興味あるものを集めること，記録として残すことなど，
人それぞれである。像を定着させる行為は，イメージを伝えたいという欲求であり創造行
為である。この行為は，美術においてとても重要なことであり，撮影することは目的のた
めの手段であるが，自身のイメージを人に伝えるというアートの基本を日常のなかで体感
していることになる。人が，何かを創造することやそれを提示する行為は，生活を豊かな
ものにすると考えている。写真は，技術の進歩と生活形態の変化で誰しもが日常的に接す
る道具となり，生活のなかでの画材として捉えることができると考えている。	 
映像化されたものが氾濫する現代において，何を真実とし何が表現なのかは定かではな
いが，日常化された写真をアート作品として価値づけるための概念設定や表現方法は，美
術教育において写真の価値，芸術性を伝え理解させる上で欠かせない問題ではないだろう
か。写真という一つの媒体から多義にわたって表現形態が発生することの理解と，授業の
なかで，学生が表現者となってアートを実感するうえで，普段から接する機会の多い写真
は馴染みやすい素材になると考えている。美術教育のなかで，絵画と同等に写真が扱われ，
提示されることは，日常生活と美術がつながりを持っていることの理解になると言える。	 
芸術表現としての写真の発展は，絵画と比較するとその歴史はまだ浅い。しかし，様々
な場面で利用され，定着している。その多様性によって人々は，写真を芸術作品としてあ
まり認識していないように感じられる。写真を専門とする美術館として 1990 年に東京都写
真美術館が開館するが，歴史的に見てもまだ浅いと言える。美術館等の文化施設の有無が，
美術を専門としない人々にとっての芸術への判断基準でもあり，そうすると，写真は絵画
や彫刻に比べると認知度が低いということが言える。しかし，芸術分野において写真は，
作品の価値としての指標を示す世界的なオークションにおいて，絵画の価格と並ぶ内容で
取引がなされている。その要因として大きな影響を与えたのは，コンセプチャル・アート
だと考えられる。その分野の作家は，概念を具現化するための媒体として利用している。
自身の思考をもっとも端的に伝えられることが，利用価値を生んだと考えられる。	 
写真表現は，20 世紀初頭よりヨーロッパでの前衛芸術運動をきっかけに美術表現として
利用され，様々な表現手法によって発展してきた。現在は，小・中学校における美術教育
の教材としても，注目されるようになってきた。しかし，美術教育における写真利用の可
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能性はまだまだ未知数である。教科書においても，時代とともに写真表現の掲載は，内容
を変えているが，そこには写真表現に対する明確な指標はなく，表現手法を伝えるまでと
なっている。写真表現は，多岐にわたっている。ただ撮影することを目的とするのではな
く，制作過程に発生する質感の感受や作品の意味を思考することなど，芸術作品が作品と
して成立することを同時に理解可能となる内容が求められる。	 
写真は，現在の美術市場において芸術としての作品価値の確立までには，印刷とデジタ
ルの普及が大きく関わっていると考えられる。情報交換がリアルタイムに可能となったこ
とで，「瞬間」に対しての価値が変化し，写真の価値，絵画の絵画性に対し影響を与えた。
このことは美術そのものが部分での消費，表現ではなく，グローバルに発信することで，
ひとつの情報が一部の価値から世界共通の認識となった。このことで，新たな芸術的価値
が見出されたと考えられる。この「瞬間」に対する価値の変化は，写真にとって，そして
絵画にとっても大きな変容のきっかけとなったと言える。	 
写真の確立と進化は表現のみに限らず，人々の物事を捉える速度に影響を及ぼした。科
学の変化による人々の価値観の変化は，時代を映し出す芸術にとっても大きな変化を生む
こととなる。そこで，写真は絵画にどのような影響を与えたのだろうか。芸術表現として
写真が認められるまでには，絵画との比較が否応なしについてくる問題であった。写真の
誕生によって絵画の持っていた意味に変化が生じ始めた。絵画表現のための資料・記録媒
体から始まり，写真そのものの作品性，概念として利用される写真，と様々な役割に変化
し，写真としての表現が確立されてきたと考えられる。そこには写真の誕生によって，絵
画の表現領域が大幅に変化したきっかけがあると考えている。フェルメールに始まり，ウ
ォーホルやリヒター，タイマンスを読み解くと，絵画表現にとって写真の役割は大きな意
味を持っていることが理解できる。そして，その背景には，報道や広告と言った社会の中
で成立した写真の概念が欠かせない基盤として存在する。	 
	 
2	 美術科教育における写真＜デジタルカメラ＞活用の意味	 
美術科教育における写真活用の意味はどこにあるのか。本研究では，デジタルカメラを
活用するが，その際に言語活動としての擬態語からイメージすることをさせる。	 
生徒は，擬態語を感受するうえで，生活の一部である学校の空間を利用し，その場を意
図的に見ることを行う。そして，触れたり，近づいて見たり遠くから見たりし，対象との
関係を築く。その時，何ともなかった日常的風景のなかから，意識的体験に基づく質が発
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生する。つまり，自身が対象から感じ，感受したことで，その対象は何気ないものから，
質を伴ったものへと変化する。チャーマーズは意識体験について次のように述べている。	 
	 
われわれが知覚し，思考し，行動するときには，つねに因果関係と情報処理が渦を巻
いて駆けめぐっているが，そうしたプロセスは通常，その主体に知られずに進行する
わけではない。そこには内的な側面もある。（中略）意識体験の範囲は，生き生きした
色彩感覚から，背景に漂うごくかすかな香気にまで及ぶ。9)	 
	 
とし，さらに「体験されたこれらの質には，すべて大きな開きがある。しかしそのすべて
が，心が内的に営む生の突出した部分をなしている。」10)と述べている。デジタルカメラで
撮影対象を観察的に探すことで，目的に対し，確認，思考を繰り返し行い，そこに自身の
価値，感覚のモニタリングを発生させる。擬態語を設定したことで，その言葉の持つイメ
ージと視野に入るものとの比較が行われる。連続的に思考は展開され，より創造的に対象
を感じ取ろうと意識が研ぎ澄まされてゆく。このことはデシタルカメラの特徴でもある液
晶モニターによって可能となる。フィルムカメラには無かった機能である。つまり，意識
した対象をデシタルカメラを媒介し撮影する。すると，その場において確認を行うことが
可能となる。自身の感じたことを撮影によって具現化し，その具現化されたものと自身の
持つ価値，イメージとの照らし合わせが行われ，判断される。言葉を指標とし，そのイメ
ージは五感より感受されデジタルカメラによって捉えられる。この一連の行為には，日常
的な空間にありながらも，自身の意識によって美術的価値を対象に与える事が可能となる。
そこには，デジタルカメラを介することで発生する創造性が立ちあがっていると考えるこ
とができる。デジタルカメラの液晶モニターにより，フィルムカメラとも異なる瞬間的な
判断が可能となる。そして，短時間の間に自身の価値観による取捨選択が行われ，そこで
は，感じ取った質感に対して，より適切な表現を得ようとする行為へとつながる。この行
為は質の伴った表現へと展開され，言葉から思考が始まる。様々な質感に触れ，感じるこ
とでイメージが立ち上がり，さらに，デジタルカメラを媒介することで，イメージが具現
化され，言葉，質感，イメージがデジタルカメラによってつながりを持つことになる。	 
学校教育において，意図を持って経験することで，短時間に焦点化した質の感受を体験
できるうえ，言語化によってより具体的なものになると考えている。デジタルカメラは，
その繋ぎの役割を担い，質の体験に対し有効的であると考えている。さらに，日常生活で
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よく利用されるデジタルカメラを使うことで，写真を利用した美術作品がより身近なもの
であることを認識し，創作意欲を引き出す手助けにもなっていると言える。撮影行為はシ
ャッターを押すだけと思われがちであるが，その行為のなかには，構図の選択，周囲，想
い，時間，記憶，撮る側と撮られる側(もの)との関係性などによる短時間での思考と選択
による個性の表出などが行われる。カメラという機材を利用することは，誰でも撮影可能
であり，技術による戸惑いが少ないことにより，自身の視点を導きだし提示することが容
易になる。そして，そのプロセスのなかにこそに学びの価値があると言える。	 
今後様々な場で，写真媒体の利用が増える中，そこで発生する自身の感覚をいかに認識
し，抽出できるかが重要である。技術的に，戸惑うことなく使えることにより，素直に感
性が見えてくること，そして，写真そのものが芸術表現として自律したものであることの
理解を重要視する必要がある。	 
	 
3	 映像メディアにおける写真について	 
広域に捉えると写真は美術教育のなかで，映像メディアに含まれる。明確な線引きはで
きないが，美術科教育におけるフィルムを使用するアナログの時代とデジタル機器を使用
する現在との映像メディアの認識は異なる，と考えている。フィルムを使用するアナログ
の時代は，写真を利用した教材に，写真の印刷された紙面をもとにフォトモンタージュや
フォトグラムなどを扱っていた。それに対し，デジタル機器を使用する現在は，デジタル
カメラ，携帯電話，パーソナルコンピュータ，ビデオ，ビデオゲーム，インターネット等
が日常にあり，そこから映像メディアの教材に対する認識が生まれている。つまり，アナ
ログの時代とデジタルの時代とでは，映像メディアが児童生徒を取り囲む環境の量と質が
異なり，そのことにより，美術科教育における映像メディアの概念は変化したと言える。	 
映像メディアは，人々の生活全体にとって，必要不可欠なツールとなり，美術科教育に
おいても，そのことを踏まえた概念へと変化した。つまり，これまでは美術科教育のなか
で補助的な位置にあった映像メディアだが，現代社会を反映した美術科教育の在り方を考
えると，そこには映像メディアを通して美術を経験することの重要な役割が内在している
と導き出せる。	 
今日の社会全体では，デジタル機器を介して情報を共有することや表現することが当た
り前となっている。さらに，インターネットの出現により，それを取り巻く環境は常に変
化の中にあると言える。その変化は，人々の行動にも大きな影響を与え，社会と人々の双
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方に影響を与えている。では，美術科教育の求める映像メディアの活用においても，その
変化に歩調を合わせ，関係を築くことが求められているのだろうか。	 
港千尋は現代に起こる映像環境の変容について，写真・映画・テレビに続く第四の革命
とし，次のように言っている。	 
	 
単に技術的な革命や今までになかった表現方法を手に入れるということにとどまるも
のではない。マルチメディアは，映像の見方やわたしたちの世界の認識に変化を要求
するような，本質的な問題を含んでいる。11)	 
	 
つまり，技術的な進化と同時に，人々のこれまでの価値観とは異なる別な価値観，または
認識が発生していることに本質的な問題があると読み取れる。それは，インターネットの
普及により，情報の速度は劇的に変化し，それによって個人ないし集団において，静止画
や動画を問わず共有を可能にした。さらにデジタル化は，個人的な技術でも十分に優れた
画像の加工を可能とし，結果として，出来事に対する「事実」も大きく揺れ動いている。	 
	 そのような環境の中で生きる我々は，その認識のもと映像を捉えていることが現実とし
てある。しかし，この変化は，情報化社会における人間の営みそのものであるが，人間と
しての一側面にすぎないとも言える。それを操作するのも人間であり，受け取るのも人間
だからである。では，これからも変化を続ける情報化社会におけるメディア環境において，
美術科教育の中で何を支えとし，それらを活用すればよいのか。	 
港が述べているように，世界の認識は，情報の速度，インターネットや映像メディアの
発展によって大きな変化が起こったことは確かである。そこには，世界規模での情報の共
有化といった面に対し，自宅にいながら，あたかも何かを体感したと思い込むといった面
もある。しかし，社会と人間との関係性が変化したとしても，美術を介して得る豊かさを
感じる部分は普遍的であると考えている。それは，人間が原始より変わらず持ち続けてい
る「感覚すること」で得られる「質感」が常に存在していることにある。例えば，ねこの
毛に触れたときの感覚や，森を歩いた時に湿った空気を肌で感じることなどである。	 
様々なメディアが意識・無意識的に人々の内側に入り込んでいる現在，そこには，人々
の意識の変化は否めない。しかし，どのような環境においても普遍的に存在する感じる力
を育て，豊かな感性を構築することは，人間形成において重要な学びと言える。多くの情
報が飛び交う環境は，感覚の散漫を意味すると言える。自身が何に興味を持ち，どのよう
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な感性を持つ人間であるのか，といった意識を芽生えさせることは，自己を確立させるこ
とにつながる。	 
質感の感受については，絵画や彫刻等の従来の美術科教育における課題の中で，素材に
触れ制作行為が行われることで自然と発生している。しかし，映像メディアを介した美術
表現の場合，絵画や彫刻のように何かに触れ創造する工程とは異なる質を持つこととなる。
例えば写真作品による質感の感受を例にすると，撮影行為は一瞬であるものの，撮影する
までに行う観察行為は広い視野の中，1 枚，2 枚と撮影を重ねることで得られる段階的な思
考，または質感の感受が展開される。そして，そのことを強く誘導するのが，撮影の環境
と状況である。段階としては，撮影の際，周囲の環境に触れ感受すること，そして，撮影
行為を介して得られる感覚，さらには，紙媒体となって出力された写真を見たときに得る
質感が工程としてある。段階に合わせ各々の質感の感受が発生している。	 
そして映像メディアは，他の教材との連動を目的とした意識を構築することが求められ
る。本論文で言えば，写真を用いた教材によって，日常生活と美術表現との関係を構築し，
豊かな感性を安定的に維持できるよう「感じる力」を人間の基礎とし育てることが含まれ
ている。	 
第 2 節では，美術教育における写真の位置付けを論じた。第 1 項では，芸術表現として
の写真の発展について，写真が芸術における価値を構築する流れを論じた。第 2 項では，
美術教育における写真＜デジタルカメラ＞活用の意味について，デジタルカメラを介すこ
とで発生する感覚について論じた。第 3 項では，映像メディアにおける写真について，こ
れまでの映像メディアと現代の情報化社会によって築かれている映像メディアとを比較し
論じた。	 
	 
第 3 章のまとめ	 
第 3 章では，美術教育における写真活用の意味を論じた。第 1 節では，美術教育におけ
る写真利用の変遷を先行研究から捉え，続いて，戦後中学校学習指導要領より「写真」の
扱い方と特徴を論じ，中学校美術教科書により，教材としての「写真」の扱い方の特徴を
論じた。この 3 点の項目より総合し，これまでの美術教育における写真活用では，言語を
介した質感の感受が写真作品と結びつき，深層意識にアプローチするなどの，児童生徒の
内的世界に関わるという視点は構築されていなかった，と論じた。このことは，本研究の
独自性として着目した点である。	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第 2 節では，美術科教育における写真の位置づけを論じた。まず，美術の動向から全体
を俯瞰し写真の存在について述べた。続いて，美術科教育における写真＜デジタルカメラ
＞活用の意味とし，デジタルカメラを利用した撮影行為において発生する身体的特徴につ
いて論じた。このことで，撮影行為そのものに美術教育における教育的価値が見出された。	 
さらに，美術作品の本質が危ぶまれる現代のデジタル化された情報化社会を概観し，美
術教育への影響や映像メディアの概念の変化を示した。しかし，本研究のテーマとなる「質
感の感受」は，大きく変化する時代の流れのなかにおいて，変わらぬ存在として位置し，
継続する感覚として必要不可欠であることを論じた。	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第 1 部第 3 章の註	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するのか―」，『美術教育学』第 19 号，1998 年，pp.1-13。	 
2)	 赤木恭子「美術教育における映像メディアの「対話性」に関する研究―イメージによる
経験を中心に―」，『大学美術教育学会』第 34 号，2001 年，pp.17-24。	 
3)	 佐原理，「美術教育における映像メディアの活用で育む多重知性―体験的映像教育のた
めの構造を授業実践から考える―」，『名古屋文理大学紀要』第 11 号，2011 年，pp.87-96。	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版局，1990 年，pp.18-19。	 
9)	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白揚社，2001 年，p.24。	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第 1 部のまとめ	 
	 
第 1 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論となる。	 
	 第 1 章では，美術教育における「言語活動」のための基礎理論を示した。第 1 節では，
学習指導要領より言語活動が求められる経緯と，図画工作・美術における言語活動の目的
を示した。第 2 節では，ソシュールと丸山の理論から言語構造を基に，美術教育における
ラングとランガージュとの関係，また，美術教育における表層意識と深層意識について触
れ論究した。言語の認識を一義的な捉え方ではなく，深層の意識を含み解釈することで，
美術教育における言語活動の目的を示した。	 
第 3 節では，美術教育における言語活動の特質について論じた。言語活動について論じ
た先行研究を，分析し，美術教育における言語活動に対する認識を確認する。さらに，感
覚器官と言語との関係を美術教育の視点で読み解き，体験的に言葉を捉えるために「擬態
語」を活用することの可能性を論じた。	 
	 第 2 章では，美術科教育における「質」に関する基礎理論を示した。第 1 節では，デュ
ーイと茂木の「質」に関する理論を整理し，本研究の主題となる「質感」に関する基礎理
論を導出した。デューイは哲学の立場から，茂木は理論神経科学の立場から，自然の中の
性質でも数量等として捉えることのできない色や音等を第 2 性質と捉え「感覚的性質」ま
たは，「質感」と特定していることを導出した。	 
	 第 2 節では，美術教育において「質感」を感受させる方法を提示した。美術教育におい
て意識的に質感を表す擬態語を媒介させることで，質感の取捨選択が行われ，そこに発生
する深層意識は言語とつながりを築き作品制作に反映されることを論じた。環境によって
築く深層意識が蓄積されることで表現と結びつくことを，イヌイットの人々と画家のパウ
ル・クレーの事例によって示した。そして，意識の表出や変化が美術表現として明確とな
り，言葉の意味がつくりかえられることを論究し，人間にとって普遍的なことに触れ，原
始より持つ力にアプローチすることで，美術教育における「擬態語」と「質感」との教育
的意義を提示した。	 
第 3 章では，美術教育における写真活用の意味を論じた。第 1 節では，美術教育におけ
る写真利用の変遷を先行研究から捉え，続いて，戦後中学校学習指導要領より「写真」の
扱い方と特徴を論じ，中学校美術教科書により，教材としての「写真」の扱い方の特徴を
論じた。この 3 点の項目より総合し，これまでの美術教育における写真活用では，言語を
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介した質感の感受が写真作品と結びつき，深層意識にアプローチするなどの，児童生徒の
内的世界に関わるという意図的な視点は構築されていなかった，と論じた。このことは，
本研究の独自性として着目した点である。	 
第 2 節では，美術科教育における写真の位置づけを論じた。まず，美術の動向から全体
を俯瞰し写真の存在について述べた。続いて，美術科教育における写真＜デジタルカメラ
＞活用の意味とし，デジタルカメラを利用した撮影行為において発生する身体的特徴につ
いて論じた。このことで，撮影行為そのものに美術教育における教育的価値が見出された。	 
さらに，美術作品の本質が危ぶまれる現代のデジタル化された情報化社会を概観し，美
術教育への影響や映像メディアの概念の変化を示した。しかし，本研究のテーマとなる「質
感の感受」は，大きく変化する時代の流れのなかで，変わらぬ存在として位置し，継続す
る感覚として，学校教育において必要不可欠であることを論じた。	 
以上の第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論の研
究から，論文の主題に関して，次の 3 点が導出された。①美術教育と言語との関連につい
ては，美術教育において言語としての擬態語を介在させることは，個人の深層意識や感覚
とのつながりをつくることを可能にする。②美術教育と質感との関係においては，擬態語
を介在させることで質感の取捨選択による感受が可能となる。③美術教育における写真と
いう表現媒体を活用することの意味については，言語を介することで質感の感受を獲得さ
せることにおいて有効である。	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第 2 部	 美術教育における言語活動を介して得られる質感に関す
る実践的検証	 
	 	 
	 
第 1 章	 言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築	 
	 
	 
	 
質感は，言語との関わりによって，不明瞭だった抽象的なイメージを具体化させ，的確
な表現へとつながる。そこには，対象を感覚的に捉えるだけではなく，生徒一人一人の深
層意識が関わりを持ち，美術表現へと生成させ撮影対象を切りとるだけではない個の深層
意識に迫った表現の獲得や，他者との質感の共有が存在する。擬態語を介在させることは，
そこから発生する質感の感受によって想像力を働かせ，視覚のみに頼るのではなく，触覚，
聴覚といった他の感覚器官も創作活動を支える。さらに，活動はグループで行うことで，
会話が生じる。つまり，擬態語より撮影者の唯一無二の感覚が対象を捉え，言語活動を介
し共通認識を持って作品化される。	 
本研究では，デジタルカメラを介して行われる質感の感受に重点が置かれ，感受した質
感は，他者との共有化が自身の感覚との差異を生み，その関わりによって質の伴った表現
が生成されること，そして，その一連の行為を支える媒体として言語があると捉える。言
語活動は，不明瞭な事物を質感の差異から認識し，明確化する。実践授業において，この
一連の流れを構築する。	 
	 
第 1 節	 基礎理論より活動への展開	 
	 
基礎理論では，美術教育における「言語」「質感」「写真」についてそれぞれ論じた。そ
こで，この基礎理論を土台とし，授業観察と実践授業を行う。活動を行う対象は，小学校
と中学校とする。授業観察は，小学校第 2 学年を対象に行う。授業実践は，小学校では，
第 1 学年と第 5 学年を対象とし，中学校では，第 1 学年を対象とする。実践授業の内容は，
以下の 3 点を基に構築する。①美術教育と言語との関連については，美術教育において言
語としての擬態語を介在させることは，個人の深層意識や感覚とのつながりをつくる。②
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美術教育と質感との関係においては，擬態語を介在させることで質感の取捨選択による感
受が可能となる。③美術教育における写真という表現媒体を活用することの意味について
は，言語を介することで質感の感受を獲得させることにおいて有効である。	 
授業実践を行う対象学年は，言語の認識能力の違いによって擬態語や写真撮影にどの様
な差が生まれるのか，比較する必要があることを踏まえ，決定した。そこで，言葉の学習
がより少ない小学校第 1 学年の児童と，学習に対して自律的に行える学年として小学校第
5 学年を選んだ。そして，中学校での学年選択では，中学生という新たな学校生活を送り
始めた中学校第 1 学年の生徒を対象とした。中学校第 1 学年の生徒は，新たな部活動や学
校生活によって，新鮮な感覚を得ている，と想定したためである。	 
授業観察と授業実践は，以下の内容を行う。	 
授業実践 1 として，小学校第 2 学年において，デジタルカメラを媒介させた課題の授業
観察を行う。この際，①児童と言語との関係	 ②制作過程における児童の思考，経験，質
的世界に関すること	 ③デジタルカメラと児童との関係，の 3 つの観点で授業観察を行う。	 
授業実践 2 として，授業実践 1 の授業観察で得た結果と基礎理論を基に，①言語	 ②質
感	 ③デジタルカメラの視点で，小学校第 1 学年を対象とした授業構築を行う。	 
授業実践 3 として，授業実践 2 の小学校での実践分析と結果，基礎理論を基に，①言語	 
②質感	 ③デジタルカメラの視点から，中学校第 1 学年での授業構築を行う。その際，中
学校第 1 学年の学習レベルに合わせ，小学校で行った実践を発展させた内容とする。	 
授業実践 4 として，授業実践 3 での実践分析と結果，基礎理論を基に，①言語	 ②質感	 
③デジタルカメラの視点から，授業構築を行う。授業実践 3 での実践授業を経験した生徒
が，その経験を基に発展的に行える授業内容とする。そのため，同学年を対象とする。	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表 5	 授業実践の展開	 
授業実践の展開	 
展
開	 授業実践 1	 
（授業観察）	 
授業実践 2	 授業実践 3	 授業実践 4	 
対
象
学
年	 
小学校第 2 学年	 
	 
小学校第 1 学年	 
小学校第 5 学年	 
中学校第 1 学年	 
	 
中学校第 1 学年	 
授
業
内
容	 
	 
デジタルカメラ
による撮影を行
い，写真要素を
利用した授業実
践の観察。	 
デジタルカメラ
による写真撮
影。擬態語から
感じる質感を感
受し，デジタル
カメラで撮影を
行う。	 
擬態語から感じる
質感を感受し，デジ
タルカメラで撮影
を行う。撮影した写
真を印刷し，コラー
ジュを行い再構築
し作品化する。	 
「学校の色」を表現
することをテーマ
とする。第三段階と
同様，擬態語から得
られる質感の感受
を，撮影対象と出会
う条件とする。	 
分
析
の
観
点	 
授業観察。デジ
タルカメラと生
徒との関係を分
析する。	 
小学校における
デジタルカメラ
を利用した授業
実践。擬態語か
ら感じる質感を
感受し，撮影す
る行為と過程を
分析する。	 
中学校におけるデ
ジタルカメラを利
用した授業実践。擬
態語から感じる質
感を感受し，撮影す
る行為と過程，さら
に撮影した写真を
印刷し，コラージュ
を行い再構築し作
品化することを分
析する。	 
中学校におけるデ
ジタルカメラを利
用した授業実践。授
業実践 3 を基礎と
し，発展型の授業と
する。擬態語による
質感の感受が，別な
主題と合わさった
際，どのような役割
を示すのか，分析す
る。	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第 2 節	 活動の概観	 
	 
授業実践 1 は，平成 22 年 12 月に実施する。授業観察の題材名は「ゆめのなかへ」であ
る。授業対象は，小学校第 2 学年である。児童が想像する空想の生き物が，目の前に現れ
た時の反応を身体表現し，そのポーズを教諭が写真撮影する。その写真と絵画表現とを合
わせ作品化する内容となる。	 
授業実践 2 は，平成 23 年 3 月に実施する。授業実践の題材名は「ことばをうつそう」で
ある。授業対象は，小学校第 1 学年である。実践内容は，擬態語を介して質感を感受し，
デジタルカメラを使用して，撮影を行う。活動はグループで行う。撮影した写真を用いて
鑑賞学習を行う。	 
授業実践 3 は，平成 23 年 7 月に実施する。授業実践の題材名は「ことばの世界を写そう」
である。授業対象は，中学校第 1 学年である。実践内容は，擬態語を介して質感を感受し，
デジタルカメラを使用して，撮影を行う。活動はグループで行う。さらに，撮影した数枚
の写真を，はさみかカッターで切り貼りし，擬態語の表す質感へ創造することを行う。切
り貼りしたものを再度撮影し，写真作品とする。撮影した写真を用いて鑑賞学習を行う。	 
授業実践 4 は，平成 24 年 2 月に実施する。授業実践の題材名は「学校って何色？」であ
る。授業対象は，中学校第 1 学年である。実践内容は，擬態語を介して質感を感受し，デ
ジタルカメラを使用して，撮影を行う。活動はグループで行う。さらに，撮影した 3 枚の
写真それぞれを 6 分割し，その中から，9 枚選択し切り貼りする。切り貼りしたものを再
度撮影し，写真作品とする。撮影した写真を用いて鑑賞学習を行う。	 
デジタルカメラには，一台ごとにナンバーを付け識別している。グループに一台貸し出
す際，学習ノートにこのナンバーを書かせ，データがどのグループのものか解らなくなる
ことを避ける。使用する記録メディアの SD カードにも同じナンバーを振り，混乱を避ける
ように配慮する。本研究で使用するデジタルカメラは，バッテリーではなく単三乾電池を
使用している。その使用理由としては，電池量の確認はこまめに行う必要があるが，もし，
電池残量が減り撮影ができなくなった時，容易に入手可能な電池であれば，対応すること
ができる点が上げられる。（図 9 参照）	 
デジタルカメラに付くストラップは，必ず手に通し，落下による破損・故障を防ぐよう
に指導する。	 
デジタルカメラの最大の特徴は，2 点上げられる。一つは，SD カード等の記録メディア
 103 
によって撮影可能枚数がフィルムカメラに比べ大幅に増えた点が上げられる。さらに，撮
影と消去を繰り返し行うことが可能であり，その場で撮影者自身の判断において選択可能
となった。このことによって，撮影者は，撮影にかかる費用を抑えることが可能となり，
不必要なプリントを避けることが可能となった。	 
もう一つは，カメラ背面に設置されたモニターである。フィルムカメラでは，撮影を行
うことと，その撮影した内容を確認することには時間差が生じていた。しかし，デジタル
カメラでは，このモニターの存在によって撮影後すぐにその場で撮影した内容を確認する
ことが可能となった。このことで得たことは，自身のイメージ通りに撮影ができたかを確
認することで，その内容を確認しながら更にどうするかを考えながら次へと展開すること
である。瞬時に確認することで得られる効果は，質感の感受をより具体的に実感しながら
制作ができ，本研究においては有効的と言える。	 
以上の二つは，デジタルカメラの特徴であり，フィルムカメラとの最大の違いであると
言える。つまり，この二つの機能によって，フィルムカメラにあった限られた枚数での撮
影や，プリントするまでその像を得られないといった時間差によって発生する創造の価値
が失われたとも言える。しかし、デジタルカメラであっても，撮影後すぐに確認しないこ
とや，枚数を制限することは可能であるため，意図的にフィルムカメラと同じ状況をつく
ることは可能である。	 
フィルムカメラとデジタルカメラとの性質の違いによって，写真＜カメラ＞の利用の幅
が広がったことは確かである。しかし、カメラの根本としては、同じである。写真による
身体へのアプローチは，カメラを持つことで発生する視点の絞り込みが上げられる。カメ
ラを持ち撮影を行うという姿勢は，何を撮影しようかと探すことが始まりとなる。一瞬で
撮影が可能であるコンパクトカメラでは，多くの時間を，視点を定めるために対象を探す
行為に充てていると言える。構図，角度，内容，意味などの様々な要因は，自身のもつ経
験とともに一枚の写真へと落とし込まれていく。プリントされた写真は，撮影時の記憶と
ともに存在し，自身にとっての価値として形づくられる。	 
学校教育におけるデジタルカメラの活用は，写真撮影によって発生する撮影対象と自身
との心の距離にあると考えている。何かを捉えるという行為は，意図しなければ実現でき
ないと思われる。それは，撮影環境において対象の存在を浮き彫りにし，そのことを感受
する。その際，質感を得て実感することで，紙に印刷された写真が自分にとって美的価値
を生むこととなる。	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体験の伴った写真であることは，目には見えない事実である。環境を体感し，状況にお
いて判断し自身の視点を構築する。そして，意味・目的と総合し自身の表現として提示す
る。実感が伴った撮影行為を更に色濃く，そして明確にするために，本授業実践では，直
接的体験と言葉＜擬態語＞とを合わせ利用する。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 	 
ナンバーとストラップ
の付いたデジタルカメ
ラ	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
4 人一組としてグルー
プとなり，デジタルカ
メラを一台使用できる
ようにする。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
デジタルカメラの特徴
となるモニター。	 
	 
図 9	 授業実践で使用するデジタルカメラ	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第 1 章のまとめ	 
第 1 章では，	 第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎
理論の研究成果から，言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築を行った。その
具体として，第 1 節では，基礎理論より活動への展開を示した。基礎理論では，言語＜擬
態語＞が質感とつながることにより，個々人の深層意識に触れ，作品に質を生むことを論
じた。さらに，この流れに適した表現媒体としてデジタルカメラの使用を示した。そこで，
この基礎理論を基に授業実践の方法を構築した。第 2 節では，授業実践としての活動の概
観を示した。言語活動（擬態語）を介して得られる深層意識，質感は，他者とのイメージ
の共有によって，その違いを認識する。意見交換が個々人の内的世界を表出し，デジタル
カメラはその意識を定着させる役割を担っていたことを示した。	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第 2 章	 小学校における授業実践とその分析	 
	 
	 
	 
第 1 節	 デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践 1（授業観察）	 
	 
A	 	 授業観察の目的と授業の概要	 
	 
写真媒体を利用した授業を観察するために，G 小学校において，授業のビデオ記録を行
った。授業は，小学校第 2 学年を対象にした写真を利用したもので，主題は，「ゆめのなか
へ」である。それぞれが想像する空想の生き物が，目の前に現れた時の反応を身体表現し，
そのポーズを教諭が写真撮影するといった内容である。	 
児童の写真媒体との関わり合いから，言語に注目し授業分析を行った。分析方法として
は，記録した動画をもとに，行為，発話を分析し児童の体験と言語との関わりについて考
察した。この授業観察によって，言語と経験とのつながりに着目することとなる。	 
授業の概要は次の通りである。	 
○題材名：「ゆめのなかへ」	 
○実施年月：平成 22 年 12 月	 
○対象：小学校第 2 学年	 
○人数：男子女子合計 24 名	 
○表現媒体：写真	 
○授業者：G 小学校教諭	 
	 
B	 	 授業実践の計画	 
	 
図画工作，美術での経験は，日常生活でも継続され，日常生活での経験が図画工作，美
術の授業に影響を与えるものである。思考・判断し表現することや，生涯にわたり美術と
の関わりを持つためには，日常生活における経験が作品を形づくる一つの要因であり，反
対に，授業での経験が日常生活を形づくるものでなければならない。この経験が，生涯に
わたって美術との関わりを持つための基盤を築くことになると考えている。本授業は，そ
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のことが言語活動を通して現れた実践となっている。	 
本授業は，先に述べたように小学校第 2 学年を対象にした写真を利用した授業で，主題
は，「ゆめのなかへ」である。それぞれが想像する空想の生き物が，目の前に現れた時の反
応を身体表現し，そのポーズを教諭が写真撮影するといった内容となる。自身の写った全
身の切り抜き写真と自らつくった空想の生き物（絵の具の塗ってある紙によるコラージュ）
を一つの画面に構成し，背景を描く作品となっている。条件として，自分より大きな生き
物であることが伝えられた。	 
	 授業の経過は，次の通りである。	 
① 「ゆめのなかへ」を説明する。	 
② 空想の生き物をイメージする。	 
③ 頭のなかで描いた生き物と出会った時の反応を，身体を使って表現する。	 
④ ③の身体表現を教諭が一人一人撮影する。	 	 
⑤ 想像した生き物をコラージュによって表現する。（画用紙に絵の具で模様や色面をつく
ったものを利用）	 
⑥ 印刷され，人物の部分のみ切り取られた写真を目にする。	 	 
⑦ 空想の生き物と出会った場所を描く。	 	 
⑧ ⑤でつくった素材を用い空想の生き物を描く。	 
⑨ 描かれた場所に，写真と空想の生き物を配置し貼る。	 
	 
C	 	 授業実践の内容	 
	 
第一段階に，教室全体でゆめのなか，空想の世界の理解を行い，イメージの共有化が行
われた。第二段階として，空想の世界で出会う生き物をイメージさせた。他者の発言を聞
くことで，さらにイメージを具体的にする。第三段階として，空想の生き物と出会ったと
きの反応を身体表現させ，その生き物の大きさを把握させた。それぞれが向ける目線，体
の角度，体重移動によって，生き物の大きさ，存在感を確認することができた。第四段階
は，カメラを前に表現を行う。第五段階では，生き物の素材，出会いの場をつくる。最終
段階では，全てのパーツが配置され作品となる。	 
「ゆめのなかへ」というテーマを理解させるために「寝ている時に見るゆめの他に」と
いう教諭の問いかけにより，児童の返答で，「想像」「空想」という言葉が提示された。こ
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の時，非現実世界を全員が共有することが行われた。非現実世界と理解されたことで，具
体的な空想の生き物が上げられた。「ケンタウロス」，「ユニコーン」，「人が飛ぶ」，「ポケモ
ン」と上がった。イメージはより具体的になり，多数の生徒が各々のイメージを言葉に変
え発言していた。このイメージは日常生活で得た情報であり，ひとつの問いかけにより日
常生活と美術教育との行き来が行われたことになる。発言の段階では，日常生活における
発想と何も変わらないが，このイメージを，次の問いである出会いの場面へと連続させる
ことで，より質的な世界へと変化する。	 
写真 1 は，児童による作品例である。画面左側の人物は④で撮影した写真から人物の部
分のみを切り取り，貼り付けたものである。画面全体で出会いの空間を描き，想像的な画
面が描き出されている。	 
⑤の，コラージュによって使われる生き物を表す素材をつくる際に，そのイメージは，
形，色，質感をともない生き物を表す素材としてつくられる。写真 1 の右側にある赤い色
をした生き物が，コラージュされた部分にあたる。見たものを再現するための色彩や形で
はなく，想像の生き物を表現するための素材をつくることは，頭の中に描かれた生き物の
感触や雰囲気を捉えることで，そこに質的なアプローチが生まれると考えられる。そこに
は，学習指導要領でいう「創造することの楽しさを感じるとともに，思考・判断し，表現
する」ことが実践されている。	 
	 
	 
写真 1	 写真と絵画の混合作品（小学校第 2 学年）	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D	 	 授業実践の結果と考察	 
	 
この実践例では，絵の具と紙媒体を利用しつくられた空想の生き物のための素材と，写
真媒体，さらには，出会いの場を描いたものとの三点が構成され配置された。そこには，
質的世界の生成が行われたと読み取ることができる。アイスナーは次のように言っている。	 
	 
媒体を通じて表現の成り立つように質を選び出し構成するという問題は，質的領
域における知的な判断の結果である。思考によって媒介されるもの，また，活動の
過程で扱われるものが質であり，そして最終的に行きつくものが質的全体，すなわ
ち質を創造し構成することによって表現をともなった美術形態となるのである。1)	 
	 
イメージされた世界は実際には経験していないが，出会いをイメージすることで，空想
の世界をより鮮明にし，想像力を高めることにつながったと考えられる。まさに，言葉が，
深層意識より変化し現れた様子がうかがえる。そこには，日常生活と美術の授業とのつな
がりが生まれ，さらには，その発想が土台となり質的世界のともなった芸術作品がつくり
だされた。言語表現の視点では，個人個人の経験と，交わされる言葉によってイメージが
構築され，頭のなかでより具体的に描きだされたと捉えることができる。しかし，その変
化を生徒自身が一時的なものにしないためにも，つまりは生涯にわたって質的な世界を探
求できる基盤を築くためには，その変化を自身が知り，理解することで次の作品づくりへ
の展開が求められる。さらには，日常生活において，衣服や家具などの選択，配置におい
てこだわりを持つことは，そこに質的世界が存在している。つまりは，図画工作，美術教
育で行われる創作活動は，日常を形づくるものであり，将来の生活を豊かにすることへと，
連続的につながっているととらえることができる。	 
そこで，筆者は，児童がより具体的にこの変化を理解し，次の創作へと展開するために，
以下の内容を制作過程に記入，もしくは発言させることを想定した。	 
	 
【最初の段階】	 
①どんな生き物をイメージしましたか？（思いついただけ記入する。）	 
②その生き物にふれると，どんな感じですか？（フワフワしている。ベトベトし
ている。）	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【中盤】	 
③その生き物をみんなに紹介しましょう。どんな場所で出会いましたか？	 
④どんな工夫をしましたか？	 色について･･･形について･･･絵筆の使い方につい
て･･･	 
	 	 
【完成して】	 	 
⑤この作品を誰にあげたいですか？	 
⑥絵の具や色について，描いていて発見したこと，思ったことを書きましょう。	 
	 
この想定した学習ノートでは，制作における始まりと，中盤，完成の三段階に分け，時
間の経過とともに事物と関わりを持ったことで生まれる経験を言語化するものである。言
語化することで，感じ，表現したなかに，どのような要素が含まれているのかを具体的に
することが可能となる。つくるうえで言語化し具体的にした内容は，自分，もしくは人の
作品の構成要素となる，色，形，構図に対して，その特徴を理解することにつながると考
えている。このことが，日常生活においても，作品づくりと変わらない質を伴った視点を
持つことにつながる。しかし，反対に言葉では表しきれない感覚や想いがあることも確か
である。	 
	 あるひとつの事物に対して，自分なりの価値観を持ち，自分なりの表現方法でその思い
を伝えることができることは，それが，言語であっても，歌であっても，絵画表現，身体
表現であっても，ある一定の質を持つことで新たな形が生まれる。それを形成している一
部には，日常生活での経験があり，なんとなく過ごす毎日がある。しかし，表現すること
は，なんとなく見ていたものを凝視することや，こだわりを持ち特別に扱うこと，そして
選びとることにある。デューイは次のように言っている。	 
	 
一つの経験の内部においては，次々とおこる各部分はその後におこるものへと邪魔
されることなく自由に流れこむ。したがって，そこには継ぎ目や空白といったもの
がない。川は，池とちがって流れている。	 
後続の部分が以前におこったことをさらに継続するとき，前後どちらの部分もそれ
じしんの個別性を獲得する。2）	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川の流れのなかでしか特別なものは生まれず，そこに個性があると考えられる。教諭に
はその違いを見つけ，質を高めるための手助けを行うことが求められる。	 
	 以上の写真媒体を利用した小学生における図画工作の授業観察の考察から，日常経験，
言語，作品表現の関連の中で，質を意識させることの関係性は，次の図 10 のように捉えら
れる。	 
	 
	 
日常生活 芸術
・美術館鑑賞
・作品をつくる
・音楽を聴く
・家具を配置する
・衣服を選ぶ
・夕焼けをみる
影響し合う関係
色、形、構図
の理解
イメー ジの
作品
質を伴った視点
⾔言語化
経験
経験が与える質の変化
	 
	 
図 10	 経験が与える質の変化	 
	 
	 図 10 は，日常生活と芸術とをつなぐことで，言葉やイメージの獲得を発生させ，その経
験はデューイの言う「川の流れ」を表し，経験と芸術とのつながりを示している。言葉の
発生は，日常生活の中で起こる質的経験によって生まれ，深層意識は美術活動にアプロー
チし，作品を形づくることとなる。また，美術活動の中で発生した質的経験も生活を支え
るものであり，その流れは抽象的な事物を言語が支える役割を担っている。児童が図画工
作の授業という一つの環境のなかで，日常生活での経験を表現と結びつけ思考することは，
個性を意味し，その人間にしか表現できない内容を形づくることを表している。そして，
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他者とのイメージの共有において，経験はより確実なものへと変化し，意味をつくり変え
ると言える。	 
授業実践の第一段階として，デジタルカメラを利用した授業の観察を行った。この授業
では，デジタルカメラを撮影する撮影者は，本授業担当の教諭であり，小学校第 2 学年の
児童がカメラ機器を持って撮影を行うことはなかった。デジタルカメラに対する認識は，
カメラを構える教諭の存在に対し疑問を抱く児童がいなかったことから，授業を行ったク
ラスの児童は，全員がデジタルカメラの存在を理解していたと言える。さらに，写真撮影
時にデジタルカメラを前にポーズをとることに対し，恥ずかしがることや身体の動きを止
める行為から，撮影されるという状況を日常生活においても経験しており，撮影後にどの
ような状態で自身が映し出されるのか，という想像がついていた，と読み取ることができ
る。	 
さらに，印刷された自身が映った写真の切り抜きと空想の世界とを組み合わせ，一つの
場面をつくる際に，絵の具による絵画表現と写真をコラージュし同じ画面の中で構成する
ことへの抵抗の有無についてだが，写真の存在を無視したり，空想の世界と写真の図像が
極端に関係性を構築できていないなどの内容が見られなかったことから，生徒の写真利用
に関しては，問題なく利用可能と判断ができる。しかし，年齢によっては，思春期などで
自身の顔を撮影されるとういことに対し，敏感に反応する可能性がある。中学校第 1 学年
を対象にした自画像を描くとうい内容の授業において，鏡を見るという行為に対し抵抗を
感じる，といった生徒が確認できている。自身が写し出されることや，撮影されることに
よる心の問題は，デジタルカメラを利用した教材を作成する上で，欠かすことのできない
問題点として上げることができる。	 
以上の内容を踏まえ，授業実践を組み立てる。	 
	 
第 2 節	 	 デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践 2	 
	 
A	 	 授業実践の概要	 
	 
本授業実践の目的は，小学生を対象にデジタルカメラを利用し，擬態語で捉えた表情を
様々な質感で表現させることで，質感という新しい感覚を意識させることができるか，実
践分析を通して明らかにすることである。	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 授業の概要は，次の通りである。	 
○題材名：「ことばをうつそう」	 
○実施年：日時	 平成 23 年 3 月	 22 日（火曜日）第 1 校時	 
23 日（水曜日）第 1 校時	 
○場所	 吉野川市立 U 小学校	 
○学級	 第 1 学年（男子女子合計 23 名）	 
○使用媒体：デジタルカメラを利用する。	 
○授業者：西園政史	 
	 
B	 授業実践の計画と展開	 
	 
学習指導案	 (第 1 学年)（2 時間扱い）	 
	 
日時	 平成 23 年 3 月 22 日（火曜日）第 1 校時	 
23 日（水曜日）第 1 校時	 
場所	 吉野川市立 U 小学校	 
学年	 第 1 学年	 （男子女子合計 23 名）	 
	 
１．	 題材名「ことばをうつそう」	 
	 
２．	 題材設定の理由	 
	 小学校第 2 学年にあたる時期の児童は，身近にあるいろいろな材料を並べたり，積んだ
り，何かに見立てて遊んだりする。そこには進んで材料などに働きかけ，そこで見つけた
ことや感じたことを基に，思考や判断をし，自分の思いの実現を図ろうとする姿がある。	 
	 そこで、より素材の特徴をとらえ，実感させるために擬態語を取り入れ、写真撮影をさ
せる。言葉からのイメージを写真撮影させることで、自分の想像を具現化する体験を行う。
フワフワなどの擬態語を友達と共有し写真表現させることで豊かな表現力を養うことにつ
ながる。また，鑑賞，批評によりそれぞれの捉え方の違いによる表現の多様性を感じ、表
現の可能性を理解させる。	 
【教材観】	 
 114 
様々な質感を感じることで，図画工作への強い関心を持たせる。さらには，その質感を
利用して表現の幅を広げる。日常生活でよく目にするデジタルカメラを使うことで，写真
を利用した作品づくりがより身近なものであることを認識し，創作意欲を引きだす手助け
となる。	 
【生徒観】	 
この時期の児童は，身近にあるいろいろな材料を並べたり，積んだり，何かに見立てて
遊んだりする。そこには進んで材料などに働きかけ，そこで見つけたことや感じたことを
基に，思考や判断をし，自分の思いの実現を図ろうとする姿がある。そこのことは，自分
の感覚や気持ちを大切にしながらつくることで，新たな発想を生み出す原動力となり，さ
らに，それを実現するための工夫につながる。さらに，グループで協力することで，友人
との関係を築くことができる。	 
【指導観】	 
今回の授業では，質感という新しい感覚を育てるため，デジタルカメラを利用すること
で，日常生活の中にある様々な質感を発見させる。その発見を基に創作へと結びつけるこ
とで図画工作への興味，関心を日常的なものとさせる。グループによる活動を行うことで，
協力関係を築くことにつながるよう促す。	 
	 
３．	 指導目標	 
①鑑賞，批評し合うことで表現の違いを知り，互いの意欲を高め合う。【関心・意欲・態度】	 
②身のまわりのものに対し，日常とは異なる視点を持ち，豊かな発想で質感の違いを見つ
け提示する。【発想・構想】	 
③デジタルカメラを利用し，擬態語で捉えた表情を様々な質感で表現する。また，独創性
のみを重要視するのではなく，他の児童に伝えることも意識する。【技能・表現】	 
④発見という視点を持ち，自由にデジタルカメラを利用できる。日常の場にある様々なも
のを質感として捉えることができる。【知識・理解】	 
	 
４．	 指導計画（全 2 時間）	 
第 1 時	 カメラの使い方，擬態語の説明をし撮影を行う。	 
第 2 時	 撮影した写真をみて，新たな発見をする。全員で撮影したものをモニターで鑑
賞，批評する。	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５．	 第 1 時の目標と展開	 
（１）	 第 1 時の目標	 
① カメラの使用方法を伝え，「うつす」ことを理解させる。	 
② 興味関心を持ち題材に取り組み，擬態語の理解とグループ内におけるイメージの意
見交換で豊かな発想を出し合う。	 
③ グループでの撮影により，協力しながら新たな質感を発見し出会う。	 
（２）	 準備	 
〈教諭〉	 グループで一台のカメラ，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
（3）第 1 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・あいさつ（自己紹介）	 
・本時の内容を説明する	 
「今日と明日で，皆さんにはカ
メラを使って探検をしてもら
います。まずこちらを見てくだ
さい。」	 
・黒板に書かれた「ごつごつ」
から連想されることは何か質
問し，答えさせる	 
・複数回答が出たら参考となる
写真を例示する	 
「先生は，ごつごつという言葉
からこのような写真を撮りま
した」	 
	 
・席につき説明を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
・「ごつごつ」から連想さ
れることをイメージし答
える	 
	 
	 
・写真と言葉のつながり
を理解する	 
・全員が席に着く
ことを確認する	 
	 
	 
	 
・説明時に，イメ
ージが固定化され
ないよう注意する	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展
開
Ⅰ	 
10
分	 
・グループに，言葉の書かれた
カードと学習ノートを配付す
る	 
・名前と言葉を記入させる	 
・個人で，言葉を見て感じたこ
とを記入させる	 
・5 分間，グループ内でその言
葉から受けるイメージについ
て意見交換させ，記入させる	 
・以下の注意点を伝える	 
○グループでイメージしたも
のをもとに，学校内で撮影する
ものを探し，良いと感じたもの
があったら，4 人で同じものを
色々な角度で撮影すること	 
○触れる，音を聞く，動かすな
どし，視覚以外で感じることも
意識すること	 
○撮影枚数は一人 1 枚とし，グ
ループで計 4 枚とすること	 
	 
・カメラをグループに 1 台貸し
出すと同時にカメラ番号を学
習ノートに記入させる	 
・黒板を使いカメラの使い方を
説明する	 
「では，まず電源を入れてみま
しょう。次にモニター画面を見
ながらシャッターボタンを押
してみましょう。」	 
・言葉カード，学習ノー
トを受け取る	 
	 
・名前と言葉を記入する	 
・個人で，言葉を見て感
じたことを記入する	 
・5 分間，グループ（4 人
1 グループ）内で，用意
された言葉のイメージに
ついて意見交換し，色々
なイメージを持つ	 
・注意点を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・グループで 1 台のカメ
ラを受け取る	 
・カメラ番号を記入する	 
・カメラの使い方を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
・自由な発想で，
言葉から受ける印
象から意見交換で
きているか確認す
る	 
・話し合いが止ま
ってしまっている
グループに対して
は，例えとして身
近にある物に触れ
たときの感覚を言
葉にさせる	 
・言葉は，「つるつ
る，ざらざら，ふ
わふわ，ぐちゃぐ
ちゃ」とする	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・カメラの取扱に
ついて，しっかり
と理解させる（撮
影，プレビュー）	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・走らない，カメラは水につけ
ない，落とさない，やさしく扱
うなどの注意する点を伝える	 
・教室に集合する時間を伝える	 
	 
	 
・時計を見て時間を確認
する	 
	 
	 
	 
展
開
Ⅱ	 
20
分	 
・学校内（校庭，校舎内）で写
真撮影をさせる（雨の場合は校
舎内のみとする）	 
	 
・学校内で，言葉からイ
メージされるものを撮影
する	 
・色々なところに目をや
り，視線の角度を変える
などし幅広く探す	 
	 
	 
	 
・校舎，校庭で撮
影させる	 
・雨の場合は校舎
内のみとする	 
・一か所にとどま
らずに，視点を上
下させたりし，観
察させる	 
・触れる，音を聞
く，動かすなどし，
視覚以外の感覚を
使い質感を感じる
ように伝える	 
・時間内に教室に
もどるよう促す	 
ま
と
め	 
10
分	 
・デジタルカメラで，撮影して
きた写真を確認させる	 
・カメラ，学習ノートを回収す
る	 
・次の授業内容を伝える	 
	 
・撮影してきたものを確
認する	 
・カメラ，学習ノートを
提出	 
・次の授業内容を聞く	 
	 
・戻ったグループ
ごとに撮影出来て
いるか確認する	 
・すべてのカメラ，
学習ノートの回収
を確認する	 
	 (4)第 1 時の評価	 
①カメラの使用方法を伝え，「うつす」ことを理解できたか。	 
②興味関心を持ち題材に取り組み，擬態語の理解とグループ内におけるイメージの意見
交換で豊かな発想を出し合えたか。	 
③ グループでの撮影により，協力しながら新たな質感を発見し出会えたか。	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．第 2 時の目標と展開	 
（1）第 2 時の目標	 
①自分たちで撮影した写真をグループ内でみて，気がついた点を伝え会う。	 
②与えられた言葉がもっとも良く表現されている写真を選択する。	 
	 ③学習ノートの記入と，批評を行うことにより自他のグループの作品意図を理解し，表
現の良さや個性による違いを感じとる。	 
（2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート，モニター	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
（3）第 2 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝え
る	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，自分たちで
撮影した写真の印刷されたも
のを配付する	 
・前回までの内容を確認す
る	 
	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解
させる	 
展
開
Ⅰ	 
20
分	 
・各グループで，印刷された
写真を見ながら言葉のイメー
ジが表現されたか確認させる	 
・グループ内で 4 枚の写真か
らもっとも擬態語を表現され
ていると感じるものを 1 枚選
ばせる	 
・グループごとにテレビモニ
ターに撮影した写真を映し，
・グループ内で 4 枚の写真
からもっとも擬態語を表
現できたと感じるものを 1
枚選ぶ	 
・他のグループの写真を見
て，どのような擬態語が当
てはまるか思考し答える	 
	 
	 
・グループ内で自
由な意見交換が行
われていることを
確認する	 
	 
・写真を読み解く
ことをさせる	 
・様々な考え方が
あることを理解さ
 119 
他の生徒にどのような擬態語
なのか答えさせる	 
・その写真からどのような印
象を受けたか答えさせる	 
	 
	 
	 
	 
せる	 
展
開
Ⅱ	 
15
分	 
・例で出した写真を示し，色
や形について質問し答えさせ
る	 
・各グループの選択した写真
にどんな色や形があるか学習
ノートに記録させる	 
・気がついたことを記入させ
る	 
・写真に写っている色や形
について思考し，記入する	 
・気がついたことを記入す
る	 
・色や形について
視点を持たせる	 
ま
と
め	 
5
分	 
・授業のまとめをする	 
「普段何気なく見ていたもの
も，少し違った視点や，意識
して見てあげることで不思議
な世界が発見できましたね。」	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い
視点，豊かな世界
を発見する喜びを
伝える	 
	 
	 第 2 時の評価	 
①自分たちで撮影した写真をグループ内でみて，気がついた点を伝え合えたか。	 
②与えられた言葉がもっとも良く表現されている写真を選択できたか。	 
	 	 ③学習ノートの記入と，批評を行うことにより自他のグループの作品意図を理解し，
表現の良さや個性による違いを感じとれたか。	 
	 
C	 	 授業実践の分析と考察	 
	 
本授業実践は，小学校第 1 学年を対象に行った。内容としては，擬態語を用いて，その
言葉の印象をグループ内で共有し，デジタルカメラを媒介させ写真作品として制作を行う。	 
指導過程で児童と擬態語との出会いによる反応について，一つのグループの一場面を分
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析したものが表 6 である。本授業実践のビデオ記録をもとに分析を行う。	 
授業記録は，撮影スタッフ 1 名がビデオカメラを持ち，筆者が行う授業を撮影する。撮
影スタッフによる記録は，授業の始まりから終わりまで一つのグループを撮影し続けてい
る。その他に教室全体が撮影できるように定点カメラを一台設置し撮影した。合計 2 台の
ビデオカメラを使用し授業記録を行った。	 
	 
表 6	 小学校第 1 学年―擬態語と出会いによる反応	 
発言者	 発話	 行為	 
筆者	 
	 
児童 A	 
筆者	 
児童数名	 
児童 A	 
	 
児童 B	 
	 
筆者	 
児童 C	 
児童 A	 
児童 D	 
筆者	 
筆者	 
児童 E	 
	 
児童 E	 
	 
児童 A	 
	 
「ご・・・つ・・・・。」	 
	 
「ごつごつ。」	 
「ごつごつ。」	 
「ごつごつ。」	 
「あたった。」	 
	 
「ごつごつ	 あたまでごっつんごっつん。」	 
	 
「ごつごつって聞いて，みんなどう思う？」	 
「おもろい。」	 
「がりがりってかんじ。」	 
「きんぐまん。」	 
「きんぐまん？」	 
「堅そうとか，柔らかそうとか。」	 
「いし。」	 
	 
「いし。」	 
	 
「ごっちんごっちんかたいなー。」	 
	 
・黒板にゆっくりと「ご」，
「つ」と言いながら書く	 
・2 文字書いた時点で発言	 
・黒板に「ごつごつ」と書く	 
・数名が同時に発言	 
・2 文字の時点で回答したこ
とに対する発言	 
・頭を前後に振りながら発言	 
	 
・クラス全体に問う	 
	 
・各々が発言をする	 
	 
・児童 D に聞き返す	 
・クラス全体に問う	 
・小さな声で，筆者の質問の
語尾に重ねて発言	 
・先ほどより声を大きく出
し，同じ内容を発言	 
・歌を歌うようにリズムを取
りながら発言	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筆者	 
児童 F	 
児童 G	 
児童 H	 
児童 H	 
「堅そうだね。」	 
「じゃりじゃりいし。」	 
「ねりけしとか？」	 
「がりがりくん。」	 
「ぜったい	 がりがりくん。」	 
・クラス全体に伝える	 
	 
・各々が発言をする	 	 	 
	 
	 
	 
課題を行うにあたりまず始めに，黒板に擬態語の「ごつごつ」を書き示し，言葉から受
ける印象を確認する。一文字ずつゆっくりと書き，児童の反応をうかがう。その際，「ご」
「つ」と書いた時点で，児童 A から「ごつごつ。」と発言があり，「ごつごつ」と四文字書
ききった時点で，クラス全体に言葉＜擬態語＞の共有が行われる。擬態語の「ごつごつ」
がクラス全体で共有され，児童それぞれの中にこれまで得た「ごつごつ」の経験が想起さ
れ，筆者の問いに対し様々な発言があった。児童 C は「おもろい。」と発言し，言葉の響き
からくる印象を答えている。児童 A は，「がりがりってかんじ。」と発言し，「ごつごつ」に
類似した印象を受ける言葉をイメージしている。児童 D は，「きんぐまん。」というキャラ
クターを思わせる発言をしている。児童からのいくつかの発言の後に，筆者から「堅そう
とか，柔らかそうとか。」という問いかけに対し，児童 E は，筆者のこの発言の語尾に重ね
ながら「いし。」と発言する。「いし」は，おそらく「石」を示す発言であったと推測でき
る。この発言を受け，児童 A は，「ごっちんごっちんかたいなー。」と，歌を歌うようにリ
ズムを取りながら発言している。この発言は，児童 E による石の発言を受け，イメージの
共有が行われたことが推測される。「ごっちんごっちん」とは石と石がぶつかる際に発生す
る音を想起させ，生徒 A は，過去の経験から擬態語「ごつごつ」のイメージを周囲との共
有によってより具体的にしていることが推測される。	 
	 続いて，筆者の「堅そうだね。」という発言に対し，児童 F は「じゃりじゃりいし。」と
発言している。児童 E と同様におそらく「石」をイメージした発言であることが推測でき
る。しかし，児童 F は，より特定された「じゅりじゃり」という要素を含み発言している。
「ごっちんごっちんかたいなー。」という児童 A の発言を聞いていることが推測されること
から，児童 F はより具体的な発言内容に至ったと推測される。児童 H は，「がりがりくん。」
というおそらく食品のアイスの名前と思われる発言をする。このアイスを食べた際の食感
をイメージしたことがうかがえる。	 
この発話から，美術教育における擬態語を利用することの重要性を提示する。	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① 「ごつごつ」という擬態語について，説明をせずとも児童はその言葉から受ける印
象を想起し，発言している。	 
② 擬態語から受ける印象は，「ごつごつ」という一語であるが，そこから受ける印象は，
複数の異なるイメージとなって発言に至っている。	 
③ 自由な発言の場であったことで，他の児童の発言を聞き発言するなど，イメージの
共有が行われている。	 
④ 音の響きや食感などを推測させる発言から，児童は，五感によって得られた過去の
経験と「ごつごつ」という擬態語とを結びつけ，頭の中にイメージをつくり，その
経験を基に発言にいたっていることが推測される。	 
	 
①に関しては，擬態語が学年を問わず共通に認識可能な言語であることを示唆している。
つまり，小学校から高等学校にかけ，共通認識を築くことが可能であることから，美術科
教育で活用することに意義があると捉えることができる。さらに，②で述べているように，
言葉には，環境，状況，個人の想いによって，意味は多様性を含み，言葉の広がりが内在
していることが認識される。そして，③で述べている様に，児童それぞれの発言は，「ごつ
ごつ」という一つの言葉から複数のイメージが発生し共有され，イメージの差異が発生し
ていると言える。各々が頭に浮かべたイメージに対し，他の児童の発言が耳から入り，そ
れが「ごつごつ」のイメージ構築の一要素となっている。差異は，自身のイメージをより
具体的なものとするために，欠かすことのできない役割を担っている，と言える。	 
原始より続くとされる「質感」とのつながりを築く擬態語は，④で述べているように，
児童の日常生活を含めた全ての経験に問いかけを行い，美術を介した表現の際に擬態語と
の結びつきによってイメージの想起が可能となる。日常生活と学校における学びとをつな
ぐことは，学校教育が生活を豊かにするための役割を担っていることを認識させる意味で
重要な内容となる。	 
続いて，擬態語から感受した質感をデジタルカメラで撮影する行動を分析したものが，
次の表 7 である。	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表 7	 グループによる活動	 
状況写真	 発話	 行為	 
	 
写真 2	 
女児 I「まっすぐか
おして。」	 
女児 I「まっすぐか
おして	 へんな
の。」	 
	 
「つるつる」という擬
態語に対し，窓ガラス
を想定し，ガラスに顔
を押し付ける児童が
撮影対象となり，撮影
を行う。	 
	 
写真 3	 
男児 J「みせて。」	 
女児 I「もういっか
いとらせて。」	 
男児 J：「みせて。」	 
男児 K：「みせて
や。」	 
撮影した内容を，撮影
者と撮影された児童
とで確認を行う。撮影
されたイメージを共
有することで，次のイ
メージへのアプロー
チが発生する。	 
	 
写真 4	 
女児 I：「へんなか
おするな	 まっす
ぐ。」	 
女児 I：「まっす
ぐ。」	 
男児 J：「はい。」	 
再度，撮影イメージを
伝え，デジタルカメラ
に備わっている液晶
で理想の構図を探っ
ている。表情を工夫
し，撮られる側と撮る
側とがイメージの共
有を行っている。	 
	 
このグループに与えられた擬態語は「つるつる」である。「つるつる」という擬態語に対
し，グループで決定した撮影対象は，「ガラス」であることが学習ノートから確認できる。	 
女児 I は，グループの中で一番目に撮影を行っていた。女児 I は，デジタルカメラを持
ち，教室の外にあたる部分から，教室の内側を撮影する位置についた。全面が窓になって
いる扉越しに撮影が行われた。男児 J と男児 K は，ガラスに顔を押しあて，歪ませること
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で，顔に表情をつくっている。それに対し，女児 I は，「まっすぐ。」と二人に伝え，顔の
正面から撮影することを試みる。女児Ｉは，続いて行った 2 枚目の撮影においても，「まっ
すぐ。」と伝えている。	 
	 
	 
写真 5	 
	 
写真 6	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 11	 女児 I によって撮影された写真	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表 8	 ガラスの特性を観察する行為	 
状況写真	 発話	 行為	 
	 
写真 7	 
	 
	 
（なし）	 女児と同様のカメ
ラポジションで撮
影を行う。	 
	 
写真 8	 
（なし）	 窓ガラスにより近
づき，撮影対象の部
部をクローズアッ
プするように撮影
を行う。窓ガラスの
存在によって，撮影
ポジションが決定
している。	 
	 
写真 9	 
（なし）	 写真中央の柱の後
ろで，撮影対象とな
っていた児童は撮
影せず，窓ガラスに
反射する自分を撮
影している。	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写真 7 には，男児 J と男児 K の顔と，扉のフレーム，反射によって映り込む木など外の
風景が映し出されている。女児Ｉの思考には，顔がガラス扉に押し付けられ歪むことによ
って，ガラスの存在を認識したことと，そのことによって顔の表情に変化が生まれたこと
が，強く意識されていたと読み取ることができる。このことは，女児 I が，何度か伝えて
いる「まっすぐ。」という発言に象徴されている。顔を正面に位置することで，唇と鼻がガ
ラスによって平らに押しつぶされ，潰れたように見える。透明なガラスによってつくられ
る新たな表情は，撮影を行うという状況において，撮影者と撮影される側のやり取りにお
いて表情を探るという，質的な経験が行われたと言える。このことは，学校での学びとい
う環境下で，グループ活動を行うという状況において発生した質的な経験だと捉えること
ができる。	 
男児 K は，女児 I と同じ位置で撮影を試みるが，女児 I と男児 J の表情を見て，撮影対
象との距離を変更する。写真 5 から読み取れるように，カメラと撮影対象との距離は 10
センチメートル程度である。このことは，撮影された写真から解るように，鼻の穴にクロ
ーズアップするように撮影されている。カメラの性能の問題で，撮影距離が短すぎたこと
でピントが合わずにぼけた写真となっている。男児 K にとって，顔という全体から鼻の穴
という部分に興味を示し，撮影を試みたことが読み取れる。顔全体の表情から部分に視点
を移し，撮影を行うことは，撮影場所の空間を把握し，自身の身体を移動することで，新
たな撮影ポジションを確保し，デジタルカメラの液晶モニターでその瞬間に起こる構図，
表現としての面白さを確認したと推測できる。	 
	 写真 11 では，撮影対象を人物ではなく，ガラスそのものに反射する自分を撮影している。
このことは，人物を撮影している際に，人物と自分との間にあるガラスに発生する映り込
む現象を体験したことにより，興味が発生したことが読み取れる。半分は教室の中の様子
が見え，半分は自身が映る現象は，人物の表情とは異なる質を持ち，作品へと反映された。	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写真 10	 
	 
写真 11	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 12	 男児 K によって撮影された写真	 
	 
D	 授業実践より得られた成果	 
	 	 
本授業実践では，小学生を対象にデジタルカメラを利用し，擬態語で捉えた表情を様々
な質感で表現させることで，質感という新しい感覚を意識させることができるか，実践分
析を行った。実践を行った児童は，小学校第 1 学年という年齢にありながらも，擬態語に
含まれる表情をしっかりと読み取り，写真で撮影していた。擬態語から感じられる質感は，
言葉を覚え始めた幼児から大人までが共通に認識できる要素を含んでおり，そこには，事
 128 
物の持つ「感じ」を認識するための大きな役割が内在している。そして，デジタルカメラ
は，その感受内容を感じとった瞬間に直接反映できることが，観察の中より読み取れる。
今，ここで起こっている現象が，どのような質感を含んでいるのかを明確にしながら作品
制作を行う経験は，抽象的な事物を扱う美術表現にとって，表現の具体化や表出につなが
る役割を担っている。つまり，擬態語は，このような経験を発生させ，デジタルカメラに
よって具体的に対象とのつながりを構築し，美術表現活動の明確化が行われることとなる。	 
さらに，重要なことが，この経験の際に，他者と意見交換を行っている点である。イメ
ージの構築のための意見交換は，擬態語から受けた感覚による交換であり，抽象的な互い
のイメージの伝え合いによって取捨選択が行われ，作品が形づくられている。この経験は，
美術教育に留まることなく，生活において感じたことを言語化することに反映されると考
えている。	 
本授業実践では，擬態語から新たな感覚を意識させ，質感の感受が行われていたことが
確認できた。さらに，デジタルカメラは，感受した質感を具体化し美術表現として提示し，
作品として成立させていた。質感の微細な差異を認識するために，他者の存在が大きな役
割を果たしていたことが確認できた。図 13 は，自身と他者，自身と外界との関係によって
体験が発生する場面を示したものである。	 
図 13	 環境と状況によって発生する体験	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図 14	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 15	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 16	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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 生徒に配付した学習ノートの記入項目は，以下の 6 項目となる。	 
①カードにかいてあることばを，かきうつしましょう。	 
②カメラのばんごう。	 
③カードにかいてあることばから，かんじたことをかきましょう。	 
④グループではなしあったことをかきましょう。	 
⑤しゃしんには，どのようないろやかたちがありますか？	 
⑥しゃしんをみて。かんじたことをかきましょう。	 
	 ①から④は，授業 1 日目に記入し，⑤と⑥は，2 日目に記入を行った。	 
	 1 日目の記入項目①から④は，デジタルカメラで撮影を行う前に記入した内容である。2
日目の記入項目⑤と⑥は，撮影した写真を印刷したものを鑑賞した際に記入した内容であ
る。	 
	 ①には，各グループに配られる擬態語の書かれたカードの言葉を記入させた。②には，
使用するデジタルカメラに記載されている番号を記入させた。③には，カードに書かれた
擬態語から，個々人が感じたことを記入させた。④には，グループ内で行った意見交換の
内容を記入させた。⑤には，自身が撮影した写真に写り込んでいる形や色を発見させ記入
させた。⑥には，写真を観て感じた事を自由に記入させた。	 
	 図 14，図 15，図 16 は，同じグループの 3 名（男児 J・男児 K・女児 I）の学習ノートで
ある。学習ノートの③の記入を見ると，児童は各 「々つるつる」という擬態語に対し，様々
な物，または状況を感じ取り記入していることが読み取れる。児童のこれまでの経験の中
から，つるつるする素材や状況が思い起こされ記入に至ったと言える。このことは，これ
までに得た質感の感受が経験として各々の中に存在することによって，想起可能にさせて
いる。児童それぞれがつくる美術作品が異なる質を生むのは，この経験の違いにあると言
える。学習ノートは，児童自身が何を感じ，どの様な視点を持ったのかを具体的にさせる
役割を担っている。色や形，質感といった抽象的な要素によって構成される美術作品は，
学習ノートや擬態語の利用によって言語化され，美術作品の持つ性質を具体的に認識する
ことにつながる。	 
	 2 日目の記入項目⑤では，写真から感じられる色や形に関する様々な要素が記入されて
いる。自分自身が撮影した写真の中に映り込む造形要素を性質ごとに具体化することで，
言葉と質感との結びつきをさらに認識することにつながる。	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第 3 節デジタルカメラを用いた小学校における授業実践 3	 
	 
A	 	 授業実践の概要	 
	 
本授業実践の目的は，小学生第 5 学年を対象にデジタルカメラを利用し，擬態語で捉え
た表情を様々な質感で表現させることで，質感という新しい感覚を意識させることができ
るか，実践分析を通して明らかにすることである。	 
	 授業の概要は，次の通りである。	 
○題材名：「言葉の世界を写そう」	 
○実施年：	 日時	 平成 23 年 3 月 22 日（火曜日）第 3 校時	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 23 日（水曜日）第 3 校時	 
	 
○場所	 上板町立 K 小学校	 	 
○学級	 第 5 学年（男子女子合計 30 名）	 
○使用媒体：デジタルカメラを利用する。	 
○授業者：西園政史	 
	 
B	 	 授業実践の計画と展開	 
	 
学習指導案	 第 5学年(2 時間扱い)	 
	 
日時	 平成 23 年 3 月 22 日（火曜日）第 3 校時	 
	 	 	 	 	 	 	 	 3 月 23 日（水曜日）第 3 校時	 
場所	 上板町立 K 小学校	 
学級	 第 5 学年（男子女子合計 30 名）	 
	 
１．	 題材名「言葉の世界を写そう」	 
	 
２．	 題材設定の理由	 
	 小学校第 5 学年にあたる時期の児童は，社会的な情報を活用して考えたり，直接体験し
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ていないことに思いを巡らせたりすることができるようになる。材料の特徴をとらえ，想
像力を働かせて発想させるために，質感に視点を置き素材の違いによる表現の多様性を理
解させる。さらに，グニョグニョした，などの擬態語を写真撮影を通してとらえることで，
多くの質感を体感しその感覚の幅を広げていく。	 
説明のための撮影ではなく（例えばリンゴを撮影することを目的とする），形のない擬態
語からイメージしたものを撮影することで，イメージすることを意識させることが可能と
なる。豊かな表現力を養うことにつながる。	 
	 
【教材観】	 
様々な質感を知ることで，美術作品への強い関心を持たせる。さらには，その質感を利
用して表現の幅を広げる。日常生活でよく利用されるデジタルカメラを使うことで，写真
を利用した美術作品がより身近なものであることを認識し，創作意欲を引きだす手助けと
なる。	 
【生徒観】	 
小学校高学年という時期は，好奇心が強く活発旺盛な時期になることから，素材への興
味を持たせることで，自身の創作活動に新たな発想を生むことにつながる。自己の欲求も
仲間や集団の規律で，絶えず摩擦を繰り返しながら，社会性を身につけて行く時期である
ことから，グループでの活動を行い協調性を身につける。	 
【指導観】	 
今回の授業では，意図的に質感を感受させることから，普段意識していない学校にある
ものが質感の感受によって創作活動の一要素なることを実感させる。デジタルカメラを利
用することで，日常生活の中にある様々な質感を発見し，創作へと結びつけることで図画
工作への興味，関心を日常的なものとする。	 
	 
３．	 指導目標	 
○鑑賞，批評し合うことで表現の違いを知り，互いの意欲を高め合う。【関心・意欲・態度】	 
○身のまわりのものに対し，日常とは異なる視点を持ち，豊かな発想で質感の違いを見つ
け作品としてつくり上げる。【発想・構想】	 
○デジタルカメラを利用し，擬態語で捉えた表情を様々な質感で表現する。また，独創性
のみを重要視するのではなく，他の児童に伝えることも意識する。【技能・表現】	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○美術作品をつくるという視点においてデジタルカメラの利用方法を理解する。日常の場
にある様々なものを質感として捉えることができる。【知識・理解】	 
	 
４．	 指導計画（全 2 時間）	 
第 1 時	 カメラの使い方，擬態語の説明をし撮影を行う。	 
第 2 時	 撮影した写真から新たな発見をし，他グループの作品を鑑賞，批評する。	 
	 
５．	 第 1 時の目標と展開	 
（３）	 本時の目標	 
①カメラの使用方法を理解し，写真を撮る。	 
②グループで協力しながら新たな質感を発見し出会う。	 
③目に映る情報だけではなく，触覚，音，動きなどからさらなる質感の探究を行う。	 
	 
（４）	 準備	 
〈教諭〉	 グループで一台のカメラ，学習ノート，擬態語の書かれたカード	 
〈生徒〉	 筆記用具	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(3)	 第 1 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5	 
分	 
・あいさつ（自己紹介）	 
・本時の内容を説明する	 
「今日と明日で，皆さんには
カメラを使って探検をして
もらいます。まずこちらを見
てください。」	 
・黒板に書かれた「ごつごつ」
から連想されることは何か
質問し，答えさせる	 
・複数回答が出たら参考とな
る写真を例示する	 
「先生は，ごつごつという言
葉からこのような写真を撮
りました。」	 
・席につき説明を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
・「ごつごつ」から連想
されることをイメージ
し答える	 
	 
	 
・写真と言葉のつなが
りを理解する	 
・全員が席に着くこ
とを確認する	 
	 
	 
	 
・説明時に，イメー
ジが固定化されない
よう注意する	 
展
開
Ⅰ	 
10
分	 
・グループに，言葉の書かれ
たカードと学習ノートを配
付する	 
・名前と言葉を記入させる	 
・個人で，言葉を見て感じた
ことを記入させる	 
・5 分間，グループ内でその
言葉から受けるイメージに
ついて意見交換させ，記入さ
せる	 
・以下の注意点を伝える	 
○グループでイメージした
・言葉カード，学習ノ
ートを受け取る	 
・名前と言葉を記入す
る	 
・個人で，言葉を見て
感じたことを記入する	 
・5 分間，グループ（4
人 1 グループ）内で，
用意された言葉のイメ
ージについて意見交換
し，色々なイメージを
持つ	 
・自由な発想で，言
葉から受ける印象を
伝えあえているか確
認する	 
・話し合いが止まっ
てしまっているグル
ープに対しては，例
えとして身近にある
物に触れたときの感
覚を言葉にさせる	 
・言葉は，「つるつる，
ざらざら，ふわふわ，
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ものをもとに，学校内で撮影
するものを探し，良いと感じ
たものがあったら，4 人で同
じものを色々な角度で撮影
すること	 
○触れる，音を聞く，動かす
などし，視覚以外で感じるこ
とも意識すること	 
○撮影枚数は一人 1 枚とし，
グループで計 4 枚とするこ
と	 
・カメラをグループに 1 台貸
し出すと同時にカメラ番号
を学習ノートに記入させる	 
	 
・黒板を使いカメラの使い方
を説明する	 
「では，まず電源を入れてみ
ましょう。次にモニター画面
を見ながらシャッターボタ
ンを押してみましょう。」	 
・走らない，カメラは水につ
けない，落とさない，やさし
く扱うなどの注意する点を
伝える	 
・教室に集合する時間を伝え
る	 
・注意点を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・グループで 1 台のカ
メラを受け取る	 
・カメラ番号を記入す
る	 
・カメラの使い方を聞
く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・時計を見て時間を確
認する	 
ぐちゃぐちゃ」とす
る	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・カメラの取扱につ
いて，しっかりと理
解させる（撮影，プ
レビュー）	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(4)第 1 時の評価	 
①カメラの使用方法を理解し，撮影できたか。	 
②グループで協力し新たな質感を発見し出会えたか。	 
③目に映る情報だけではなく触覚，音，動きなどからさらなる質感の探究ができた
か。	 
	 
６．	 第 2 時の目標と展開	 
（１）	 第 2 時の目標	 
展
開
Ⅱ	 
20
分	 
・学校内（校庭，校舎内）で
写真撮影をさせる（雨の場合
は校舎内のみとする）	 
	 
・学校内で，言葉から
イメージされるものを
撮影する	 
・色々なところに目を
やり，視線の角度を変
えるなどし幅広く探す	 
	 
	 
	 
・校舎，校庭で撮影
させる	 
・雨の場合は校舎内
のみとする	 
・一か所にとどまら
ずに，視点を上下さ
せたりし，観察させ
る	 
・触れる，音を聞く，
動かすなどし，視覚
以外の感覚を使い質
感を感じるように伝
える	 
・時間内に教室にも
どるよう促す	 
ま
と
め	 
10
分	 
・デジタルカメラで，撮影し
てきた写真を確認させる	 
・カメラ，学習ノートを回収
する	 
・次の授業内容を伝える	 
	 
・撮影してきたものを
確認する	 
・カメラ，学習ノート
を提出	 
・次の授業説明を聞く	 
	 
・戻ったグループご
とに撮影出来ている
か確認する	 
・すべてのカメラ，
学習ノートの回収を
確認する	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① 自分たちで撮影した写真をグループ内でみて，気がついた点を伝え合う。	 
② 与えられた言葉がもっとも良く表現されている写真を選択する。	 
③ 学習ノートの記入と，批評を行うことにより自他のグループの作品の作品意図
を理解し，表現の良さや個性による違いを感じとる。	 
	 	 
（2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート，モニター	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 
（3）第 2 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5	 
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝
える	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，自分たち
で撮影した写真の印刷され
たものを配付する	 
・前回までの内容を確認
する	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解さ
せる	 
展
開
Ⅰ	 
20
分	 
・各グループで，印刷され
た写真を見ながら言葉のイ
メージが表現されたか確認
させる	 
・グループ内で 4 枚の写真
からもっとも擬態語を表現
されていると感じるものを
1 枚選ばせる	 
・グループごとにテレビモ
ニターに撮影した写真を映
・グループ内で 4 枚の写
真からもっとも擬態語を
表現できたと感じるもの
を 1 枚選ぶ	 
・他のグループの写真を
見て，どのような擬態語
が当てはまるか思考し答
える	 
	 
	 
・グループ内で自由
な意見交換が行われ
ていることを確認す
る	 
	 
・写真を読み解くこ
とをさせる	 
・様々な考え方があ
ることを理解させる	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し，他の生徒にどのような
擬態語なのか答えさせる	 
・写真からどのような印象
を受けたか答えさせる	 
	 
	 
展
開
Ⅱ	 
15
分	 
・例で出した写真を示し，
色や形について質問し答え
させる	 
・自分のグループの選択し
た写真にどんな色や形があ
るか学習ノートに記録させ
る	 
・自分のグループの写真で
気がついたことを記入させ
る	 
・写真に写っている色や
形について思考し，発言
する	 
・自身のグループの写真
について色や形について
記入する	 
・自分のグループの写真
で気がついたことを記入
する	 
・色や形について視
点を持たせる	 
・気がついた点を自
由に書かせる	 
ま
と
め	 
5	 
分	 
・授業のまとめをする	 
「普段何気なく見ていたも
のも，少し違った視点や，
意識して見てあげることで
不思議な世界が発見できま
したね。」	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い視
点，豊かな世界を発
見する喜びを伝える	 
	 
	 （4）第 2 時の評価	 
①自分たちで撮影した写真をグループ内でみて，気がついた点を伝え合えたか。	 
②与えられた言葉がもっとも良く表現されている写真を選択できたか。	 
③学習ノートの記入と，批評を行い自他のグループの作品の作品意図を理解し，表
現の良さや個性による違いを感じとれたか。	 
	 
C	 	 授業実践の分析と考察	 
	 
	 分析方法は，ビデオ撮影による記録を基に行う。表 9 では，本課題の導入部分において，
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筆者と児童との会話より，生活経験と擬態語とのつながりについて分析する。表 10 では，
一つのグループが，擬態語から得られる質感をいかにして獲得するかを分析する。	 
授業記録は，筆者が行う授業を撮影スタッフ 1 名がビデオカメラを持ち撮影を行う。撮
影スタッフによる記録は，一つのグループを授業の始まりから終わりまで撮影し続けてい
る。その他に教室全体が撮影できるように定点カメラを一台設置し撮影した。合計 2 台の
ビデオカメラを使用しビデオ記録を行った。	 
	 表 9 では，本課題の導入部分での生徒と筆者との会話である。	 
児童 L は，筆者の「ごつごつから感じられることは何ですか？」という問いに対し，犬
の鳴き声を表す「わんわん」と，雨の音となる「ざーざー」という擬音語について答えた。
これは，「ごつごつ」という言葉と同種の言葉として，それ以外の擬音語と擬態語として答
えを導いている。さらに引き続き，児童 L に対し質問内容を変え質問を行った。「ごつごつ
と聞いた時に感じること」と質問内容を特定し伝えた。すると児童 L は，「いわかやま」と
いった具体的な答えを導いた。さらに，岩や山の表情として「でこぼこ」という表現と共
に答えている。	 
続いて児童 M に，他には何かあるか質問したところ，「かわ。かわのいし。」という答え
を得た。さらに筆者の，「川を歩いたことがあるか」という質問に対し，顔を縦に二度うな
ずき，経験があることを答えた。この内容を読んだ多くの人が，素足で川を歩いた体験を
思い出し，足の裏に感じる石の固さを頭に思い浮かべ，その質感を感じるのではないだろ
うか。つまり，児童 L も児童 M も，過去に自らが体験した内容を「ごつごつ」という言葉
に当てはめ答えている。両者とも，言葉＜擬態語＞から受ける音の響きから質を思考し，
経験との照らし合わせが行われたことが読み取れる。さらに児童 M は，自らの日常生活に
おける直接的体験を交え「ごつごつ」に結び付け答えている。そこには，日常生活で得た
「ごつごつ」という過去の体験が，この瞬間に筆者の質問が刺激となり深層意識より表層
意識へと質感となって表出したと言える。	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表 9	 児童と筆者との擬態語に関するやりとり	 
	 発話	 （）括弧内は行為を示す	 
筆者	 
	 
児童 L	 
	 
	 
筆者	 
	 
児童 L	 
	 
筆者	 
	 
	 
	 
児童 M	 
	 
筆者	 
	 
	 
	 
児童 M	 
「ごつごつから感じられることは何ですか？」	 
	 
「あります。えっと，いぬのなきごえでわんわんとか，あめ，あめのおと，
ざーざーとか，そういうぎおんごとかあります。」	 
	 
「そうだね。じゃあ，ごつごつって聞いたとき何を想像する？」	 
	 
「えっと，いわとかやまとかのでこぼこです。」	 
	 
「他に何かありますか？」	 
「同じ答えでもいいし，自分はこう思ったなど，あるかな？」	 
「（児童 HA に向かい）何かあるかな？」	 
	 
「かわ。かわのいし。」	 
	 
「あ，川にある石ね。」	 
「川とか歩いたことある？」	 
「その時，足が痛かったりした？」	 
	 
（二度頷く）	 
	 
続いて，表 10 においてグループ活動内で意見交換を行った際に発生した，言葉の状態に
ついてのやりとりを書き出す。	 
ここでは，擬態語と擬音語との違いについて意見交換が行われた。「ぐちゃぐちゃ」が表
すものは，物から発生する音なのか，それとも，物の状態を表すのか，という内容となる。
女児 P と女児 O の会話からは，「ぐちゃぐちゃ」が表すものは，音ではなく，見た目なので
はないか，という結論に達している。もちろん，擬音語はものが壊れたり，擦れたり，ぶ
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つかったりする場合にでる音響を表すものであり，擬態語は，事物のありさま，現象，動
きや状態を描写的に表現したものであることから，どちらで捉えても正しいと言える。し
かし，女児 O と女児 P の「ぐちゃぐちゃ」に対する考えのすり合わせでは，「見た目」がぐ
ちゃぐちゃを表すのもであるとし進める。	 
この意見交換には，それぞれの持つ質感の差異が関係している。それぞれの経験は唯一
無二であり，決して同じ経験は存在しない。しかし，言語化し意思を伝達することで初め
てその感覚の類似点，相違点が共有可能となる。つまり，授業内において，感覚の共有は，
環境が与える状況によって他者との関係が築かれ，そのことを言語化することで初めて共
有できる意識として感覚が明確化すると言える。集団という環境は，話し合いという状況
をつくり，言葉の新たな意味を構築したと言える。	 
	 
表 10	 擬態語と擬音語に関する会話	 
	 発話	 （）括弧内は行為を示す	 
撮影者	 
男児 N	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 P	 
女児 O	 
女児 O	 
女児 P	 
「例えばどんなもの？」	 
「きったないもの。」	 
「きったなにものはきったないな。このぐちゃぐちゃっておとはな。」	 
「お，おと？」	 
「おと？」	 
「おと，おとじゃないんちゃう。」	 
「おとじゃないか・・・。」	 
「ぐちゃぐちゃって・・・おとじゃないな。」	 
「みため？」	 
「みためね。」	 
「なまごみ。」	 
「みためちゃう。」	 
	 
では続いて，擬態語の言葉のニュアンスの違いによる意見交換の場面を表 11 に示す。	 
ここでは，個々が考えたぐちゃぐちゃのイメージについて，グループで意見交換し，撮
影の方向性を絞る場面である。男児 N は自分の意見として，「かみをぐちゃぐちゃにするよ
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うなかんじ。」と述べ，紙の状態をぐちゃぐちゃに当てはめ発言した。しかし，女児 O はそ
の考えを否定的に捉えている。女児 O は，紙の状態は「ぐちゃぐちゃ」よりも「くちゃく
ちゃ」の方が適切であると発言した。さらに，女児 P は，男児 N の考えをより詳細にする
ために，「まるめるかんじ？」と行為における質問をし，男児 N の考える紙の状態をさらに
微細に理解しようとしている。紙は，しわが入ったよれた感じや，軽く擦れる感じでは，
「くちゃくちゃになった紙」と表現されることがある。それに対し，両手を使って丸める
行為からは，ぐちゃぐちゃっとした印象を受けとることができる。女児 O はその会話を聞
き，自身で言葉のニュアンスを確かめるように，「かみをぐちゃぐちゃするかんじ。」と独
り言のように発言している。	 
続いて女児 Q は，納豆を混ぜる時の音という考えを発言している。この意見に対し，女
児 P と女児 O は，予想外の発言であったのか，両者は「たしかに」と発言し自身の中には
なかった考えに触れ，新たな質感を得ている。さらに，女児 O に関しては，納豆が好きで
ある，といった日常生活を振り返った発言に至っている。	 
他者が発言する感覚的内容を理解できるということは，自らも同様となる質感を感受し
た経験があることになる。その経験は流動的な質の世界において存在し，他の事物によっ
て関係性が構築され存在するものであり，決して単独で記憶されているものではない。つ
まり，「ぐちゃぐちゃ」であれば，紙を丸める行為，または，納豆をかきまぜる行為の中に，
その行為に至った際の五感によって得た感覚と共に，その状況や環境といった広域にわた
る内容が記憶されている。擬態語の刺激によって記憶されていた感覚は，言語化によって
共有され，感覚による微細な差異を他者と認識し合うことで，その後の美術表現への基礎
を構築することとなる。つまり，ここに美術作品のクオリティの根底が存在すると言える。	 
質感の微細な差異は，他者との摩擦によって自らの意識に問いかけを行う。自らの思考
では表出しなかった質感を，他者の言葉によって表出に至る体験は，新たな気付きを獲得
することになる。	 
以上 3 つの場面から，擬音語・擬態語と児童との関係を観察し分析を行った。擬音語・
擬態語に関しては，特別な説明を必要とせずとも理解していた。ここで，特に注目したい
ことは，図画工作の授業内において擬態語と出会ったことで，児童のこれまでの経験が，
想起され質感として表出した点である。このことは，自らの経験において感じた不断な事
物について，言葉との結びつけによって分化を行い具現化し，他者に伝えるという内容が
含まれている。つまり，言葉を体験し事物に意味を与えることは，表現力の基礎であり，
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人間を形成する役割を担っていることになる。	 
	 
表 11	 擬態語の差異を確認し合う一場面	 
	 発話（）括弧内は行為を示す	 	 発話（）括弧内は行
為を示す	 
男児 N	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 P	 
	 
男児 N	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 O	 
	 
女児 P	 
女児 Q	 
女児 P	 
女児 Q	 
	 
女児 P	 
女児 O	 
女児 P	 
女児 Q	 
「かみをぐちゃぐちゃにするようなかんじ。」	 
（男児 N に対して）「くちゃくちゃちゃうん。」	 
「なんて？かみをぐちゃぐちゃ？」	 
（男児 N に対して）「なんか，あの，まるめる
かんじ？」	 
（数回うなずく）	 
「ちゃうよー。あれくちゃくちゃじゃよ。」	 
（N に対し）「ぐちゃぐちゃするかんじ？」	 
（自身に語りかける感じで）「かみをぐちゃぐ
ちゃするかんじ。」	 
「女児 Q は？」	 
「なっとうをまぜるときのおとににている。」	 
「なんて？」	 
「なっとうをまぜるときのおとににているっ
てかいた。」	 
「たしかに。」	 
「たしかにな。なっとうすきよ。」	 
「Q，あとはないん？」	 
「へやがきたなくなっているかんじ。」	 
	 
	 
女児 O	 
	 
	 
	 
	 
	 
「ぐちゃぐちゃ？」
（女児 P の「ぐちゃ
ぐちゃ」という発言
と当時に）	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表 12	 質感の差異を想像し，撮影場所を伝え合う一場面	 
写真	 発話	 行為	 
	 
写真 12	 
女児 O：「つくえんなかと
る？」	 
女児 O：「だれのがいちば
んきたなそう。」	 
女児 O：「○○ちゃんまと
もにきれい。」	 
	 
教室内を歩き，撮
影対象を探す。机
を覗き込む。	 
	 
写真 13	 
女児 P：「O あれは？」	 
女児 P：「これぐちゃぐち
ゃちゃうん。」	 
女児 O：「やけ，まわりが
きれいだけ。」	 
	 
	 
教諭の机の周辺
を観察し，物の状
態から，擬態語と
の照らし合わせ
を行う。観察対象
から感じられる
内容の感じ方の
違いを，意見交換
によって伝え合
う。	 
	 
写真 14	 
撮影者：「これぐちゃぐ
ちゃ。」	 
女児 O：「これぐちゃぐち
ゃって。」	 
女児 P：「あ，ほんまぐち
ゃぐちゃ。」	 
女児 P：「あ，きれた。」	 
女児 P：「あとなこれぜっ
たいぐちゃぐちゃ。」	 
女児 O：「あと Q。」	 
撮影者の発言に
よって後方にあ
った机の上の状
況を捉える。しか
し，そこを撮影す
るも，最初に見て
いた後方の状況
も適切であると
意見している。	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写真 15	 
女児 O：「そといこう。」	 
女児 P：「これとったらそ
といこ。」	 
男児 N：「ごみ。」	 
女児 P:「あっこは？あの
ごみすてるとことか。」	 
女児 O：「ほうじゃ，そこ
いこ。」	 
	 
教室内を観察し
ながら，他の環境
を想像し，より適
切な撮影対象を
求め，グループの
メンバー同士で
意見交換を行う。	 
この位置からは，
外の風景が見え
ている。	 
中略	 
	 
写真 16	 
	 ゴミ捨て場に移
動し，擬態語との
照らし合わせを
行い，撮影する。	 
	 
続いての場面（表 12）は，グループ活動においてデジタルカメラを用いた撮影の場面と
なる。	 
表 12 の場面では，3 名の生徒が「ぐちゃぐちゃ」という擬態語から感じられる質感につ
いて意見交換を行い質感の比較を行っている。	 
このグループは，教室内に置かれている教諭の机周辺を観察し，書類や物が置かれてい
る様子について意見交換を行っている。ここで重要なことは，「ぐちゃぐちゃ」という言葉
から得られる感覚を，グループ 3 名が同じ状況から感じ，比較を行い経験していることに
ある。その場を共有し，比較し微細な差異を個々の感覚において表出させ，自身の感覚を
認識することが行われている。女児 P が「これぐちゃぐちゃちゃうん。」という発言を行い，
それに対し女児 O は，「やけ，まわりがきれいだけ。」と発言し，それぞれが，ものの置か
れた状況に対して，部分を見るのか全体的に捉えるのかといった観察する範囲の違いや，
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「ぐちゃぐちゃ」という言葉の持つ感覚についての違いが，意見交換によって確認され共
有することで，自身の体験から得るその言葉の持つ意味を定義づけている。	 
続いて女児 O が「そといこう。」と提案し，さらに，「あっこは？あのごみすてるとこと
か。」と発言する。この時点で，「ぐちゃぐちゃ」という言葉の感じに対して，観察を行っ
ていた教室内から，自身がこれまで見たことのある場所を頭に思い浮かべ，別な場所の提
案を行っている。これは，教室におけるグループ内での意見交換がきっかけとなり，さら
なる思考を行ったと言える。	 
この様に，他者の存在が自身の思考にアプローチし，目の前にある状況とこれまでの経
験とを合わせ，言葉の響きにより対象の取捨選択をする行為が行われている。さらに，グ
ループでの意見交換は，目に見えない「感じ」を具体化し共有することで共通の認識を持
ったと言える。土台となる擬態語から写真撮影という行為を介して，自分にとっての言葉
の意味を深く掘り下げていくことを体験し，質感の伴った言葉を得ることにつながってい
る。	 
松原は，「美術教育ほど幼少の頃から体験的に創造的人間活動の基本的態度を伸ばしてい
く教科は外にはない」3)と述べている。さらに，「幼児・児童・生徒へと成長する段階に即
して，人間の外的能力と内的生命力とを縦横に組み合わせて統合をはかるような学習内容
を積極的に取り入れていく必要がある。」4)とし，主体的に自己を実現していく能力を養う
ことの重要性を述べている。つまり，内的生命力は，日常生活を含む全ての体験が経験化
することによって生成されることから，学校における授業内において，生活を含む全ての
自分に触れ想像することが求められる。この関係が明確化し創造行為に至ることが，個性
となって他者との差を生むと言える。そして，この経験が創造的人間活動の基礎となるっ
ている，と捉えることができる。	 
このグループが撮影した写真は，図 17 に示している。	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写真 17	 女児 O	 
	 
写真 18	 女児 P	 
	 
写真 19	 女児 Q	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写真 20	 男児 R	 
	 
写真 21	 男児 N	 
図 17	 ぐちゃぐちゃを撮影したグループの写真	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図 18	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 19	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 20	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 21	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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図 22	 生徒により学習の記録（学習ノート）	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Ｄ	 授業実践より得られた成果	 
	 
	 本授業実践は，小学校第 5 学年を対象にしたが，小学校第 1 学年で行った授業実践の内
容と同じとなる。学年は異なるが，質感を言葉から感じ，それを基に観察対象を取捨選択
する行為は，同じと言える。授業観察からは，言葉から想起されたイメージが，一つのも
のに留まることなく流動的に次のイメージを想像していることが読み取れた。	 
第 1 学年と比較すると，教室内での意見交換の際に，言葉の持つ感じを生活の中から想
像し幅広く発言していた。つまり，食事，生活空間，物の状態などと，日常生活における
様々な時間帯について想像を働かせ，発言している。ものの現象だけではなく，状況，状
態を含めた想像と言える。さらに，撮影対象を捉える際の範囲に違いが表れている。観察
の際には，対象物を部分的に感じるのではなく，そのものが置かれた環境，周囲の状況を
含め判断材料としている。つまり，第 1 学年よりも第 5 学年の方が，読み解く選択範囲が
広域であり，部分的な感受のみではなく空間を意識した感受が行われていた。	 
擬態語の利用は，言語と質感との関係を体験的に認識するために用いた。さらに，デジ
タルカメラによる写真撮影によって，五感で得た質感を記録し作品制作の素材として利用
した。デジタルカメラは，瞬間的に感じたことを撮影できるだけではなく，液晶モニター
の存在によって撮影した内容を瞬時に確認することが可能なことから，自身の質感の感受
と，図像として映し出されたものが関係性を持っていることを強く認識するこが可能にな
る。身体を介して得た質感と，撮影された図像と，そのきっかけとなった言葉＜擬態語＞
との三つの関係は，学校教育における言語活動の本質的な意味を担っていると言える。	 
生徒は，擬態語の持つ言葉の響きにより自身の経験と照らし合わせ，その言葉より感じ
る状態や具体的なものを思い浮かべる。次に，撮影対象を自身の手に触れるなどし，触覚
を介して直接的に質感の感受が行われる。この時点で最初に想像していた内容が，五感を
通じて実体のある質感となって認識される。最初の段階で想像していた内容が，実体を伴
うことで生まれる差異や，合致によって対象を感じる内容は，より詳細になる。デジタル
カメラの持つ記録と確認の機能は，その関係を具体的に，そして強固な存在へと導く役割
も担っている。さらに，デジタルカメラは，児童の関心を一点に集中させることへの誘導
にもなっていることが確認できた。	 
授業展開の第 2 時では，撮影した写真を鑑賞することで擬態語との関係をさらに構築し
た。今後の更なる展開として，映し出された写真をさらに再構築し，擬態語の持つ言葉の
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イメージを創造し，つくりかえることが考えられる。擬態語の持つ感覚的な部分を抽象的
な形を持って表現することで，新たな美的要素が発生する。このことは，言葉が恣意的で
あることや，本来個人の中で生成された言葉の意味ということを捉えると，より個人の経
験が反映された作品展開が見込まれる。	 
人間の本質的な部分を明確にしながら進めるこの授業実践は，学習指導要領でも示され
ている，小学校と中学校をつなぐ共通事項として，位置づけることができる。小学校で行
った実践は，人間の普遍的な力を見出すことで作品が生成されていた。このことを，さら
に深く掘り下げ，中学校において発展させた美術表現として形成するこで，人間が持つ本
質的な力におけるつながりが構築可能であると想定できる。	 
	 
第 2 章のまとめ	 
第 2 章では，小学校における授業実践の内容とその分析を示した。第 1 節では，デジタ
ルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の 1 つ目とし，小学校第 2 学年の授
業観察より分析を行った。空想の生き物が，目の前に現れた時の反応を身体表現し，その
ポーズを教諭が写真撮影を行う。その写真の人物の部分を切り抜きコラージュし，その周
囲に絵画表現を行うといった授業内容である。分析内容は，図画工作の授業において，言
語を介したやり取りによって日常生活における意識が抽出した場面を基に，授業内におけ
る言語の活用を示した。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析である。分析の
結果，言語は，日常生活と芸術とをつなぐ役割を担い，言葉やイメージの獲得を発生させ，
その経験は美術表現を介して個々人の深層意識に触れ，作品が形づくられることを示した。
このことにより，美術作品による質的世界が生成されたことが示された。	 
第2節では，デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の2つ目とし，
小学校第 1 学年を対象に，擬態語から感じ取れる質感を感受し，デジタルカメラを媒介し
写真による作品制作を行った。写真撮影と作品鑑賞を介し，質感という新しい感覚を意識
させることができるか，実践分析を行った。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の
分析と学習ノートである。分析の結果，小学校第 1 学年という年齢でありながらも，言語
＜擬態語＞から新たな感覚を意識させ，質感の感受が行われていた。さらに，デジタルカ
メラは，感受した質感を具体化し美術表現として提示し，作品として成立させていたこと
が示された。	 
	 第3節では，デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の3つ目とし，	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小学校第 5 学年を対象に，擬態語から感じ取れる質感を感受し，デジタルカメラを媒介し
た写真による作品制作を行った。写真撮影と作品鑑賞を介し，質感という新しい感覚を意
識させることができるか，実践分析を行った。擬態語における感じ方の微細な差異を，グ
ループにおいて意見交換し，イメージの交換を行っていた。そこでは，個々人の経験によ
って得た感覚が擬態語と出会い，感じ方の差異を他者に伝えることで，イメージと言葉と
のつながりを，明確に認識し合うことにつながっていた。	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第 2 部第 2 章の註	 
	 
1）Ｅ・Ｗ・アイスナー著，仲瀬律久他訳，『美術教育とこどもの知的発達』，黎明書房，1986，
p.141。	 
2）ジョン・デューイ，栗田修訳，『経験としての芸術』，晃洋書房，2010，p.40。	 
3）松原郁二，『人間性の表現と教育―新しい美術教育理論』，東洋館出版社 1972，	 p.69。	 
4）同上，p.72。	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第 3 章	 中学校における授業実践とその分析	 
	 
	 
	 
第 1 節	 デジタルカメラによる作品制作において擬態語を用いた中学校美術科	 
	 	 	 	 	 	 	 	 授業実践 1	 
	 
A	 	 授業実践の目的と概要	 
	 
本授業実践は，中学校美術科の制作過程における生徒の「体験」に注目し，言葉と感覚
的な経験との結びつきが作品に与える役割について明らかにすることである。そのため，
言語利用として擬態語を用い，言葉とイメージの結びつきについて，生徒の発話より分析
する。	 
授業の概要は，次のようになる。	 
○題材名：「ことばの世界を写そう」	 
○実施年：平成 23 年 7 月	 
○対象：三郷市立 H 中学校第 1 学年	 	 
○人数：2 クラス	 各クラス，男子女子合計 25 名	 
○指導時間：全 4 時間	 
○実施場所：三郷市立 H 中学校校内	 
○使用媒体：デジタルカメラを利用する	 
○授業者：西園政史	 
	 
B	 	 授業実践の計画と展開	 
	 
学習指導案	 中学校第 1 学年(4 時間扱い)	 
	 
日時	 平成 23 年	 7 月 5 日（木曜日）第 6 校時	 
	 	 	 	 	 	 	 	 7 月 12 日（木曜日）第 2 校時	 
7 月 19 日（木曜日）第 2 校時	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7 月 26 日（木曜日）第 2 校時	 
場所	 三郷市立 H 中学校	 
学年	 1 年（男子女子合計 25 名）	 
	 	 
1．題材名「ことばの世界を写そう」	 
	 
2．題材設定の理由	 
	 中学校第 1 学年の時期の生徒は，様々なことに対し美意識を持つようになる。例えば，
制服の着こなし方や筆箱やその中身に個性を持つようになる。生活における興味が，自己
表現として現れ，他者との差別化や共有化へとつながる。そこで，美術と生活とがつなが
りを持ったものであることを，より意識させるための題材を設定する。	 
本授業では，デジタルカメラを利用する。デジタルカメラは，生徒にとって身近に存在
する美術表現媒体である。そこで，学校内で発見できるものを対象とし，ものの質感をデ
ジタルカメラで撮影する。対象へのアプローチとして擬態語（ごつごつなど）を利用する。
擬態語から感じられる質感を通し，そのものの持つ質感を感受し作品に反映させる。さら
には，質感が日常的に存在する自然な感覚であることを認識させる。擬態語を介して写真
撮影を行うことで，多くの質感を体感しその感覚の幅を広げていき，言葉と質感とのつな
がりを構築するなかで，美術表現が発生することを認識する。	 
説明のための撮影ではなく（例えばリンゴを撮影することを目的とする），形のない擬態
語からイメージしたものを撮影することで，イメージすることを意識させることが可能と
なる。このことは，豊かな表現力を養うことにつながる。	 
	 
【教材観】	 
様々な質感を知ることで，美術作品への強い関心を持たせる。さらには，その質感を利
用して表現の幅を広げる。日常生活でよく利用されるデジタルカメラを使うことで，写真
を利用した美術作品がより身近なものであることを認識し，創作意欲を引きだす手助けと
なる。	 
【生徒観】	 
中学校第 1 学年という時期は，様々なことに興味を持ち，新しいことに強い関心を示す
時期である。表現媒体として幅を与えることで，新たな表現力を獲得し創作活動に刺激を
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与えることにつながる。他者との関わりでは，価値観の違いによって絶えず摩擦を繰り返
し，社会性とそのなかで生まれる個性を獲得することになる。	 
【指導観】	 
今回の授業では，質感と言葉＜擬態語＞とのつながりを築き写真作品によって表現を行
う。さらに，言葉の入り口より，五感によって質感を感受し，撮影対象を捉え，グループ
のメンバーとその感覚を共有することを行う。学校生活の中にある様々な質感を発見し他
者と共有することで，共通認識を築き，他者や日常とのつながりを構築する。	 
	 
3．指導目標	 
○鑑賞，批評し合うことで表現の違いを知り，互いの意欲を高め合う。【関心・意欲・態度】	 
○身のまわりのものに対し，日常とは異なる視点を持ち，豊かな発想で質感の違いを見つ
け作品としてつくり上げる。【発想・構想】	 
○デジタルカメラを利用し質感と色を感受し，言葉より捉えた表情を作品化する。また，
独創性のみを重要視するのではなく，他の児童に伝えることも意識する。【技能・表現】	 
○美術作品をつくるという視点においてデジタルカメラの利用方法を理解する。日常の場
にある様々なものを質感として捉えることができる。【知識・理解】	 
	 
4．指導計画（全 4 時間）	 
第 1 時	 カメラの使い方，擬態語の説明をし学校内での撮影を行う。	 
第 2 時	 撮影した写真から新たな発見をし，さらに印刷された写真を切り貼りする。	 
第 3 時	 切り貼りされたものに模様の入った透明フィルターを重ね，再度デジタルカメ
ラで撮影をし写真作品にする。	 
第 4 時	 完成した作品を鑑賞する。初めに，自身が制作した作品を観て感じたことを記
入させ，続いて，他グループの作品を鑑賞する。	 
	 	 
5．第 1 時の目標と展開	 
本時の目標	 
①カメラの使用方法を理解し，写真を撮る。	 
②グループで協力しながら新たな質感を発見し出会う。	 
③目に映る情報だけではなく，触覚，音，動きなどから質感と色の探究を行う。	 
 163 
	 
（５）	 準備	 
〈教諭〉	 グループで一台のカメラ，学習ノート，擬態語の書かれたカード	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 
	 (3)	 第 1 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・あいさつ（自己紹介）	 
・本時の内容を説明する	 
「皆さんにはカメラを使って
色と質感の発見をしてもらい
ます。まずこちらを見てくだ
さい。」	 
・黒板に書かれた「ごつごつ」
から連想されることは何か質
問し，答えさせる	 
・複数回答が出たら参考とな
る写真を例示する	 
「先生は，ごつごつという言
葉からこのような写真を撮り
ました。」	 
・席につき説明を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
・「ごつごつ」から連想さ
れることをイメージし答
える	 
・写真と言葉のつながりを
理解する	 
・全員が席に着くこと
を確認する	 
	 
	 
	 
	 
・説明時に，イメージ
が固定化されないよう
注意する	 
展
開
Ⅰ	 
10
分	 
・グループに，言葉の書かれ
たカードと学習ノートを配付
する	 
・名前と言葉を記入させる	 
・個人で，言葉を見て感じた
ことを記入させる	 
・5 分間，グループ内でその言
・言葉カード，学習ノート
を受け取る	 
	 
・名前と言葉を記入する	 
・個人で，言葉を見て感じ
たことを記入する	 
・5 分間，グループ（4 人
・自由な発想で，言葉
から受ける印象を伝え
あえているか確認する	 
・話し合いが止まって
しまっているグループ
に対しては，例えとし
て身近にある物に触れ
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葉から受けるイメージについ
て意見交換させ，記入させる	 
・以下の注意点を伝える	 
○グループでイメージしたも
のをもとに，学校内で撮影す
るものを探し，良いと感じた
ものがあったら，4 人で同じも
のを色々な角度で撮影するこ
と	 
○触れる，音を聞く，動かす
などし，視覚以外で感じるこ
とも意識すること	 
○撮影枚数は一人 1 枚とし，
グループで計 4 枚とすること	 
・カメラをグループに 1 台貸
し出すと同時にカメラ番号を
学習ノートに記入させる	 
	 
・黒板を使いカメラの使い方
を説明する	 
「では，まず電源を入れてみ
ましょう。次にモニター画面
を見ながらシャッターボタン
を押してみましょう。」	 
・走らない，カメラは水につ
けない，落とさない，やさし
く扱うなどの注意点を伝える	 
・教室に集合する時間を伝え
る	 
1 グループ）内で，用意さ
れた言葉のイメージにつ
いて意見交換し，色々なイ
メージを持つ	 
・注意点を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・グループで 1 台のカメラ
を受け取る	 
・カメラ番号を記入する	 
・カメラの使い方を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・時計を見て時間を確認す
る	 
たときの感覚を言葉に
させる	 
・言葉は，「つるつる，
ざらざら，ふわふわ，
ぐちゃぐちゃ」とする	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・カメラの取扱につい
て，しっかりと理解さ
せる（撮影，プレビュ
ー）	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展
開
Ⅱ	 
20
分	 
・学校内（校庭，校舎内）で
写真撮影をさせる（雨の場合
は校舎内のみとする）	 
	 
・学校内で，言葉からイメ
ージされるものを撮影す
る	 
・色々なところに目をや
り，視線の角度を変えるな
どし幅広く探す	 
	 
	 
	 
・校舎，校庭で撮影さ
せる	 
・雨の場合は校舎内の
みとする	 
・一か所にとどまらず
に，視点を上下させた
りし，観察させる	 
・触れる，音を聞く，
動かすなどし，視覚以
外の感覚を使い質感を
感じるように伝える	 
・時間内に教室にもど
るよう促す	 
ま
と
め	 
10
分	 
・デジタルカメラで，撮影し
てきた写真を確認させる	 
・カメラ，学習ノートを回収
する	 
・次の授業内容を伝える	 
	 
・撮影してきたものを確認
する	 
・カメラ，学習ノートを提
出する	 
・次の授業説明を聞く	 
	 
・戻ったグループごと
に撮影出来ているか確
認する	 
・すべてのカメラ，学
習ノートの回収を確認
する	 
	 	 	 
(4)第 1 時の評価	 
①カメラの使用方法を理解し，撮影できたか。	 
②グループで協力し新たな質感を発見し出会えたか。	 
③目に映る情報だけではなく触覚，音，動きなどから質感と色の探究ができたか。	 
	 
７．	 第 2 時の目標と展開	 
（1）第 2 時の目標	 
① 自身の撮影した写真を確認し，擬態語から得られた質感を読み取る。	 
② 撮影した写真をグループ内で鑑賞し，気がついた点を伝え合う。	 
③ 3 枚の写真を切り貼りし，擬態語のイメージを構成する。	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（2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 (3)	 第 2 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝える	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，自分たちで撮
影した写真の印刷されたもの
を配付する	 
・前回までの内容を確認
する	 
	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解させ
る	 
展
開
Ⅰ	 
25
分	 
・各グループで，印刷された写
真を見ながら言葉のイメージ
が表現されたか確認させる	 
	 
	 
・グループ内で，メンバ
ーの写真を鑑賞する	 
・3 枚の写真を切り貼り
する	 
	 
	 
	 
・グループ内で自由な
意見交換が行われてい
ることを確認する	 
・写真を読み解くこと
を意識させる	 
・様々な考え方がある
ことを理解させる	 
展
開
Ⅱ	 
15
分	 
・3 枚の写真を切り貼りし，デ
ジタルカメラを使用し再度撮
影し作品化させる	 
・切り貼りしたものを再
度デジタルカメラで撮影
し作品化する	 
	 
・色や形について視点
を持たせる	 
・気がついた点を自由
に書かせる	 
ま
と
め	 
5
分	 
・授業のまとめをする	 
	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い視点，
豊かな世界を発見する
喜びを伝える	 
	 
	 	 	 	 （4）第 2 時の評価	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①自身の撮影した写真を確認し，擬態語から得られた質感を読み取れたか。	 
②撮影した写真をグループ内で鑑賞し，気がついた点を伝え合えたか。	 
③3 枚の写真をコラージュ技法にて切り貼りし，擬態語のイメージを構成できた
か。	 
	 
８．	 第 3 時の目標と展開	 
（1）第 3 時の目標	 
① 3 枚の写真を切り貼りし，擬態語のイメージを構成する。	 
② 切り貼りしたものの上に模様入りの透明フィルターを重ね，より擬態語のイメ
ージに近づける。	 
③ 質感を表現した写真作品として完成させる。	 
（2）準備	 
〈教諭〉	 切り貼りされた写真，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 
(3)	 第 3 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝
える	 
・本時の流れを理解させる	 
	 
・前回までの内容を確
認する	 
・本時の流れを確認す
る	 
・前回の続きを行う	 
	 
・題材を再度理解させる	 
展
開
Ⅰ	 
20
分	 
・前回に引き続きコラージ
ュ技法を用いて，質感を表
すように制作をさせる	 
・それぞれ，作品を確
認し前回の続きを行
う	 
	 
・擬態語から得られる質
感の意識を再確認させ
る	 
・ハサミ等の注意を促す	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展
開
Ⅱ	 
15
分	 
・数十枚の質感を表す模様
の入った透明フィルターか
ら，自身の求める質感に適
したものを選ばせる	 
・選んだフィルターをコラ
ージュした作品の上に重
ね，デジタルカメラで撮影
し作品化させる	 
・透明フィルターか
ら，自身の求める質感
に適したものを選ぶ	 
・選んだフィルターを
コラージュした作品
の上に重ね，デジタル
カメラで撮影し作品
化する	 
・多くの模様の中から，
自分の作品に適したフ
ィルターを探させる	 
・最終作品となるよう
に，本日までにフィルタ
ーを重ねた状態で撮影
する	 
	 
ま
と
め	 
10
分	 
・片づけをさせる	 
・授業のまとめをする	 
	 
・グループで協力して
片づけを行う	 
・話を聞く	 
・グループで道具の数を
確認し返却させる	 
・作品の保管について伝
える	 
	 
（4）第 3 時の評価	 
① 3 枚の写真をコラージュ技法にて切り貼りし，擬態語のイメージを構成できた
か。	 
② 切り貼りしたものの上に模様入りの透明フィルターを重ね，より擬態語のイ
メージに近づけたか。	 
③ 質感を表現した写真作品として完成させることができたか。	 
	 
９．	 第 4 時の目標と展開	 
（1）第 4 時の目標	 
① 各自の写真作品をグループ内でみて，気がついた点を伝え合う。	 
② クラス全体で各グループの作品を鑑賞する。	 
③ 学習ノートの記入と，批評を行うことにより自他のグループの作品意図を理解
し，表現の良さや個性による違いを感じとる。	 
（2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	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 (3)	 第 4 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝え
る	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，最終的に撮
影した写真の印刷されたもの
を配付する	 
・前回までの内容を確
認する	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解させる	 
展
開
Ⅰ	 
10
分	 
・各グループで，印刷された
写真を見ながら言葉のイメー
ジが表現されたか確認させる	 
	 
	 
・グループ内で，メン
バーの写真を鑑賞す
る。	 
	 
	 
	 
・グループ内で自由な意
見交換が行われている
ことを確認する	 
・写真を読み解くことを
意識させる	 
・様々な考え方があるこ
とを理解させる	 
展
開
Ⅱ	 
10
分	 
・クラス全体で，各グループ
の作品を鑑賞させる	 
・各グループの作品を
鑑賞し，各作品の表現
に触れる	 
・色や形，工夫している
点に目を向けさせる	 
・気がついた点をメモさ
せる	 
展
開
Ⅲ	 
20	 それぞれの作品を観て感じた
ことを発表させる	 
・鑑賞において発見し
たこと，感じたことを
他者と共有する	 
・数名の生徒に発表させ
る	 
・生徒の発言が，クラス
全体で共有されるよう
に，進める	 
ま
と
め	 
5
分	 
・授業のまとめをする	 
	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い視点，
豊かな世界を発見する
喜びを伝える	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（4）第 4 時の評価	 
① 自分たちで撮影した最終的な写真作品をグループ内でみて，気がついた点を伝え
合えたか。	 
② 各グループの作品を鑑賞して，作品の特徴を捉えたり，表現の豊かさを感じとる
ことができたか。	 
③ 作品を鑑賞して感じたことを，発表，または，それを聞きとり他の生徒と共有で
きたか。	 
	 
本授業実践は，言葉（擬態語）から得られるイメージを捉え，そのイメージをデジタル
カメラで撮影し表現の素材として使用する。使用する擬態語は，「ふわふわ」「ざらざら」
「ぐちゃぐちゃ」「つるつる」の 4 種類とし，グループ内で同じ擬態語を撮影する。4 種類
の擬態語の選択理由としては，学校内での撮影を想定した授業であるため，学校にあるも
のから連想されることを条件とした。さらに，4 種類の擬態語には全く異なる質感を用意
し，作品に幅が生まれるように設定した。撮影し印刷された写真を切り貼りし，言葉のイ
メージへと再構築する。最後に，模様の描かれた透明フィルムを重ね，透明フィルムの模
様を通して見える切り貼りした写真を再度撮影し写真作品とする。透明フィルムは，切り
貼りした写真と一体となり，新たな質感を生み出す効果がある。	 
授業の目的としては，擬態語から発生するイメージについて，写真撮影を通してとらえ
ることで質感の感受を行い，感覚の幅を広げていく。さらに，生活のなかで発見した質感
が美術制作のなかで広がりを持って影響し合い，作品を構築することを認識させることを
行う。対象の特徴をとらえ，想像力を働かせて発想させるために，質感に視点を置き素材
の違いによる表現の多様性を理解させる。さらに，ごつごつした，などの擬態語を写真撮
影を通して捉えることで，多くの質感を体感し，その感覚の幅を広げて行く。説明のため
の撮影ではなく（例えばリンゴを撮影することを目的とする），形のない擬態語からイメー
ジした質感を伴う対象を撮影することで，ものの「感じ」を含めた内容を撮影することが
可能となる。さらに，様々な質感を知ることで，美術作品への関心を持たせ，表現の幅を
広げることにつなげる。本授業では，質感の感受によって，質の伴った作品を制作するた
めにデジタルカメラを利用する。	 
グループ活動を行う理由として，グループに対し与えられる擬態語はひとつだが，この
言葉から感じられる内容は個人個人異なることを認識することにある。4 人がまったく同
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じ感じを受けることはなく，その感覚は唯一無二の存在であることが言える。つまりは，
ひとつの言葉から，4 つ以上の「ごつごつした感じ」が連想される。さらに，撮影する対
象物をグループ全員が同じものとするため，撮影対象を決定するために感じたことの意見
交換が必要となる。他者の考えを取り入れ，様々な思考を展開し撮影に至ることで，環境，
人間による相互作用が生まれ，関係を築くことになる。つまり，イメージの共有が行われ
る。このことは，言葉の持つ伝えあう機能が，そこから発生する「感じ」を共通理解へと
導いている。さらに，伝えることで自身のイメージをより具体的なものへとする。日常生
活の中にある様々な質感を発見し創作へと結びつけることで，美術への興味，関心を日常
的なのものへとすることが想定される。	 
作品制作における段階的な流れを設定し，授業実践を行う。（表 13 参照）	 
	 
表 13	 作品制作のプロセス	 
〈第 1 段階〉（日常的経験）	 
日常生活から様々な事物を感受する。直接的に作品の構成を意識した内容でなく
てよい。周囲の変化に対し感覚的に経験を積むこと，風の冷たさ，太陽の温かさ，
木々のにおい，バラのとげの痛み，街の喧騒など，五感で感じられる経験を蓄積
する。	 
〈第 2 段階〉（意識的経験）	 
4 人 1 グループとし，与えられた擬態語について話し合う。話し合い後，言葉のイ
メージを捉えるために，学校内にて五感を使い意識的に観察する。グループのメ
ンバーとの意見交換により，環境，人間による相互作用が生まれる。個人では発
見できなかった感覚に気がつく。イメージの確認と記録のためにデジタルカメラ
を使い撮影する。	 
〈第 3 段階〉（イメージの立ち上げ）	 
撮影した写真を見て，感じていたことが画面に表現されているか確認する。切り
取られた質感より新たな表現をイメージする。取捨選択された日々の出来事や関
心から，作品の大まかな目的を設定する。無意識的に第一段階での経験が自身の
感性の基礎となっている。さらに，第二段階での経験が作品としての色，形，質，
思考を想起させ，イメージへの構成要素となる。	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〈第 4 段階〉（イメージの構築）	 
イメージをもとに撮影した写真を，さらに自分なりのごつごつのイメージに変化
させるために，コラージュ技法にて形をつくる。媒介する素材に触れることで，
日常的経験と感覚的経験とが混ざり合い，新たな感覚とイメージを獲得する。	 
〈第 5 段階〉（作品化による性質の変化）	 
質感の描かれた透明フィルムを上から重ね，再度写真撮影する。透明フィルムに
は様々な質感を感じさせる模様が印刷されており，重ねることでより質感が強調
される効果を生む。作品化によって性質は変化する。	 
	 
C	 	 授業実践の分析と考察	 
	 
(1)	 言葉と体験との関係について考察	 
	 
本研究における授業分析では，体験的な質感の感受と言葉とのつながりについて読み取
れる場面とし，プロセスの第 2 段階を，本授業のビデオ記録より考察する。ビデオ記録よ
り，発話，行為をもとに分析する。表 14 は，ビデオ記録より切り取った画像を表示してい
る。	 
このグループに与えられた擬態語は，「つるつる」である。生徒 A（写真 23 左から 2 番
目の女子生徒）は感じたことを次々とその場で発言していた。写真 22 では，壁に触れなが
ら歩き指先から伝わる感覚を「ざらざらしている。」と発言している。視覚を通して言葉
のイメージを探す上で，自然と手でものに触れ，触覚による感覚を言葉のイメージと照ら
し合わせていることが推測される。対比的に生徒 B（写真 22 に写る男子生徒）は，感じた
事をすぐに発言することは少ないが，グループのメンバーの発言に耳を傾け，その方向に
目を向けていた。写真 22 の状況も 2 人の女子生徒が壁に触れ，続いて壁にかかるニスの塗
られた木材の標識に触れ，壁との違いについて「これはつるつる」と発言したことに対し，
生徒 B は，生徒 A が触れているものに視線を向け確認していた。視覚情報は，対象物の形
と色でその質感を想起させるが，手で感じることで更なる情報を獲得可能にさせる。	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表 14	 言葉を体験的に捉えることの一場面（つるつる）	 
状況写真	 発話	 行為	 
	 
写真 22	 
A：「ざらざらして
る。」	 
	 
・壁を手で触れ
ながら目的の場
所まで移動	 
	 
写真 23	 
D：「ここもつるつる
してるよ。」	 
筆者：「なぜ，そう
感じた？」	 
D：「すべるから。」	 
・地面より足に
伝わる感覚を伝
え合う	 
・足を滑らせる
ようする	 
	 	 
写真 24	 
A：「ここもつるつる
してるよ。」	 
D：「どこ？してませ
ん。」	 
C「してないよ。」	 
・金属の手すり
に触れ，地面を
視覚にて確認し
ながら移動	 
	 	 
	 	 
写真 25	 	 
C：「これでいいと思
う。」	 
A：「つるつる，つる
つる。」	 
・大きく手を動
かしながら窓に
触る	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写真 26	 
B：「すげえ，つるつ
るしてる。」	 
C：「石にしよう。」	 
・3cm 程度の石
をみつけグルー
プのメンバーに
見せる・石を水
に濡らす	 
	 
写真 27	 
D ：「 か げ で き て
る？」	 	 
B：(返事なし)	 
	 
・自分の手で影
をつくなどの工
夫をしながら撮
影を試みる	 
	 
写真 23 では，靴底から伝わる質感を，足を滑らすようにし読み取っていた。「つるつる
している」と発言した生徒に，筆者が「なぜ，そのように感じたのか」と尋ねたところ「す
べるから。」と答えた。このとき，生徒のなかで，言葉のイメージと身体から得られる感
覚とがつながりを持ち，体験的に質感を捉えたと読み取ることができる。与えられた言葉
に対し，そのイメージにあったものを撮影するために，視覚，触覚を利用し観察していた。
写真 24 における一場面に関しても，移動する最中，常に体験的に質感を捉えることが行わ
れており，その探究は言葉との照らし合わせが要因となっている。	 
デジタルカメラによる撮影は，グループで撮影対象を一つにすることを条件としている
ため，各自が勝手に撮影することはなく，常にグループ 4 人による感覚の情報交換が行わ
れていた。一時，窓を撮影対象としたが，その後に生徒 B が 3ｃｍ程度の石をメンバーに
見せ，「すげえ，つるつるしてるよ。」と伝え，確認させる。さらに生徒 B は，その石を水
で濡らし，求める質感に近づける行為に至っている。つまり，生徒 B は，石がつるつるし
ていると感じ，そのことをメンバーに伝えたが，その間も常につるつるに対する照らし合
わせが思考されていた。後に筆者が生徒 B に，石が水に濡れた状態を経験的に知っていた
か問うと，知っていたと答えた。より言葉のイメージに近づけるために，経験的に水に濡
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らすことへ至ったと言える。この行為は，より適切な質感を探求することで生まれた体験
であり，質を伴った経験と捉えることができる。	 
	 
（2）作品化によって得られる質感に関する考察	 
	 
様々な質感を感受し捉えられた写真は，経験から発生した質が含まれた素材として成立
している。写真そのものに手を加えることで，さらにその質を変容させて行く。言葉のイ
メージをより表現するために，切り貼りによって加工し(写真 29，32)	 ，さらに模様の入
った透明フィルムを重ねて写真撮影することで，質の伴った写真作品(写真 30，33)として
完成させる。	 
生徒 A の作品経過	 
写真の切り貼りは，言葉のイメージがより表現される形を探し，行う。擬態語に表われ
る「感じ」を自身の価値観と照らし合わせ，捉え再構築する。透明フィルムに関しては，
様々な模様の描かれたものを 40 種類用意し，各自のイメージと照らし合わせ適切なものを
選択する。重ねたものを写真撮影することで，一体感を持って作品化される。	 
生徒Aは学習ノートに，デジタルカメラで撮影した写真28を見て感じたことについて「つ
るつるだけどへこんでいた。」と記述している。さらに，模様入り透明フィルムを重ね撮影
した写真 30 についての同様の質問に対し「フィルターは影みたいに見えて，うしろの絵が，
水の中に石を投げたらホワァーってなるやつみたい。」と記述している。つまり，「つるつ
る」を感受した経験と，自身の今までの経験とが出合い，美術的表現技法を媒介すること
で，さらなる質の変容が行われたと読み取れる。つまり，この経過において言葉が，美術
的表現技法を介した表現へと生成されたことが確認できる。	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写真 28	 デジタルカメラで撮影された写真	 
写真 29	 印刷された写真をコラージュ	 
	 
写真 30	 模様入り透明フィルターを重ね撮影	 
図 23	 生徒 A による写真	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写真 31	 デジタルカメラで撮影された写真	 
写真 32	 印刷された写真をコラージュ	 
写真 33	 模様入り透明フィルターを重ね撮影	 
図 24	 生徒 B による写真	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生徒 B に関しても生徒 A と同様の質問を写真 31 に対し行ったところ，「ごつごつしてい
る石がまわりにあったからつるつるしているように見える。かげがあるものよりかげのな
いほうがつるつるしているように見える。」と記述している。水に濡れた石の質感を他の質
感と比較し，その様子を写真のなかから再発見している。写真 33 に対しては「波がうまく
いって良かった。」と記述している。生徒 B にとって，つるつるという言葉から得た感覚は，
質感の対比によってさらに明解になる。その写真のなかにある形，色，質感と自身の経験
とを照らし合わせ，波と岩を想像し新たな表現として生成している。	 
	 
表 13 における第 1 段階，第 2 段階で得た経験は，第 3 段階においてイメージ構築の一要
素となり，第 5 段階において新たな性質に変化したと言える。脳科学の分野において，茂
木は次のように述べている。	 
	 
脳は物体を認識する際，色，形，テクスチャー，動きを同時に取り入れている。そ
れぞれの視覚特徴は，様々な視覚野においてばらばらに表現されている。つまりは，
ものの塊が認識されえる際，脳ではそれぞれの視覚特徴が統合され，一つのものを
認識している。1)	 
	 
としている。このことを広く捉えれば，第 1 段階，第 2 段階での経験の際にも，様々な視
覚情報が，色，形，質，動きに分かれて脳に表現されている。このことが第 4 段階でのイ
メージ構築の際，それぞれの記憶の要素が組み合わせとなり，新たな形式を生み出す。経
験についてデューイは次のように述べている。	 
	 
経験は絶えまなくおこる。なぜなら，生き物と環境条件との相互作用は生きる過程
そのものだから。そこに抵抗と葛藤の条件が加わる。すると，その相互作用に関与
する自我と世界の外見と中身は感情と観念をともなうようになる。そして経験の性
質が変わる。2)	 
	 
	 生徒 A，生徒 B ともに性質の変化を読み取ることができた。ひとつの言葉をきっかけに
質感の感受が行われ，その経験によって新たな性質を持って生徒の経験となっていること
が読み取れる。擬態語から質感をイメージし，そのことがきっかけとなり実物から質感を
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感受する。撮影，写真を利用したコラージュ的作品制作を通し，質的な経験を含んだ作品
となっている。最終的に，波紋や波のイメージへと展開された記述が見られたが，その導
入は質の感受であり，言葉のイメージを体験することにある。つまり，その経験を経て表
出された波紋や波といった内容であり，それが作品となる。経験によって質は変化し，美
術表現媒体を通して日常の事物から美術表現へと，凝縮した性質へと生成されたことが読
み取れる。	 
作品を鑑賞する際には，この質感に対する経験が，作品の表面的内容だけではなく，個々
人の持つ質感の認識が作品の内部に迫って行くことを可能にさせると言える。経験が作品
を観ることを支え，鑑賞によってさらなる質の獲得へとつながる。	 
人間はひとりひとり異なる感覚を持っている。本授業で取り上げた流れのなかに言語化
することが含まれているが，言語化することで，その対象物の質感を特定し無限に存在す
る質感を限定的にすることが行われる。つまりは，「感じ」の可能性を狭めているようにも
捉えられるが，ここでの目的は，質を認識し，共有することが可能になることにある。学
校という環境のなかで，他者に自分の感覚を伝えることは，言語や表現を通して行われ，
人間形成の一部を担うものとなる。「ごつごつ」という感覚を共通認識によって捉え，その
表現にいたることで，他者の作品を観た際にもその経験の数だけ，感覚的に捉えることが
可能となる。さらにそのことを言語化する，もしくは，自分なりの表現へと変換し伝える
ことも可能となる。	 
	 
D	 授業実践から得られた成果	 
	 
本授業実践は，中学校美術科の制作過程における生徒の「体験」に注目し，言葉と感覚
的な経験との結びつきが作品に与える役割について明らかにすることであった。そのため，
言語利用として擬態語を用い，言葉とイメージの結びつきについて，生徒の発話より分析
を行った。このことから，次のような結果が得られた。	 
	 ここまで，言葉から発生するイメージと，そのイメージに合う質感を感受し探究するこ
とで，作品に質が発生する場面を考察してきた。言葉の与える広がりは，現実のものと合
わさり，質感をより実感しながらその感覚を獲得することに至っている。さらに，美術的
手法を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始まりから終わりまで軸とな
った言葉は，表現するための指標となり，作品制作における一要素となっていたと捉える
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ことができる。言葉が設けられていることで明確な目的のもと，感覚的に対象を捉え，思
考し比較検討が行われていた。	 
	 美術教育において表現媒体との出会いは，価値の発見，感覚的な経験などが上げられる。
本実践では，デジタルカメラを媒介することで得られる視点が，体験をより具体的なもの
とし成立させていた。表現媒体としてデジタルカメラの普及が進むなか，教育的な視点に
おいて写真を利用することの明確な指標が求められる。この授業実践を通し，言語はその
繋ぎ目となり，体感したことをより明確に示し，共通認識をもって他者との関係を築くこ
とを可能すると言える。	 
	 写真を切り貼りする行為は，写真撮影のみでは発生しなかった新たな質感を感受してい
た。擬態語を基に，別な媒体を用いて創造し新たな形を見出すことは，制作者の内的世界
にさらに入り込んだ表現が可能となる。写真撮影時に捉えた擬態語による質感は，形を再
構成することで，新たな質を得ることになる。	 
美術表現は，日常生活で得る質感に，特定の活動＜体験＞が伴うことで，質感が変化す
る。それは，言葉＜擬態語＞の意味のつくり替えとなる。美的体験は，言葉を新たな様相
へと変化させ，実体としての作品と，それを感じる心といった，目には見えない価値を生
むと言える。美術作品は，目に見えない感じる心と，作品としての物体によって，均衡を
保っているのであり，そのことを段階的に経験することは，言葉と感じる心とのつながり
を知る経験になると考えられる。これは，つまり深層意識への働き掛けであり，認識とな
ると言える。	 
では，続いてこの実践の流れを別な主題，または表現手法に置き換えた場合，どのよう
な力を発揮するのか。更なる実践を重ねる。	 
	 
第 2 節	 デジタルカメラによる作品制作において擬態語を用いた中学校美術科	 
授業実践 2	 
	 
A	 授業実践の目的と概要	 
	 
本授業実践は，中学校美術科教育における言語活動について，授業実践を通して美術表
現における言語の役割を分析し，美術経験と言語との関連性を明らかにすることによって，
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美術科における言語活動のビジョンを提示することである。	 
授業の概要は，次のようになる。	 
○題材名：「学校って何色？」	 
○実施年：平成 24 年 2 月	 
○対象：埼玉県三郷市立 H 中学校第 1 学年	 
○人数：男子女子合計 25 名	 
○指導時間：全 3 時間	 
○実施場所：三郷市立 H 中学校校内	 
○使用媒体：デジタルカメラ	 
○授業者：西園政史	 
	 
B	 授業実践の計画と展開	 
	 
学習指導案	 中学校第 1 学年(3 時間扱い)	 
	 
日時	 平成 24 年	 2 月 16 日（木曜日）第 6 校時	 
	 	 	 	 	 	 2 月 23 日（木曜日）第 2 校時	 
3 月 1 日（木曜日）第 2 校時	 
	 	 場所	 三郷市立 H 中学校	 
学年	 1 年（男子女子合計 25 名）	 
	 
1．題材名「学校って何色？」	 
	 
2．題材設定の理由	 	 
	 中学校第 1 学年という時期は，小学校課程において図画工作として行ってきた授業が美
術となり，学びの意識に変化が表れる。例えば，図画工作では，思い通りにつくれていた
絵画表現が，中学校美術となり「上手に描けない」等の悩みにより，美術そのものを嫌う
ことが伺える。そこには，「きれいに描けなければならない」や「そっくりに描けること」
といった技術的側面に対する理想とのずれがある。中学校第 1 学年という時期に，その偏
った思い込みで，「美術が苦手」という意識付けがされてしまうことは避けなければならな
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い。描く力をつけながらも，感じることの豊かさを体感し，それを得るための行程を明確
に理解し，色や形，またはつくることによって得られる表現の広がりを実感することが必
要となる。つまり，自らの持つ感性を通し感じられる豊かな世界を，美術を介し発展させ
て行くことが求められる。	 
	 そこで，本題材では，「色」についての固定観念を取り払い，色を感じることを行う。色
と言われると，「赤」や「黒」といったように色の名前を思い浮かべるだろう。しかし，色
とはそのことを表すことに限られたものではない。楽しい感じの色，弾むような色の感じ，
冷たい色，といったように色の持つ「感じ」によってとらえることもできる。本題材では，
「学校」をテーマに，その色の持つ質感をデジタルカメラを利用して表現することを行う。	 
【教材観】	 
美術の「感じる豊かさ」を知るために，自由な発想を意識する。思い込みは捨て，日常
生活とは異なる視点を持って，課題を認識する。見ることから感じることを行い，表現へ
と結びつける。	 
【生徒観】	 
他者との関わりによって，価値観の違いを認識し，そこに表現の広がりを実感する。こ
のことによって，様々な感じ取り方があることを知り，美術表現の豊かさを得ると同時に，
創作の枠を広げることを意識する。生徒一人一人が，豊かな感性を持っていることを認識
し，多岐にわたる美術表現を体験するなかで，表現の豊かさを体感する。	 
【指導観】	 
今回の授業では，色という認識を質感と一緒に捉えることで，新たな価値観を獲得する。
そこでは，日常生活では発見できなかった視点を美術の授業で獲得し，新たな感覚を意識
させる。日常生活で見慣れた風景も，意図を持って見ることで表現として認識できること
を伝える。	 
	 
3．指導目標	 
○鑑賞，批評し合うことで表現の違いを知り，互いの意欲を高め合う。【関心・意欲・態度】	 
○色に対し，日常とは異なる視点を持ち，新たな感覚とともに作品をつくり上げる。【発想・
構想】	 
○デジタルカメラを利用し質感と色を感受し，作品化する。また，独創性のみを重要視す
るのではなく，他の児童に伝えることも意識する。【技能・表現】	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○美術作品をつくるという視点においてデジタルカメラの利用方法を理解する。日常の場
にある様々なものを美術表現として捉えることができる。【知識・理解】	 
	 
4．指導計画（全 3 時間）	 
第 1 時	 カメラの使い方，擬態語の説明をし学校内での撮影を行う。	 
第 2 時	 撮影した写真から質感を確認し，撮影した写真 1 枚 1 枚を 6 分割にし，その中
から縦 3 枚，横 3 枚，計 9 枚になるように 1 つの画面に再構成する。構成され
たものは，デジタルカメラを使用し再度撮影し作品化する。	 
第 3 時	 完成した作品を鑑賞する。初めに，自身が制作した作品を観て感じたことを記
入させる。続いて，抽象画を見せ感じたことを記入させる。	 
	 
5．第 1 時の目標と展開	 
(1)本時の目標	 
①カメラを自分の意図したように利用し，撮影する。	 
②グループで色について共有しながら写真を撮影する。	 
③目に映る情報だけではなく，触覚，音，動きなどから質感と色の探究を行う。	 
	 
(2)準備	 
〈教諭〉	 グループで一台のカメラ，学習ノート，擬態語の書かれたカード	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 (3)	 第 1 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・あいさつ（自己紹介）	 
・学習ノートを配付する	 
「突然ですが，皆さん，学校って
何色だと思いますか？」	 
・学習ノートに記述させる	 
・数人に答えさせる	 
・席につき説明を聞く	 
・学校の色を思考する	 
	 
・学習ノートに記述する	 
	 
・擬態語について確認す
・全員が席に着くことを
確認する	 
	 
・まずは，個々に思考し
たことを記述するよう
促す	 
184 
 
・本時の内容を説明する	 
「前回の授業で習った擬態語を使
って，学校の感じを色で表しまし
ょう。」	 
る	 	 
・説明時に，イメージが
固定化されないよう注
意する	 
展
開
Ⅰ	 
15
分	 
・グループに，擬態語の書かれた
カードを配付する	 
・擬態語を記入させる	 
・個人で，擬態語を見て感じたこ
とを記入させる	 
・5 分間，グループ内でその言葉
から受けるイメージについて意見
交換させ，記入させる	 
・以下の注意点を伝える	 
○グループで擬態語からイメージ
したものをもとに，学校内で撮影
するものを探し，撮影を行う	 
○触れる，音を聞く，動かすなど
し，視覚以外で感じることも意識
すること	 
○撮影枚数は一人 3 枚とする	 
・カメラをグループに 1 台貸し出
すと同時にカメラ番号を学習ノー
トに記入させる	 
・カメラの使い方を説明する	 
「では，まず電源を入れてみまし
ょう。次にモニター画面を見なが
らシャッターボタンを押してみま
しょう。」	 
・走らない，カメラは水につけな
・言葉カード，学習ノー
トを受け取る	 
・配付された擬態語と名
前を学習ノートに記入す
る	 
・個人で，言葉を見て感
じたことを記入する	 
・5 分間，グループ（4
人 1 グループ）内で，用
意された言葉のイメージ
について意見交換し，
色々なイメージを共有す
る	 
・注意点を聞く	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・グループで 1 台のカメ
ラを受け取る	 
・カメラ番号を記入する	 
・自由な発想で，言葉か
ら受ける印象を伝えあ
えているか確認する	 
・話し合いが止まってし
まっているグループに
対しては，例えとして身
近にある物に触れたと
きの感覚を言葉にさせ
る	 
・言葉は，「つるつる，
ざらざら，がさがさ，ぐ
ちゃぐちゃ」とする	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
・カメラの取扱につい
て，しっかりと理解させ
る（撮影，プレビュー）	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い，落とさない，やさしく扱うな
どの注意する点を伝える	 
・教室に集合する時間を伝える	 
・カメラの使い方を聞く	 
・時計を見て時間を確認
する	 
	 
	 
展
開
Ⅱ	 
20
分	 
・学校内（校庭，校舎内）で写真
撮影をさせる（雨の場合は校舎内
のみとする）	 
	 
・学校内で，言葉からイ
メージされるものを撮影
する	 
・色々なところに目をや
り，視線の角度を変える
などし幅広く探す	 
・視覚だけではなく，触
覚，聴覚，嗅覚も使い，
質感を感受する	 
・指定の時間に教室に戻
る	 
・校舎，校庭で撮影させ
る	 
・雨の場合は校舎内のみ
とする	 
・視点を上下させたり
し，観察させる	 
・触れる，音を聞く，動
かすなどし，視覚以外の
感覚を使い質感を感じ
るように伝える	 
・時間内に教室にもどる
よう促す	 
ま
と
め	 
10
分	 
・デジタルカメラで，撮影してき
た写真を確認させる	 
・カメラ，学習ノートを回収する	 
・次の授業内容を伝える	 
	 
・撮影してきたものを確
認する	 
・カメラ，学習ノートを
提出する	 
・次の授業説明を聞く	 
・戻ったグループごとに
撮影出来ているか確認
する	 
・カメラ，学習ノートを
回収し，確認する	 
	 	 
(4)第 1 時の評価	 
①カメラを自分の意図したように利用し撮影できたか。	 
②グループで色について共有しながら写真を撮影できたか。	 
③目に映る情報だけではなく触覚，音，動きなどから質感と色の探究できたか。	 
	 
	 
１０．	 第 2 時の目標と展開	 
(1)第 2 時の目標	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① 印刷された自分の撮影した写真を 3 枚確認し，写真から質感を読み取る。	 
② 撮影した写真 1 枚 1 枚を 6 分割にし，その中から縦 3 枚横 3 枚，計 9 枚になる
ように 1 つの画面に再構成する。	 
③ 構成されたものは，デジタルカメラで再度撮影し作品化する。	 
	 	 （2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 
(3)	 第 2 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返らせる	 
・再度，題材のねらいを伝える	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，自分たちで撮影
した写真の印刷されたものを配
付する	 
・前回までの内容を確認す
る	 
	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解さ
せる	 
展
開
Ⅰ	 
30
分	 
・撮影した写真 1 枚 1 枚を 6 分割
にし，その中から縦 3 枚横 3 枚，
計9枚になるように1つの画面に
再構成させる	 
	 
	 
・グループ内で，メンバー
の写真を鑑賞する。	 
・分割した写真を用いて，
色を意識し天地左右の配
置を自由に構成し貼る	 
	 
	 
	 
	 
・グループ内で自由
な意見交換が行われ
ていることを確認す
る	 
・写真を読み解くこ
とを意識させる	 
・分割した写真は，
色を意識し天地左右
の配置を自由に構成
させる	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展
開
Ⅱ	 
10
分	 
・3 枚の写真を台紙に貼り，デジ
タルカメラで再度撮影し作品化
させる	 
・切り貼りした写真を再度
デジタルカメラで撮影し
作品化する	 
	 
・色や形について視
点を持たせる	 
・気がついた点を自
由に書かせる	 
ま
と
め	 
5	 
分	 
・授業のまとめをする	 
	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い視
点，豊かな世界を発
見する喜びを伝える	 
	 
(4)第 2 時の評価	 
①印刷された自分の撮影した写真を 3 枚確認し，写真から質感を読み取れたか。	 
②撮影した写真 1 枚 1 枚を 6 分割にし，その中から縦 3 枚横 3 枚，計 9 枚になる
ように 1 つの画面に再構成できたか。	 
③構成されたものは，デジタルカメラで再度撮影し作品化できたか。	 
	 
１１．	 第 3 時の目標と展開	 
（1）第 3 時の目標	 
① 各自の写真作品をグループ内でみて，気がついた点を伝え合う。	 
② クラス全体で各グループの作品を鑑賞する。	 
③ 学習ノートの記入と，批評を行うことにより自他のグループの作品の作品意図
を理解し，表現の良さや個性による違いを感じとる。	 
（2）準備	 
〈教諭〉	 生徒が撮影した写真を印刷したもの，学習ノート	 
〈生徒〉	 筆記用具	 
	 	 	 	 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
188 
 
	 	 	 	 	 (3)	 第 3 時の展開	 
展
開	 
時
間	 
指導者の活動	 生徒の活動	 指導上の留意点	 
導
入	 
5
分	 
・前回の授業を振り返る	 
・再度，題材のねらいを伝える	 
・本時の流れを理解させる	 
・各グループに，最終的に撮影
した写真の印刷されたものを
配付する	 
・前回までの内容を確
認する	 
	 
	 
	 
	 
・題材を再度理解させる	 
展
開
Ⅰ	 
10
分	 
・各グループで，印刷された写
真を見ながら言葉のイメージ
が表現されたか確認させる	 
	 
	 
・グループ内で，メン
バーの写真を鑑賞す
る	 
	 
	 
	 
・グループ内で自由な意見交
換が行われていることを確
認する	 
・写真を読み解くことを意識
させる	 
・様々な考え方があることを
理解するせる	 
展
開
Ⅱ	 
10
分	 
・クラス全体で，各グループの
作品を鑑賞させる	 
・各グループの作品を
鑑賞し，各作品の表現
に触れる	 
・色や形，工夫している点に
目を向けさせる	 
・気がついた点をメモさせる	 
展
開
Ⅲ	 
20
分	 
それぞれの作品を観て感じた
ことを発表させる	 
・鑑賞において発見し
たこと，感じたことを
他者と共有する	 
・数名の生徒に発表させる	 
・生徒の発言が，クラス全体
で共有されるように，進める	 
ま
と
め	 
5
分	 
・授業のまとめをする	 
	 
・話を聞く	 ・日常的に面白い視点，豊か
な世界を発見する喜びを伝
える	 
	 
（3）第 3 時の評価	 
①	 自分たちで撮影した最終的な写真作品をグループ内でみて，気がついた点を
伝え合えたか。	 
②	 各グループの作品を鑑賞して，作品の特徴を捉えたり表現の豊かさを感じと
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ることができたか。	 
③	 作品を鑑賞して感じたことを，発表，または，それを聞きとり他の生徒と共
有できたか。	 
	 
C	 授業実践の分析と考察	 
	 
（1）授業内容の詳細	 
	 授業内容の詳細は次のようになる。	 
題材名は「学校って何色？」とし，表現媒体は，デジタルカメラを使用する。作品制作
にあたり，擬態語を基準に撮影対象の観察を行う。条件として，4 人一組のグループとし，
各グループに一台のカメラ，一つの擬態語が設定される。擬態語は「ガサガサ」「ツルツル」
「グチャグチャ」「ザラザラ」を使用した。これらの擬態語を使用した理由は，学校生活内
で見渡せば感じることが可能な言葉であり，身の回りにある様々なものから質感にたどり
着くように擬態語を設定した。	 
授業計画は次の通りである。	 
第 1 時＜1 日目＞	 
①学校の色について，学習ノートに記入させる。（個人）	 
②設定された擬態語を各グループに提示する。（グループ）	 
③設定された擬態語について，感じたことを記入させる。（個人）	 
④グループ内で，設定された擬態語から想像される撮影対象について，意見交換を行う。
（グループ）	 
⑤意見交換から撮影場所の候補を決める。（グループ）	 
⑥校庭を含む学校内を対象に，デジタルカメラを利用して撮影を行う。	 
第 2 時＜2 日目＞	 
⑦Ｌ判に印刷された自身の写真を確認し，設定された擬態語と写真とのつながりを確認す
る。	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図 25	 	 コラージュ的技法による再構成	 
	 
⑧図25の示すように，撮影した写真1枚 1枚を6分割にする。撮影した写真全てを分割し，
その中から縦 3 枚，横 3 枚，計 9 枚になるように 1 つの画面に再構成する。その際，設定
された擬態語がより表れるように，切ったものの中から並べ替えを行う。	 
⑨再構成したものを，再度撮影し写真作品として仕上げる。	 
第 3 時＜3 日目＞	 
⑩最終的に印刷された写真作品を見て感じたことを，学習ノートに記述する。	 
	 
(2)	 言語活動に注目した行為と発話	 
言語活動を読み取るために，一つのグループに視点を絞り，ビデオ記録を行った。ビデ
オからは，各々が今居る環境から周囲を確認し，そこから発見できる質感，また過去の経
験を想起し得られる質感をもとに，グループのメンバー同士が質感を共有する場面が確認
できる。そこで，ビデオ記録より，擬態語から得られる質感の微細な差異について，やり
取りが行われた場面を抜き出し，考察する。	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表 15	 生徒間における質感の共有	 
生徒	 行為	 発話	 
生徒 G	 
	 
	 
生徒 F	 
	 
	 
	 
生徒 G	 
	 
	 
生徒 F	 
グループに
対して発言	 
	 
生徒 Gに対し
て発言	 
	 
	 
生徒 Fに対し
て発言	 
	 
生徒 Gに対し
て発言	 
「ガサガサってむずかしくない？」	 
	 
	 
「あるじゃねーか。ピッチャーマウンド	 ガ
サガサじゃねーか。」	 
	 
	 
「え，そとやだ。」	 
	 
	 
「いってみる？」	 
	 間が開く	 	 
生徒 F	 
	 
	 
生徒 G	 
	 
	 
生徒 G	 
	 
	 
生徒 E	 
	 
	 
生徒 F	 
生徒 Gに対し
て発言	 
	 
生徒 Fに対し
て発言	 
	 
相手を特定
せず，発言	 
	 
相手を特定
せず，発言	 
	 
歌いだす	 
「バスケットボールはブツブツ。」	 
	 
	 
「なんで，ブツブツなんだよ。」	 
	 
	 
「そとやなんだけどー。」	 
	 
	 
「すなはザラザラか。」	 
	 
	 
「ガサーザー・・・。」	 
	 間が開く	 	 
生徒 F	 
	 
	 
生徒 F	 
	 
	 
	 
生徒 G	 
	 
	 
生徒 F	 
	 
	 
生徒 E	 
	 
	 
	 
頬に触れな
がら	 
	 
逆の手に変
え頬に触れ
ながら	 
	 
相手を特定
せず発言	 
	 
生徒 Gに対し
て発言	 
	 
グループ全
体に対して
発言	 
	 
「あーーはだがガザガザなんじゃない。」	 
	 
	 
「ちょうどガサガサだ。」	 
	 
	 
	 
「かべでいいや。」	 
	 
	 
「かべはツルツルしてる。」	 
	 
	 
「かべはねー。ちょっとガサガサさがすのむ
ずかしいよ。」	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生徒 G	 
	 
	 
生徒 E	 
	 
生徒 F	 
	 
	 
生徒 G	 
窓を指さし
ながら	 
	 
	 
	 
生徒 Gに対し
て	 
	 
うなずきな
がら発言	 
「あのまど。」	 
	 
	 
「あれは，ザラザラだね。」	 
	 
「ピッチャーマウンド，ホームベース，ガサ
ガサだから。」	 
	 
「ふーん。」	 
	 
ここでは，生徒 F が学校生活を振り返り，撮影対象に気がついた点に着目する。生徒 F
は，ガサガサという擬態語から，日々練習を行っている野球のグラウンドを連想し，そこ
にある野球のベースをグループメンバーに提案した。それに対し，生徒 G が，撮影場所が
外であることに対し否定的な発言をする。その日の天候や状況，そして生徒の身体的な問
題を含め，言葉＜擬態語＞のイメージを判断していることが読み取れる。続いて，その他
の撮影対象としてバスケットボールを上げ，その発言がきっかけとなり，指定された擬態
語から想像される撮影対象について具体的な意見交換がグループ全体で行われる。他のメ
ンバーから，砂や肌，壁，窓についての発言があり，一つの擬態語から微妙な質感の差を
話し合い，判断している。	 
	 
(3)	 写真撮影時に発生した発話と行為	 
	 続いて，グループでの撮影時に発生した言語活動に着目する。	 
グループは生徒 F の意見によって，まずは野球のベースがある場所に向かう。そこで，
表 16 において生徒 F の個人的な考えとグループとしての考えとのずれから，目的の再確認
と修正を行う場面を抽出し示す。	 
この場面では始めに，生徒 F（写真 35，一番左）がイメージする野球のベースが置かれ
た場所に移動する。なぜこの場所なのかという筆者の質問に対し，生徒 F は，「野球が大好
きだからです。俺がいずれピッチャー・・・野球選手になるから」と自身の学校生活と将
来の夢を語り，撮影の理由とした。	 
生徒 F は，撮影時にベースの上にのった砂を足で払い，足から伝わる感覚による質感の
感受，そこから発生する音も同時に聴覚で感受し確認したと言える。ここで大切なのは，
言葉によるきっかけが設定されていることで，撮影行為を行う際に感じとる姿勢が生まれ，
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対象とのやりとりがより濃密に行われることである。これは，言葉を介すことで，質感の
意識が発生し，対象をより具体的に捉えることが成立していると言える。	 
	 生徒 F にとって，学校生活全体を見渡し，自分にとってのガサガサを思考したとき，教
室での意見交換の際（表 15）に，「（生徒 G に対して）ピッチャーマウンド	 ホームベース	 
ガサガサだから。」と発言している。つまり，擬態語＜ガサガサ＞をもとに学校生活を振り
返ったとき，そこには部活動での場面が最も強く思い起こされたと推測できる。学校とい
う漠然としたイメージから，擬態語＜言葉＞が深層意識に触れ表現につながったと言える。	 
しかし，生徒 E（写真 35，左から 2 番目）によって，撮影場所に対する別な意見がグル
ープ全員に伝えられる。生徒 E は，草むらや枯れ葉の方がガサガサを感じ取れると予想し，
「踏んだり触ったりしないとガサガサしないよ。踏んだり押したりしないとガサッとなら
ないから。」とグループのメンバーに伝え感覚の共有を試みる。生徒 E は，周囲を確認し現
在の位置から 10ｍ程度の位置に枯れ葉のある場所を視覚的に捉え，確認していた。	 
つまり，生徒 F の行動に対し生徒 E は，別な考えがあることを伝え，質感に対する微妙
な差異を，言語を介して共有したことになる。教室での話し合いでは発生しなかった内容
を，撮影現場において感じ取り，撮影に反映させることを試みたと言える。このことは，
作品制作における質（クオリティ）の向上につながる要素だと言える。意見交換や質感の
共有によって，質感の差異を感じ取り，このことで経験はより研ぎ澄まされたものとなる。
グループで活動することによって，言語のやり取りが生まれ，差異化によってより適切な
ものへの探求が生まれる。	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表 16	 深層意識と質感との関わり	 
発話	 行為	 
	 	 
写真 34	 
筆者：「何でここにしようと
思ったの？」	 
	 
生徒 E：「F くんです。」	 
	 
生徒 F：「野球が大好きだか
らです。	 俺がいずれピッチ
ャー・・・野球選手になるか
ら。」	 
・足で野球ベースの上にの
った土を払いながら，靴底
から感受している	 	 
音：ズザズザ	 	 
	 
	 	 
写真 35	 
生徒 E：「このあと，草むら
に行こうぜ。」	 
	 
生徒 E：「踏んだり触ったり
しないとガサガサしないよ。
踏んだり押したりしないと
ガサッとならないから。」	 	 
・生徒 F の行為に対し生徒
E は，テーマである「ガサ
ガサ」を共有しようとグル
ープのメンバーに問いか
ける	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写真 36	 
生徒 F：「E 君，影じゃま。」	 
	 
・撮影対象に人の影ができ
ることに対し，メンバーに
指摘し，影ができない状況
を作り出す	 
	 
写真 37	 
筆者：「ガサガサをもう一回
話し合ってさ。」	 
	 
生徒 E：「ガサガサは草むら
のなかです。」	 	 
・グループのメンバーが足
踏みするように，枯れ葉の
中を踏んで歩く	 
	 
周囲に伝達を行った後に，グループは，生徒 E が発言したことを共有するように，枯れ
葉や草の生えている場所を踏み，ガサガサを感じ取ることをおこなっていた。生徒 E にと
って，言葉と質感との感受がつながりを持って周囲と共有が行われた瞬間に，その質感は
確実なものになる，と言える。作品制作における対象の感受は，日常生活とつながること
でより強固なものとなって，作品に反映されることが予想される。	 
生徒 E は，生徒 F が野球のベースを撮影している際に，その横で「踏んだり触ったりし
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ないとガサガサしないよ。踏んだり押したりしないとガサッとならないから。」と伝えてい
る。これは，草などを踏むことで得られる感触が，目的の質感に近いことを経験的に知っ
ていたことによる発言だと捉える事ができる。言語活動の視点から捉えれば，生徒 E は，
過去の経験を言語化し，周囲に伝えている。つまり，言語化したことで，これまでの経験
が次に起こる経験を支え，より明確に周囲との質感の共有を可能にしている。	 
この課題は，完成作品（写真 41・44）を見ると解るように，2 枚から 3 枚の写真を再構
成し 1 枚の写真作品として完成させている。複数枚の写真を切り，小片を組み合わせるこ
とで抽象的な図像となり，撮影対象の色を抽出した作品として成立する。擬態語を通して，
学校の色を思考し作品化に至ったことで，生徒 F の作品（写真 41）は，野球のベースと校
庭から伝わる質感が画面に反映され，砂と野球ベースの色彩で構成された作品となる。	 
生徒 E の作品（写真 44）は，枯れ葉や植物から伝わる色彩が画面を構成している。生徒
E にとって，学校のイメージをガサガサという質感を通して捉えたとき，枯れ葉や植物を
踏む感触につながりを抱いた。そして，撮影行為を経て構成された作品からは，植物に触
れたときに得られた感触と，植物の色彩を同時に読み取ることができる。	 
両者の作品制作過程から読み取れるように，つくる者の深層経験と質感を伴う経験が，
写真を構成しおり，再構築することで色彩と質感を抽出した作品として成立している。	 
	 
生徒 F による写真素材	 
	 
写真 38	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写真 39	 
	 	 写真 40	 
生徒 F による完成作品	 
	 
写真 41	 
図 26	 	 ＜生徒 F＞写真素材と完成作品	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生徒 E による写真素材	 
写真 42	 
写真 43	 
生徒 E による完成作品	 
	 
写真 44	 
図 27	 	 ＜生徒 E＞写真素材と完成作品	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 (4)	 課題後の学習ノートによる記述内容	 
本授業実践では，「学校って何色？」という質問から始まった。そして生徒は，自分にと
っての学校を想像しながら，擬態語を介して撮影対象の決定に至った。そこには，デジタ
ルカメラを通して撮影対象と出会うまでに，グループのメンバーとの意見交換，自身の記
憶，移動中に眼に入るものなどから総合的に対象を選択している。このことは，ビデオ記
録による発話と行為の分析によって明らかとなった。	 
生徒にとって，美術科の授業であっても，自分を反映することで，自分にしかない表現
に至ることが可能となっている。そして，周囲の生徒との意見交換による摩擦は，美的経
験としてより研ぎ澄まされた取捨選択の発生につながっていた。つまり，言語を介するこ
とで共通認識が生まれ，伝えるために，そして受け取るために，感じていることを言葉に
して共有を試みる。このような経験を得た生徒にとって，作品制作を通じて新たな価値観
が生まれたことが，制作後の学習ノートによる記述から確認できた。	 
制作後の質問は，「自分の作品を観て感じたことを書きなさい。」となる。この質問の意
図としては，まず「学校の色」というテーマで構成した作品から感じることを言語化させ，
それが自分にとっての学校の色であることを認識させる。作品から感じられることが，「学
校の色」を表す記号であり，作品がそれを象徴しているという解釈と，そこに広がる自分
なりの言語が，美術作品制作を通して得られた経験と結びつくことを求めている。	 
生徒 E は，制作後「短い葉や長い葉や大きい葉がある。全体的に明るいけど静けさがあ
る。」と記述している。この記述からは，美術作品制作を通じて，学校に存在する多様な「感
じ」を感覚によって受けとめ，質的な経験が言葉に表れたことを確認できる。	 
生徒 F の記述では，「Ｘに見える。」と書いている。作品を見るとわかるように，野球の
ベースを再構成した作品には，「Ｘ」に見える形が読み取れる。作品から感じられることを
記入するため，このような記述があってもおかしくはない。これを学校の色という解釈で
捉えると，生徒 F にとって部活動で行う野球が，学校を表す上で最も重要な役割を果たし
ている。野球のベースはその象徴的な色であり，生徒 F にとっての学校の色を表現するに
至っている。「Ｘ」というのは，そこから生まれた新たな価値観であり，作品を強くするた
めの一要素と認識することができる。	 
デューイは，事物の知覚には，事物との相互作用の積み重ねが必要であることを次のよ
うに言っている。「人間の身体にとって最も重要な器官である目は対象を見る。すると，対
象から働きをうける。つまり，対象からのお返しをうける。そして，このお返しはまた次
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の新しい目の活動を誘いだす。そのとき，この活動には以前よりも増加した意味と価値が
新しく付加されている。そして，目はこの活動を次々に進めることによって，美的な対象
を不断に構築していくのである。」3)	 
つまり，対象と関係を築くことは，そこに関連する新たな視点が内在しており，美術作
品制作を通した新たな意味と価値の獲得が不断に行われていると読み取ることができる。
生徒にとっては，擬態語が起点となり深層意識に触れ，多様な視点，価値観を獲得し作品
や思考に反映されていると言える。	 
	 
（5）	 美術科教育に内在する言語活動の役割	 
本実践では，中学校美術科の言語活動について，言葉と写真を利用した授業実践を通し，
分析を行った。本授業実践における言語活動の特徴は，経験を通して得られる感覚が，言
語との結びつきによって，より具体的に認識された点にある。そこでは，経験によって得
られた感覚が具体化されたことで制作者の深層に迫り，周囲との意見交換によってより個
が意識された内容へと変化していた。	 
言語は，生徒の持つ漠然としたイメージを，実感を伴う経験へ導き，個人の体験との照
らし合わせを発生させていた。撮影前のグループでの話し合いの際に，メンバー同士で様々
な質感の伝え合いが行われていた。各々が抱く事物に対する質感の捉え方は，個人個人が
体験した記憶をもとに発言している。過去の経験から，設定された言葉を想起する。その
際，メンバー同士がまったく同じ感覚を持つことは不可能である以上，それぞれが抱く記
憶との差異が，より適切な対象へと導くことになる。その際，重要なこととして，一つの
目的を設定することが上げられる。本授業実践では，言葉＜擬態語＞が終始一貫して制作
の軸となっている。このことは，自由な表現の中で，目的を明確にし自身の体験との照ら
し合わせを意識的に行うことで，新たな価値を構築していく作業となる。自身の意識内で
起こる差異は，取捨選択を行い質となって現れる。	 
滝沢武久は「どんなに豊かな経験でも，感覚の中にばらばらに登録されるだけなら，こ
の経験を明確に把握することはできないだろう」とし，さらに「ものごとを認識するため
には，経験内容に知的操作が加えられなければならない」4)	 と言っている。つまり，中学
生においては，デジタルカメラを用いて，ただ撮影するだけでは，意図的な表現を獲得す
ることは，困難である。個々の深層意識に迫り撮影行為に至るためには，知的操作として
の言語利用が，その問題を解消すると考えられる。	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撮影された写真と，その写真を撮影した際の経験とは，言葉によって結ばれている。写
真に自身の持つ感覚が反映されたことで，明確にその感覚を獲得することとなり，認識へ
とつながる。	 
美術科教育における言語活動は，経験をより豊かにし，幅を広げる役割を担っている。
それは，抽象的な要素や感覚的な内容を，イメージし捉えることにある。捉えるとは，つ
まり言語化である。形のないものをつくり上げる行為のなかには，常に言語とのやり取り
と同時に具現化する能力が求められる。このことは，丸山の言う「絶えずゆれ動く差異」
5)が，過去の経験と今起こっていることを結び，新たな価値と表現を見出すことにつなげ
ていると言える。	 
滝沢は，「事物と事物との間の類似性を何度も経験するとき，それについて概念が作られ
る。（中略）思考とは，こうして形成された概念を組み合わせながら，問題を解決するはた
らきなのだから，思考力を豊かにするためには，何よりも多くの経験を通して正確な概念
を形成することが大切である」6)と言っている。美術は，人間のあらゆる活動に含まれる
経験であり，美術を介して得られる多くの経験は，人間の持つ原始的な感覚である質感と，
言語を介する思考とが，強いつながりを生み概念化されたものだと考えている。	 
	 以上から，美術科教育に内在する言語活動の役割を整理すると次のようになる。本実践
では，美術科教育としての言語活動について，擬態語を介在させた。	 
① 擬態語を介在させた美術表現は，我々の深層意識にアプローチし，これまでの体験と
照らし合わせることで，不明瞭な事物を美術作品として生成させることを可能にする。	 
② 言語活動の一つとして利用した擬態語は，対象を捉える際に，対象から得る感覚の言
葉への置き換えを可能にし，具体性を持って認識することを可能にする。	 
③ 擬態語を介在させることで，グループで活動を行う際に，質感に対する微細な意見交
換が行われる。擬態語という言語が言葉として簡潔であることにより，他者との共有
を容易にし，会話を発生させる。	 
④ 擬態語を介在させることで，生徒は，作品制作において終始一貫して擬態語との照ら
し合わせをして追求を行う。すべての美術表現の工程において言語が一貫性を持ち存
在することで，生徒にとって表現の目的が明確化される。	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D	 授業実践から得られた成果	 
	 
本実践の目的は，中学校美術科教育における言語活動について，授業実践を通して美術
表現における言語の役割を分析し，美術における経験と言語との関係性を明らかにするこ
とによって，美術科における言語活動のビジョンを提示することであった。美術科教育に
おける言語活動の役割は，次の 4 点に整理される。	 
① 言語活動としての擬態語は，我々の深層意識にアプローチし不明瞭な事物を美術作品
として生成させることを可能にする。	 
② 擬態語は，対象から得る感覚の言葉への置き換えを可能にし，具体性を持って認識す
ることを可能にする。	 
③ 擬態語は，グループ活動において，他者との共有を容易にし，会話を発生させる。	 
④ 美術表現の工程において言語が一貫性を持ち存在することで，生徒にとって表現の目
的が明確化される。	 
現在学校教育全体に求められている言語活動について，以上の美術表現における言語の
役割の視点から，中学校美術科教育における言語活動のビジョンを提示すると次のように
なる。	 
美術科教育は，制作された作品の表層部分のみを問うものではなく，制作を通じて得ら
れる経験とそれによって表現した作品とのつながりに，学びの意味があると言える。言語
を介在させた美術制作は，他者との会話を築き，そこから生まれる感受の差異を経験させ，
そして，深層意識に触れながら，表現を生成し作品をつくるという活動を可能にする。こ
うした作品を外的世界に生成することによって，深層意識に触れながら内的経験を生成す
ることが美術科教育による人間形成となり，美術や世界の見方に変化を与えると考えられ
る。	 
本実践では，その一例として擬態語を美術表現に介在させ，以上のことを実証した。こ
れまで，鑑賞教育や美術表現を支えるための言語利用は，いくつかの研究によって論じら
れている。本実践で導いた擬態語を介在させた美術表現の方法は，人間の持つ力や原始的
な感覚に触れることを可能なものとし，美術科教育における言語活動の新たなビジョンに
なると期待できる。	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第 3 章のまとめ	 
第 3 章では，中学校における授業実践とその分析を行った。第 1 節では，デジタルカメ
ラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業実践の 1 つ目として，中学校
美術科の制作過程における生徒の「体験」に注目し，言葉と感覚的な経験との結びつきが
作品に与える役割について明らかにした。言語利用として擬態語を用い，言葉とイメージ
の結びつきについて分析を行った。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析と学
習ノートである。分析の結果，言葉の与える広がりは，現実のものと合わさり，質感をよ
り実感しながらその感覚を獲得することに至っていた。さらに，美術的手法（デジタルカ
メラ，コラージュ技法）を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始まりか
ら終わりまで軸となった言葉＜擬態語＞は，表現するための指標となり作品制作における
一要素となり明確な目的を築き，感覚的に対象を捉え思考し，比較検討が行われたことが
示された。	 
第 2 節では，デジタルカメラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業
実践の 2 つ目として，中学校美術科教育における言語活動について，授業実践を通して美
術表現における言語の役割を分析し，美術経験と言語との関連性を明らかにすることによ
って，美術科における言語活動のビジョンを提示した。分析の結果，擬態語が起点となり
深層意識に触れ，多様な視点，価値観を獲得し作品や思考に反映されていたことを示した。
経験を通して得られる質感は，言語との結びつきによって具体的な認識となり，そこで得
た感覚はデジタルカメラによって美術的表現へと生成されたことが示された。	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第 2 部のまとめ	 
	 
第 2 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証である。	 
第 1 章では，第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理
論の研究成果から，言語活動を介して得られる質感に関する授業の構築を行った。その具
体として，第 1 節では，基礎理論より活動への展開を示した。基礎理論では，言語＜擬態
語＞が質感とつながることにより，個々人の深層意識に触れ，作品に質を生むことを論じ
た。さらに，この流れに適した表現媒体としてデジタルカメラの使用を示した。そこで，
この基礎理論を基に授業実践の方法を構築した。第 2 節では，授業実践としての活動の概
観を示した。言語活動（擬態語）を介して得られる深層意識，質感は，他者とのイメージ
の共有によって，その違いを認識する。意見交換が個々人の内的世界を表出し，デジタル
カメラはその意識を定着させる役割を担っていたことを示した。	 
第 2 章では，小学校における授業実践の内容とその分析を示した。第 1 節では，デジタ
ルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の 1 つ目とし，小学校第 2 学年の授
業観察より分析を行った。空想の生き物が，目の前に現れた時の反応を身体表現し，その
ポーズを教諭が写真撮影を行う。その写真の人物の部分を切り抜きコラージュし，その周
囲に絵画表現を行うといった授業内容である。分析内容は，図画工作の授業において，言
語を介したやり取りによって日常生活における意識が抽出した場面を基に，授業内におけ
る言語の活用を示した。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析である。分析の
結果，言語は，日常生活と芸術とをつなぐ役割を担い，新たな言葉やイメージの獲得を発
生させ，その経験は美術表現を介して個々人の深層意識に触れ，作品が形づくられること
を示した。このことにより，美術作品による質的世界が生成されたことが示された。	 
第2節では，デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の2つ目とし，
小学校第 1 学年を対象に，授業実践とその分析を行った。実践分析の内容は，デジタルカ
メラを利用し擬態語で捉えた表情を様々な質感で表現させることで，質感という新しい感
覚を意識させることができるか，というものである。分析方法は，ビデオ記録による会話
と行為の分析と学習ノートである。分析の結果，小学校第 1 学年という年齢でありながら
も，言語＜擬態語＞から新たな感覚を意識させ，質感の感受が行われていた。さらに，デ
ジタルカメラは，感受した質感を具体化し美術表現として提示し，作品として成立させて
いたことが示された。	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第3節では，デジタルカメラを用いた小学校における図画工作の授業実践の3つ目とし，
小学校第 5 学年を対象に授業実践を行った。児童は，写真撮影の前に設けた擬態語に対す
る意見交換において，擬態語の持つ言葉の印象について日常生活を思い起こし，その生活
から感じられたことを，差異を持って伝え合っていた。言葉の持つ印象について，撮影前
に意識できたことで，撮影時には，撮影対象から感じられる質感に対する意見交換が行わ
れていた。さらに，経験を思い出し，別な撮影場所を推測しそこに向かうなど，擬態語の
持つ感じを広範囲より導き選択していた。	 	 
第 3 章では，中学校における授業実践とその分析を行った。第 1 節では，デジタルカメ
ラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業実践の 1 つ目として，中学校
美術科の作品制作過程における生徒の「体験」に注目し，言葉と感覚的な経験との結びつ
きが作品に与える役割について明らかにした。言語利用として擬態語を用い，言葉とイメ
ージの結びつきについて分析を行った。分析方法は，ビデオ記録による会話と行為の分析
と学習ノートである。分析の結果，言葉の与える広がりは，現実のものと合わさり，質感
をより実感しながらその感覚を獲得することに至っていた。さらに，美術的手法（デジタ
ルカメラ，写真の切り貼り）を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始ま
りから終わりまで軸となった言葉＜擬態語＞は，表現するための指標となり作品制作にお
ける一要素となり明確な目的を築き，感覚的に対象を捉え思考し，比較検討が行われたこ
とが示された。	 
第 2 節では，デジタルカメラによる作品制作において擬音語を用いた中学校美術科授業
実践の 2 つ目として，中学校美術科教育における言語活動について，授業実践を通して美
術表現における言語の役割について分析を行った。また，美術経験と言語との関連性を明
らかにすることによって，美術科における言語活動のビジョンを提示した。分析の結果，
擬態語が起点となり深層意識に触れ，多様な視点，価値観を獲得し作品や思考に反映され
ていたことを示した。経験を通して得られる質感は，言語との結びつきによって具体的な
認識となり，そこで得た感覚はデジタルカメラによって美術的表現へと生成されたことが
示された。	 
以上の第 2 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証で
検証された内容として，小学校における実践では，①美術教育と言語との関連については，
美術教育において言語としての擬態語を介在させることは，個人の深層意識や感覚とのつ
ながりをつくることになるということが示された。すなわち，言葉の存在が，個々人の生
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活と美術とをつなぐ役割を担い，抽象的で不明瞭な個々人の感覚を具体的にし，他者と比
較可能なものとした。擬態語については，小学校において，だれしもが理解可能であるこ
とが確認できた。さらに，唯一無二の感覚である質感は擬態語によって具体化され，共通
認識のもと他者との感覚における比較を可能にした。②美術教育と質感との関係において
は，擬態語を介在させることで質感の取捨選択による感受が可能となることが示された。
このことで，撮影対象に明確な意図を持って関わることが可能となり，写真を撮影するこ
との目的が具体化された。③美術教育における写真という表現媒体を活用することの意味
については，言語を介することで質感の感受を獲得させることにおいて有効であるという
ことが示された。本実践においては，写真＜デジタルカメラ＞の持つ特性である即時性が，
有効的であることが示された。また，写真によって質感と言語＜擬態語＞との具体的なつ
ながりを築き，質感の認識もまた共有可能であることが示された。	 
中学校における実践の一つ目では，言葉から発生するイメージとそのイメージに合う質
感を感受し探究することで，作品に質が発生する場面の考察を行った。言葉の与える広が
りは，現実のものと合わさり，質感をより実感しながらその感覚を獲得することに至って
いる。さらに，美術的手法を媒介することで，質が変容し作品へ生成されていた。始まり
から終わりまで軸となった言葉は，表現するための指標となり作品制作における一要素と
なっていたと捉えることができる。言葉が設けられていることで明確な目的のもと，感覚
的に対象を捉え思考し比較検討が行われていた。美術教育において表現媒体との出会いは，
価値の発見，感覚的な経験などが上げられる。本実践では，デジタルカメラを媒介するこ
とで得られる視点が，体験をより具体的なものとし成立させていた。	 	 
中学校における実践の 2 つ目では，中学校美術科教育における言語活動について，授業
実践を通して美術表現における言語の役割を分析し，美術における経験と言語との関係性
を明らかにすることによって，美術科における言語活動のビジョンを提示した。美術科教
育における言語活動の役割は，次の 4 点に整理された。①言語活動としての擬態語は，我々
の深層意識にアプローチし不明瞭な事物を美術作品として生成させることを可能にした。
②擬態語は，対象から得る感覚の言葉への置き換えを可能にし，具体性を持って認識する
ことを可能にした。③擬態語は，グループ活動において，他者との共有を容易にし，会話
を発生させた。④美術表現の工程において言語が一貫性を持ち存在することで，生徒にと
って表現の目的が明確となった。	 
全ての実践をグループ活動による写真撮影行為によって発生する質感の感受という視点
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で述べると，次のようななことが言える。	 
観察では，視覚情報のみではなく，聴覚，触覚，嗅覚の感覚が同時に働いている。そこ
で感じた内容は，質感として感受され，さらに，撮影された写真にはその質感が付随する
こととなる。	 環境と状況によって質感の感受は変化する。	 
	 グループによる意見交換では，他者の意見によって気づきが発生するだけではなく，意
識の表面には出現しない無意識のなかで蓄積されるような内容が発生している。それは，
空気や温度を意識せずとも常に感じているといった環境との相互作用である。他者の存在
や空気やその場の状況は，感覚にアプローチし途切れることなく感じ続けている。そこで，
擬態語を媒介することで，意識されていなかった感覚は意識に上がり，具体性を持って環
境・状況の存在と関係を築くことができる。このことによって，質感の感受と作品に明確
な関係性が生まれる。	 
	 さらに，感じたことを言葉にし，グループのメンバーに伝えることで，自身の感じてい
る内容を確認し認識を強める効果もある。共感や批判によって，質感をより詳細にし，よ
り適切で効果的な表現へ近づけることを可能にする。日常生活や社会においても，他者の
意見によって自身の考えをより強固な考えへと変化させるなど，コミュニケ―ションは自
身のもつ不安定な思考を確かなものへとし，自身の思考として安定化させることが可能と
なる。言葉＜擬態語＞は，表現の入り口として存在し，他者との意見交換によって共感，
批判，異なる意見が自身の質感の感受に響き合い，総合した質感となって意識化される。	 
美術の授業という環境において，グループ活動という状況は，意見交換を発生させより
的を絞った具体的な言葉の交換となり，それが体験となる。痛いという言葉の意味が痛い
という体験によって理解され経験となるように，その環境によって実感の伴った直接的な
体験とそこで発生する言葉との結びつきは，言葉の意識を重層化し経験化することとなる。	 
図 28 において，理論構築の際に導出した言語を介した体験の流れについて，授業実践の
流れを加えまとめた。外界からの刺激は身体へアプローチし，そこで発生した質感を他者
と共有することで，そこに差異が発生する。様々な質を観察し，自身の経験に触れる。こ
のことは，これまでに構築された美的経験によって新たな視点を発生させた。ここに，独
自の目線が発生し，美術作品となって形づくられた。	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図 28	 言語を介した体験の流れ	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終章	 
	 
	 
	 
本研究の目的は，学校の美術教育における言語活動（擬態語）を介して得られる質感の
教育方法について，デジタルカメラによる表現の教材開発を通し，その具体的な方法を提
案することである。結論では，第 1 部の理論研究，第 2 部の実践研究を踏まえ，以下の 4
つの観点でまとめる。	 
第 1 節では，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論と実践
的検証について，各章の結論をまとめる。第 2 節では，本研究によって導き出された教材
について述べる。第 3 節では，学校の美術教育における言語活動（擬態語）を介して得ら
れる質感の教育方法が，これからの学校教育にとってどのような意義をもたらすのかにつ
いてまとめる。第 4 節では，今後の課題についてまとめる。	 
	 
第 1 節	 本研究の総括	 
	 
第 1 部では，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論を導出
するため，美術教育における言語活動，質感，表現媒体としての写真について，それぞれ
論究した。第 2 部では，第 1 部で導出した基礎理論を基に，美術教育における言語活動を
介して得られる質感に関する実践的検証を行った。検証方法としては，始めにデジタルカ
メラと言語（擬態語）を用いた授業を構築し，それを基に行った小学校と中学校における
授業実践を分析し，美術教育における言語活動の新たな教育方法を提示した。	 
第 1 部第 1 章では，美術科教育に求められる言語活動について，学習指導要領より示し，
続いて丸山圭三郎，ソシュール等の理論より言語の構造を示し，美術教育における言語活
動の重要性を論究した。さらに，美術教育における言語活動の特質について先行研究を踏
まえ，教科における言語利用の教育的効果について論述し，基礎理論を示した。	 
第 1 部第 2 章では，言語を介して経験する「質感」についての基礎理論を，ジョン・デ
ューイと茂木健一郎の論よりまとめた。デューイは，ロックと同様に自然の中の性質を 3
つに分類し，芸術表現において扱う対象は，自然の中でも第 2 性質となる「感覚的性質」
であると述べている。茂木もロックの分類に則して，第 1 性質を数や量など自然科学の対
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象になるもので，第 2 性質を自然科学が対象としてこなかったもので，言語等のシンボル
でも捉えられない色彩や音色，猫の毛の「ふわふわした感じ」などの「質感」を指すとし，
デューイと茂木いずれも自然の中の性質でも数量等として捉えることのできない色や音等
を第 2 性質と捉え，これを「感覚的性質」または，「質感」と特定し，美術教育に必要な性
質として導出した。この「質感」が美術において，感じる感覚と言語とのつながりを生む
とし，本論文におけるキーワードとなる。	 
続いて，この「質感」について具体的な事例として，北極圏に住むイヌイットの人々と
画家パウル・クレーに関する内容を取り上げ，質感の感受による深層意識の構築と，それ
に伴う言語との関係性を論述した。環境によって得る質感の感受は，深層意識において差
異を持って明確なものとなり，生活や表現を支える経験となることを導出した。続いて，
本研究で用いられる擬態語の性質について，言語の中でもより身体感覚に近い言語として
認識されていることを導出し，美術教育で用いる教育的効果について論述した。	 
第 1 部第 3 章では，学校教育における「写真＜デジタルカメラ＞」の扱いについて，教
科書と学習指導要領より，歴史的変遷をまとめ示した。さらに，芸術表現における写真の
価値を明確にし，美術教育における「写真＜デジタルカメラ＞」の教材として必要性を提
示し，その教育的効果を導出した。	 
第 2 部の実践的検証では，第 1 部の基礎理論に基づき，小学校と中学校における実践授
業構築と授業実践の分析をまとめた。	 
第 2 部第 1 章では，第 1 部の基礎理論を基に，デジタルカメラと擬態語を介して得られ
る質感に関する授業の構築を行った。	 
第 2 部第 2 章では，小学校においてデジタルカメラと擬態語を介して得られる質感の感
受に関する授業実践内容とその分析を提示した。授業実践分析からは，デジタルカメラに
よる表現を教材とした言語活動と「質感」の感受との関連について導出した。	 
第 2 部第 3 章では，中学校におけるデジタルカメラによる表現活動として，言語活動を
介して得られる質感の感受に関する二つの授業実践と分析によって，デジタルカメラによ
る表現を教材とした言語活動と「質感」の感受との関連について論述した。	 
そこで，本研究のまとめとして，言語活動を介して得られる質感の教育方法について提
示する。	 
本研究では，美術教育を通じ，質感と言葉につながりを構築し，その言葉の獲得の際に
他者の存在が欠かせないことを論じ，ここに学校教育における重要な学びがあることを導
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出した。美術にとって，感性が作品とどのようにつながりを持ち，感じたことがどれだけ
作品に反映できたのかという目に見えない内容が含まれる。しかし，擬態語には，感覚的
言語としての特徴があり，擬態語の利用が個々の内側にとどまっていた感覚を表出する役
割を持っていることが，授業実践より実証された。経験によって言葉の意味が定着すると
いうことは，その過程に学びが存在していることになる。	 
以上の，第 1 部の基礎理論によって導出された理論による第 2 部の実践検証によって，
本研究の目的である，学校の美術教育における言語活動（擬態語）を介して得られる質感
の教育方法について，デジタルカメラによる表現の教材開発を通して提案する内容は，次
のようになる。	 
	 
第 2 節	 本研究によって導き出された教材	 
	 
1．教材開発	 
	 教材の条件として，デジタルカメラ，擬態語，質感の感受の活用が挙げられる。誰もが
持つ質感の感受を基に，デジタルカメラと擬態語を用いることで，誰しもが美術作品とし
ての表現を可能にする。さらに，感覚の言語化により，他者との質感の共有を可能にする。	 
	 
2．教育方法	 
①美術教育における言語活動では，言語（擬態語）と感覚とのつながりを認識し，美術表
現において個々人の深層意識や唯一無二の質感に触れさせるようにする。	 
②美術教育における質感の感受は，擬態語を介在させ，写真＜デジタルカメラ＞を用いた
美術表現を行うことで，質感の差異による取捨選択が行われるようにする。このことは，
グループ活動を行うことで，他者との感覚の差異が認識され，質感に対する意見交換が生
まれる。	 
③美術教育における写真＜デジタルカメラ＞の利用は，カメラ機器を媒体とし擬態語によ
って発生した質感を感受させる。美術表現として具現化し認識することで，感覚と言語と
のつながりを築くことを可能にする。さらに，デジタルカメラの特徴である液晶モニター
によって，撮影時，撮影したものを確認することで即時的に質感の取捨選択が発生し，よ
り理想的な表現への創造性を発生させる。	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3．質感を伴う言語活動による新たな教育的視点	 
	 直接的体験によって獲得した質感は，環境によって構築される。学校という場，他者の
存在によって発生する状況は，五感を通して感じ取ることで学びを生む。さらに，感性的
言語である擬態語によって，言葉と質感との結びつきが発生し，五感を介した言葉の意味
の獲得が行われる。言葉の概念は，その言葉を体験し経験化することで，言葉として生成
される。さらに，擬態語とともに直接的体験を行うことは，他者の感じた内容の共有を可
能にし，自身の内側に発生する感覚や思考との比較検討が行われ，対象を的確に感じ取る
ことを可能にする。そこには，取捨選択によって得た質が発生する。質は，言葉と結びつ
くことで，経験へと変化すると言える。図 29 では，この流れについて示している。	 
	 教科としての学びの一端は，作品構築の流れに即して起こる「体験」にある。この教材
では，人間の根幹を構築する経験として，グループで活動することで他者の存在を認識し，
個人活動とは異なる体験を獲得することができる。その中心として擬態語を用い，活動が
展開される。作品の表層が構築されるまでの制作過程には，言語活動による行為の明確化
と，擬態語を用いることで得る体験の具体化がある。	 
 
 
図 29	 擬態語を介した学びの構造 
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第 3 節	 これからの学校教育における本研究の意義	 
	 
この教育方法を用いることの意義として，体験の経験化が上げられる。子どもたちの学
校での体験は，経験化されたとき初めて学びの花が咲くと言える。もちろん，体験したこ
とが生活のなかで長い年月を経て，経験化することも考えられる。本研究で行った言語活
動は，知識としての学びにのみあるのではなく，環境や状況において言葉そのものを体験
的に獲得することにより，言葉の質を得ることにある。直接的な体験は，五感を介した体
験とともに言語化が行われ，言葉の持つ意味に変化を与える。それは，「言葉の質を学ぶ」
経験と言える。その入り口として，より感覚に近い言語である擬態語は，重要な役割を担
っている。	 
学校教育における言語活動には，知識の獲得の他に伝達のために言葉を用いる活動と共
に，想いや感じたことの言語化が想定される。そこには，経験を基にその場で「感じたこ
と」を言語化することで，目には見えない感情や感覚を他者と共有することが挙げられる。
本来，唯一無二である人間の感覚は，言葉の存在によって他者との共有を可能にしている。
そこには，伝え合う行為によって，似た経験から質感の差異を埋め，感覚の共有を発生さ
せる。つまり，他者が話す内容の理解には，自身の経験がその判断を行っていると言える。
本研究で示した直接的体験と質感と言葉とのつながりは，本来人間が持つ当たり前の力で
あるが，それは，育てる必要のある力であり，その意味で学校という意図された環境にお
いて学び育て，経験の量と質を上げることで豊かな人間を形成することにつながると言え
る。	 
	 丸山が「ラング化される前のランガージュは象徴作用が生ずる現場の形とリズムをも示
しているのであり，そこで絶えずゆれ動く差異は決して既成の観念や事物の代行・再現物
ではない。」と述べていることからも，言葉の獲得，意味の生成として美術が学校教育にお
いて欠かせないものであり，今後も重要な役割を担うであろうことが理解できる。	 
デューイは，『経験としての芸術』のなかで、芸術における経験について以下の様に述べ
ている。「芸術作品は人間経験から離れてそれじしん独立して存在する建築物・書物・絵画・
彫刻などとみなされる。ところが，芸術のほんとうの働きは，その作品が経験において，
そしてまた経験にかかわって何をなすかということである。」さらに，「芸術作品は経験の
なかで生まれ，経験のなかで作用する。ところが，芸術作品がこの二つの事実から切りは
なされると，作品のまわりには一つの壁が築かれてしまう。そしてこの壁は，美学の対象
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である芸術作品が持つ本来の意味をほとんど見えなくしてしまう。つまり，芸術は或る別
世界に移されてしまい，人間が芸術以外の形でおこなうあらゆる努力・苦難・偉業といっ
た経験の内容や目的とは，無縁のものとなってしまう。」と述べている 1)。	 
芸術は，作品が独立し存在するのではなく，それを生み出した人間の経験が根底にあり，
その表層に提示したものが芸術作品として実体を持つと言える。本研究では，このことの
一端を担う教材の提示を行った。表層に表れる技術（テクニック）に優劣をつけることへ
の関心は，教育現場において必ず起こる。しかし，本来ならば，デューイが述べているよ
うに，経験と切り離して作品は成立せず，生徒自身がその時何を感じ，これまで何を経験
してきたのか，ということを作品の内側に意識させ，それを実体の中心に置き，色や形を
纏うことが求められる。そして，その作品を介し，自身の経験に再度触れることが学びの
重要な点である。技術面に関しては，このことを前提に置いた上で，磨き上げていくこと
が求められる。このことは，美術が人間形成を担う教科として，学校教育にとって欠かす
ことのできない存在であることを示しているて言える。	 
	 
第 4 節	 今後の課題	 
	 
	 学校教育における言語活動は，今後さらに議論を行う必要がある。言語を人間の根幹に
置き発展的に議論を行うことによって，これまで以上に「心を育てる教育」の重要性を示
すことが可能になると考えている。そして，学校での学びには，知識を得ることと同時に，
感覚や感性，いわゆる「心」を育てる場として機能する必要がある。そのためには，造形，
美術における学びが欠かすことのできない要素を担っている。本研究では，その一端を担
う教材を示した。人間が持つ当たり前の力を再認識し，学びの土台を構築することが今後
も求められる。その意味において，質感と言葉との関係性は，これからも重要なテーマと
なる。	 
	 今後の課題として，五感を介して発生する質感の重要性をさらにひも解き，幼児教育と
いった学びの出発点においても研究を行う。そして，本研究で示した教材を様々な年齢で
実践し，質感と擬態語についての更なる検証を行う。 
さらに，デジタルカメラ＜写真＞という媒体の持つ教育的効果を実証するとともに，そ
の中に含まれる表現としての新たな可能性の検証を行う。	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終章の註	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